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    　──遠景──


    



    　衛兵さんに会釈すると、私わたくしは部屋の扉をノックしました。


    「お婆ばあさま。失礼いたします。まだ起きていらっしゃいますか」


    　お返事が返ってくる前に、私は扉を開けました。お婆さまは宵よいっ張りなので、これくらいの時間ならば、まだ起きておいでのはずです。


    「どうしたんじゃ、こんな時間に」


    　お婆さまは揺り椅い子すに体を預け、ゆったりとお茶を飲んでおられました。


    　一礼して、私はお婆さまのもとに歩み寄ります。


    「私のベッドの下に小箱があり、中からこのような書物が出てきたのですが──」


    　私の部屋は、かつてお婆さまが使っていたもので、ベッドもそのまま譲り受けたのです。だから、その書物はひょっとしたらお婆さまが昔、そこにしまったまま忘れてしまったものなのではないかと思ったのです。


    「ふむん？」


    　お婆さまは怪け訝げんな顔をしながら、その書物を受け取りました。ですが、それをめくってゆくうちに、顔色をお変えになられました。


    「ふむ──。ほう、ふふ──。あやつめ──。そんなところに──。今になって見つかるとはのう」


    　お婆さまはその書物をパラパラとめくりながら、眼を細めて、嬉しそうに笑います。


    　何の書物かはわかりませんが、やはりお婆さまのものだったようです。


    　安心するとともに、読書のお邪魔をしては悪いかと、部屋を辞そうとしたその時でした。


    「あっ──」


    　思わず、声をあげてしまいました。


    　お婆さまの部屋には大きな窓があり、昼間は城下を一望できるのですが、夜がふけた今では、深く静かな闇やみが広がっていました。そんな闇を切り裂いていくものを、私は確かに見ました。


    　流星でした。


    　一条の青白い流星が闇夜を裂き、ぐんぐんとこちらに向かってきて──どうやら、すぐ近くに落ちたようです。城下に──ひょっとしたら、お城の中のどこかに。


    　──とくん。


    　私の胸が、高鳴りました。


    　あれは、まさか。


    「お婆さま。流星が近くに落ちたようです。もしお体の加減がよろしければ、ご一緒に見に行きませんか」


    　高鳴る胸を押さえながら、私はお婆さまに申し出ました。


    　お婆ばあさまは手元の書物から顔を上げると、薄く微ほほ笑えみ、ゆっくりと首を横に振りました。


    「プリス。近くにお寄り」


    　お婆さまは、優しい声で私わたくしの名を呼びました。


    　頷うなずいて私が傍かたわらに跪ひざまずくと、お婆さまは、私の頭をそっと撫なでました。私の髪をそっと指先で梳すき、流星が通り過ぎていった窓の外へ視線を向けました。そして、私がついさっき入ってきたばかりの扉を、細い指先でお示しになりました。


    「お行き、プリス。あれは、きっと、おまえの物語じゃ」


    　優しい、いつもの口調で、そう仰おつしやいました。


    　そして、傍らの抽斗ひきだしから何かを取り出すと、膝ひざの上に広げた本の上に置きました。私は立ち上がりながら、盗み見るように、お婆さまの膝の上を覗のぞきました。


    　そこには一葉の絵が──いえ、写真が挟んであったようです。


    　どうやらお婆さまに縁がある写真のようです。お婆さまはその写真を見つめ、優しい微笑を浮かべられました。写真を見つめたまま、お婆さまは言いました。


    「妾わらわはもう、世界を充分に楽しんだ」


    　そしてお婆さまは写真から眼を上げ、私に微笑みました。


    「これは、ここから先は、おまえの物語じゃ。存分に楽しんでおいで」


    　お婆さまの仰る意味が、私にはよくわかりました。


    「それでは、行って参ります。プリシラお婆さま」


    　振り返ったとき、お婆さまの目尻に、一筋の涙が零こぼれ落ちました。まるで、流星のように。


    　何か哀しいことを思い出したのでしょうか──いえ、違います。


    　お婆さまは、柔らかな微笑を浮かべておいででした。


    　だからきっと、きっと、楽しいことを思い出されたのでしょう。


    「親愛なる友と過ごした日々に、万感の愛を込めて──ふふ」


    　私が部屋を辞す間際、写真を見つめてお婆さまが呟つぶやかれた言葉は、しっかりと私の耳に届きました。


    　それは、私の愛読書の──お婆さまが若かりし日に、まだ女王になるずっと前に、異世界よりの友とともに過ごした旅──それを記した旅行記の末尾に記された言葉でした。


    「そうだ。たぶん──いえ、きっと、ここから」


    　──私の旅がはじまるんだ。


    　息を弾ませながら、私は、広い広いこの世界に飛び出していきました。

  


  
    



    　　　一章　クラスの仲間と合流しよう


    



    　かつての少年は、宙に浮かぶ黒い靄もやを──いまや力の大半を失い、その意志の残ざん滓しと成り果てた──されど、その意志はいまだこの世界に留め置く、魔王を見上げた。


    　それはこの異世界の伝説に残る勇者と魔王の、千年ぶりの再会だった。


    「待てよ、でも千年前の勇者が先生だったとして……魔王は同じ魔王なのか？」


    　俺は浮かんだ疑問をそのまま口にした。


    　確か、この城はつい最近まで魔王城と呼ばれていたのだ。そして、そこを根城に人々を苦しめていた魔王は、俺たちがこの異世界にやってくる少し前に討伐されたのだという。


    　今俺たちの前で喋しやべっている魔王はついこないだ倒された魔王──その意志の残滓とか言っていたが、その魔王が、千年前にこの世界を去った先生のことを勇者と呼ぶということは。


    「つまり、千年前の魔王と、此こ度たび討伐されたばかりの魔王は、同一の存在ということかや？」


    　プリシラが、魔王を見上げて言った。


    　──佳よき問いだ、人間の王女よ……。


    　魔王の声が広間に響く。誰かがそう口にしたわけではないのに、プリシラのことを王女であると魔王は知っていた。そのことに動揺した様子もみせず、プリシラは魔王に向かって言い放つ。


    「今の、池いけ上がみ彰あきらっぽく言い直して？」


    　──プリシラさん、いい質問ですねぇ……。


    「貴様まじで魔王かや？」


    「あんまりお前が言えたことでもないと思うけどな」


    　少し気が抜けたところで、その空気の密度を再び上げるように、魔王の重々しい声が広間に響く。


    　──或る時、我は魔導を極むる痩やせた古老であった。


    　──或る時、我は天地を貫く大樹であった。


    　──或る時、我は奈落に溜まる瘴しよう気きの渦であった。


    　──或る時、我は一匹の邪悪な黒竜であった。


    　──姿形は違えども、我は常に一つの名で呼ばれた。


    　──魔王、と。


    　魔王の声は、俺の心臓を冷たい指で鷲わし掴づかみにし、絞り上げるような感覚とともに、胸の奥に深く響いてくる。


    「ハイ、というわけで魔王君の自己紹介でした。魔ー君って呼んでいい？」


    　気さくな口調でプリシラが言うと、


    　──否。


    　という重々しくも寒々しい声が広間に響いた。魔ー君呼びは嫌らしい。


    「ともあれ、いま魔ー君が言うた姿は確かにどれも、古いにしえの伝説に残る魔王の姿じゃ。それも最終形態の」


    「あ、やっぱ何段階か変身はするんだ。さすがラスボス」


    「伝説に残る魔王の姿は全て違っておる。それゆえ、魔王が幾いく度たびも復活を繰くり返す中で、それが同一の存在なのか別個の存在なのかは専門家の中でも意見がわかれておったところでの。それらはまったく同じ魔王、もしくは別の魔王である可能性が示唆されておったんじゃ」


    「十代から二十代、もしくは三十代以上の男女いずれかの犯行、みたいな意味のないプロファイリングじゃねーか」


    「要するに、さっぱりわからんということじゃ。が、本人が同一人物というんじゃから信用しようぞ」


    　プリシラは宙にふわふわと浮かぶ、黒い靄もやの塊かたまりとなった魔王を見上げた。魔王──自己申告によれば、その意志の残ざん滓しだとか。


    　俺もプリシラに並んで、そいつを見上げ、そして訊きいた。


    「じゃあ、魔王を──今回の魔王を倒したのは誰なんだ。俺たちのクラスメートなんだよな」


    　俺の言葉に、プリシラも、他のみんなも、はっと顔を上げた。


    「そういえばそうじゃ。城を出るときにぶん投げたままにしておった伏線を忘れておったぞよ」


    「伏線って言うな。でも、これまでざっくりと聞いてきたこの世界の歴史からすれば、そうとしか考えられないんだ。千年前の先生をはじめ、およそ百年周期でこの世界にやって来る客人神まろうどと呼ばれる少年少女たち。彼らは、その時々にこの異世界を脅おびやかしていた魔王を討伐して、もとの世界に還かえっていった。そうだろう」


    「んむ。そういうことじゃ」


    　プリシラの返答を受けて、俺は続けた。


    「ということは、今回の魔王を倒したのも客人神の誰か──つまり、俺たちのクラスメートの誰かだと考えるのが自然だ」


    　もともとこの異世界の人々が魔王を倒したのだという可能性もなくはないが、客人神が魔王を倒すというパターンは千年の間繰り返されてきたことだ、そう考えるのが順当だろう。


    「俺は旅の途中で、魔王を倒したのは若わか王おう子じなんじゃないかと考えるようになった。勇者にも魔王にも会ったことがないから想像でしかないけど、クラスの面々を思い出してみたとき、魔王を倒すなんて大それたことができそうなのは、若王子だと思った」


    「ま、妥当な評価だろうな」


    　一切謙けん遜そんせずに、若王子暁あきらは言う。そういうところも魔王を倒しそう感に溢あふれている。


    　単純に、身体能力や戦闘能力という意味では、若王子は大したことがない。和泉いずみや柊ひいらぎなんかには遠く及およばない、普通の女子だ。知識では坂さか上がみに遠く及ばないし、川かわ中なか島じまの演技力、天てん堂どうのマジックのような特技があるわけでもない。それでも、クラスの中で魔王を倒しそうな奴を挙げろと言われれば、たぶん、全会一致で若わか王おう子じ暁あきらということになる。


    　カリスマ性というのか、スター性というのか──明確に言語化できない、なにかやらかしそう感。そのステータスにおいて、若王子暁は飛び抜けていたし、事実、『聖徒会』なる集団を作って、この異世界を引っかき回していた。


    「ただ残念ながら私の場合、どっちかってーとＲＰＧより建国シミュレーションにハマっちゃってたからな。気付いた時には魔王が倒されてたんで、ドサクサに紛まぎれて魔王城の跡地を占拠したんだ」


    「会長は、みんなのことを心配してたんですよ。流星が落ちたという知らせを聞く度たびに、そこに人を派遣して、クラスメートを回収して回ってたんです。聖徒会という集団を作り上げたのも、そのためでもあるんですよ。情報網もうを広げつつ、クラスメートがこの異世界で生活していくための基盤を作らなきゃって」


    　生徒会書記・時とき任とう蘭らん子こがそうフォローする。


    「そうそう、私って仲間思いだからな」


    　またしても謙けん遜そんせずにそれを認めながら、若王子は胸を張った。


    　確かに、俺たちはたまたまプリシラに拾われたから、当たり前のように最初からイージーモードで旅を楽しんで来られたが、そうでない場合にまったくの異世界で生き抜くためには、相当の苦労があったはずだ。


    　例えばゴブリンたちと共生したり。


    　例えばやけくそで全裸になってみたり。


    「ま、沢さわ木きだけは異世界の塵ちりになればいいって思ってたけどな。生きのびてやがんの、運の良いやつめ」


    　これまでの経緯いきさつもあるので、俺は特に反論せず、ただ苦笑を返した。


    「まあそれはともかく、若王子も魔王を倒した勇者じゃなかった。今回の勇者じゃなかった。じゃあ、それは一体──」


    　俺は再び、宙に浮く魔王に問うた。


    　充分な間を取って、魔王は俺の問いに応じた。


    　──よかろう。答えてやろう。


    　──千年前、我に剣を突つき立てたあの少年にそうしたように。


    　──我は此こ度たびのあやつにも、敬意と呪のろいを込めて、その名を問うた。


    　魔王の言葉に、先生が僅わずかに眼を細めた。


    　──「君の名は」と。


    　おそるべき沈黙が、広間を満たしていった。


    　──「君の名は」と。


    「聞こえとるわ！　そういう小ネタ今はいらんのじゃ！」


    　苛いらついたようにプリシラが言う。


    　──我が言うておるのは真ま知ち子こ巻きのほうで。


    　魔王の声に、どことなく焦あせりの色があった。


    「『。』のついてない古いほうだから何だっちゅーんじゃ！　そもそもそんなもん、先生ですら世代じゃないじゃろ。どっからその情報仕入れたんじゃ！」


    「それはお前もだけどな……」


    　──『はじまりの街』へと向かうがよい。すべてが始まった街──そこに、貴様らの求めしものがある。


    「あん？　いや、何を話変えとるんじゃ。魔王のくせに、そんな中盤の街で次の行き先を示唆してくれる説明おじさんみたいなこと言わんでいいんじゃ。さっさと勇者の名前を言えい！」


    　──……。


    「池いけ上がみさん、それっていったい誰なんですか？」


    　──此こ度たび、我が野心を微み塵じんに砕いたそやつの名は……。


    　そのシステムを使えば教えてくれるのかよ、と俺が思ったそのときだった。


    「それは、僕に言わせてくださいよ」


    　魔王の声に割り込むように、よく通る声が広間に響いた。


    「やれやれ。魔王ともあろう者が、ずいぶんとお喋しやべりなことだ。既に打ち倒されし抜け殻の分際で、随ずい分ぶんと未練がましい」


    　意志と、知性と、そしてどこかぞっとするような怜れい悧りさを含んだ声こわ音ねだった。


    　魔王とは別の──人間の恐ろしさを固めたような声。


    「帰っていたのか」


    　顔見知りの相手に対する口調で、若わか王おう子じは言った。


    「──ええ、只今」


    　逆光の中、そいつは口の端はを歪ゆがめた微笑で応こたえた。


    　若王子だけじゃない。俺は、俺たちはそいつのことを知っている。


    「生徒会副会長、小こ早ばや川かわ秋あき光みつ、只今帰還しました」


    　その名が口にされたとき、魔王を名乗る黒い靄もやは、どこへともなくかき消えていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「せーとかい、ふくかいちょー」


    　それだけを言って、プリシラが俺に顔を向ける。


    「こっちの世界の聖徒会のほうではどうか知らんが、もとの世界の生徒会のほうじゃ、あいつが副会長だったんだ」


    　俺はプリシラの耳元で言う。プリシラは「ふむ」と小さく呟つぶやいて頷うなずくと、副会長・小こ早ばや川かわを値踏みするように視線を向ける。


    　小早川はほとんど顔を動かさず、眼だけを動かし、獲物を狙ねらう蛇のような視線をその場の一同に這はわせ、やがて俺に留めた。


    「やあ、沢さわ木き君。久し振りだね。会長とは仲直りできたのかな」


    「あ、ああ……」


    　鷹のような、毒蛇のような、眼鏡めがねの奥のその眼光に射い竦すくめられながら、俺はなんとかそれだけを応こたえた。


    「そう、それは良かった。僕もそれを心配していたんだ」


    　その声が鼓膜に響くと、まるで頭の奥を毒蛇に舌で舐なめられているかのような錯覚を覚える。


    「副会長！　首尾はどうだったんだ」


    　仲直りうんぬんの話題を打ち切りたかったのか、すぐに確かめたいことがあったのか、若わか王おう子じが強い声で小早川に問うた。


    　小早川はすぐに答えず、一歩一歩、ゆっくりとこちらに歩いて来る。


    　ローファーの踵かかとと広間の石畳がぶつかって、コツン、コツンと乾いた音を立てた。その音で拍子を刻きざむようにしながら、小早川は口を開いた。


    「僕は会長の命を受け、調べ物をしていたんです。魔王と、そして客人神まろうどのことについて」


    　それは無論、事情を知っている若王子に向けたものではなく、俺たちと──そしてひょっとしたら、魔王にまで向けていた言葉だったのかもしれない。


    「客人神──ふふ、先生が最初の客人神だったというのはまったくの予想外でしたがね」


    　小早川は先生の姿を見つけ、会釈する。


    「久し振りにクラスメートたちが揃そろったところを見ると──ふふ、なかなかに壮観です。ジャン＝ポール・サルトル曰いわく、『地獄とは、他人のことだ』。皆さん、そうは思いませんか」


    「回りくどいぞ。さっさと結論を言え、副会長」


    　苛いら立だったように、若王子が促うながす。


    「焦あせらないでください、会長。そんなに睨にらまないでくださいよ。僕は沢木君と違って、これまではずっと会長の従順なしもべだったじゃないですか」


    「これまで、『は』？」


    　苛立ちを強めた若王子の言葉を聞き流すようにして、小早川は演説をするように声を響かせる。


    「魔王はこの世界に、およそ百年周期で現れ、そして長きにわたって人の世を脅おびやかす！　だが、魔王は必ず打ち倒される。同じく、およそ百年周期でこの世界に現れる、異世界より来たる英雄たちによって──いや、勇者と呼んだ方がいいでしょうか」


    　小こ早ばや川かわは先生に視線を向けた。


    　先生は何も言わず、無言でその言葉を聞いている。


    　反応が返ってこないと悟った小早川は、先生から視線を切って、再び一同に向かって語りかける。


    「若わか王おう子じ会長は魔王と客人神まろうど、そのふたつに興味を持った。そして、僕にそれを調べるように命じた。それは無理もない、僕らもまた、異世界より来たる客人神なのだから。自分たちがどこから来て、そしてどこへゆくのか──。それはあらゆる人間にとっての命題テーゼでもある」


    　芝居がかった口調と動作で、小早川の独演会は続く。


    「誰が魔王を倒したか。──否、誰が魔王を殺し、今回の物語を終わらせたのか。此こ度たびの舞台に上がった、機械仕掛けの神とはいったい誰なのか」


    　その場の全員が固かた唾ずを呑のんで、小早川の答えを待った。


    「それは二年一組の出席番号三十番、山やま田だ君です。あ、あと滞在場所は、先ほど魔王が示唆した『はじまりの街』であると思われます。以上で報告を終わります。ご清聴ありがとうございました」


    　小早川は恭うやうやしく一礼し、


    「ん、御苦労さん」


    　と若王子は応こたえた。


    「え？　え？」


    　ひとりプリシラだけが、混乱した様子だった。すぐさま小早川へ走りより、その襟えり首くびを両手で掴つかんだ。


    「ちょっと待てい！　貴様、何か妙に雰ふん囲い気き出してたのは何なんじゃ！」


    「雰囲気？」


    「何て言うか、真のラスボス感っちゅーか、裏切り者感っちゅーか、ナンバー２が黒幕感っちゅーか……。実は魔王を倒したのは僕です的なことを言うと思うではないか！」


    「そんな伏線も何もない状態でいきなりぽっと出の僕がそうだったらみんな怒りますよ」


    「山田君とかいうやつも初耳じゃ！」


    「あ、あなたがプリシラ王女ですね。お初にお目にかかります、副会長の小早川秋あき光みつです。いやあ、僕、よく態度が思わせぶりだって注意されるんですよね」


    「知らんがな！　敬語を使う強キャラ感バリバリだったのは何なんじゃ！」


    「フ……。果たして強さとは何でしょうか。ちなみに僕はこないだ中学生にカツアゲされましたね」


    「お、おぬし自身が弱いとしてもじゃな、謀略系知性派強キャラ感を溢あふれさせておったろうが！　なんか古代の魔神の封印を解いて世界を滅ぼそうとする感じの！」


    「まあそれ系の奴って、だいたい自分が復活させたやつに手始めに殺されるけどな」


    　とりあえず俺は小声で言っておいた。


    「フ……。果たして知性とは何でしょうか。こないだネットで脳年齢テストってのやったら四十三歳って出て、あれまじで凹へこむんですよね。あ、でも親戚からはパソコンの先生って呼ばれてます」


    「そんなガッカリ感のある称号を……。んじゃぞっとするような声こわ音ねは何だったんじゃ！」


    「僕はこういう声なのです」


    「やたらと傍点が多そうな台詞せりふ回しじゃったのは！」


    「ちょっと何を仰っているのかわかりません」


    「引用したサルトルの言葉は！」


    「喋しやべってる途中でああいうの引用すると賢く見えるじゃないですか。意味は知りませんよ。──フフ、古人曰いわく、『ミネルヴァの梟ふくろうは黄昏たそがれ時どきに飛ぶ』──そういうことです」


    「どーいうことじゃ！」


    「だから、意味はわかりませんよ。雰ふん囲い気きですよ。業界用語で言うとイキフンですよ。黄昏時がいつかさえよくわからないのに、ミネルヴァとか言われても。高たか田だ純じゆん次じ曰く、『キミ、笑うと笑顔に見えるね』──そういうことです」


    「それは確かに一周回ってなんか凄すごいこと言ってる感があるが！」


    「『パンを食べた者でなければ、パンの味はわからない』」


    「それは誰の名言じゃ」


    「僕が今考えたんですけど。でも、やなせたかし曰く、『パンを食べた者でなければ、パンの味はわからない』──てな感じで、それっぽい人が言ったことにすると名言感出ますから大丈夫です」


    「大丈夫の意味がわからぬ！　訴えられたら負けるぞよ！」


    　プリシラがツッコミ側に回る一方とは、さすが小こ早ばや川かわ。伊だ達てに生徒会のナンバー２を務めてはいない。


    　若わか王おう子じは苦笑しながら、プリシラの肩をポンと叩たたいた。


    「だろー、このガッカリ感。いかにも裏切りそうな空気を醸かもし出してっから、おもしろそうだと思って副会長に指名したんだけどさ、期待に反して全然裏切らねーでやんの」


    「どうやら僕が怒らせてしまったようですね。この小早川秋あき光みつ、固有スキルは雑用パシリと土下座ダイブ。魔王だか王女だか知りませんが、貴方あなたは僕の額ひたいを地面に擦こすりつけるに値する器かな……？」


    　小早川は素早く自分の体を折り畳み、土下座スタイルで額を地面に擦りつけた。


    「土下座慣れしとるのう……。生徒会でどのような立場に置かれておるのかがよくわかるぞよ」


    「あと、各地に散らばっていた聖徒会のメンバーも一緒に帰ってきたので、そっちも拾ってあげてください」


    　土下座したまま小こ早ばや川かわが言う。


    　小早川が登場してきたほうに眼を向けると、逆光の中に、いくつものシルエットがあった。


    「うーむ、多いのう。確かにクラス全員揃そろうとこれだけの人数になるんじゃろうが……これだけの数を捌さばくのは、ＢＩＧ３でも困難をきわめるぞよ……」


    　プリシラは首をぐるりと回し、あたりを見回して言う。


    　魔王城にやって来た俺たちとプリシラの一行。


    　魔王城で俺たちを待ち受けていた、若わか王おう子じをはじめとする聖徒会メンバーと、先生。


    　さらに、帰ってきた副会長こと小早川と、他の聖徒会の面々。


    　先に名前の挙がった山やま田だ以外のフルメンバーが勢せい揃ぞろいしたことになる。


    「さて、どういう構成でいこうかのう……」


    　キャラを捌ききれるかというプリシラの悩みとは別に、俺の胸の中に去来したものがあった。


    　この異世界修学旅行は、クラスメートを集めるための旅でもあった。


    　あと一人で、クラスメート全員が揃うということは。


    　──この異世界修学旅行の終わりも近いということだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「よぉし、新キャラども！　せいれーつ！」


    　プリシラが声を張り上げる。


    　プリシラの前には、プリシラと初対面になるクラスメートたちが並んでいた。


    　数か月ぶりの再会とはいえ、全員がクラスメートなので、俺たちはそいつら一人一人のことを知っているが、プリシラと彼らは完全な初対面だ。あの幻の中でも会っていない。


    　聖徒会のメンバーとして、若王子の命によって各地に散っていたメンバーだ。


    　ちなみにこの世界で若王子が起ち上げた『聖徒会』と、もとの世界での『生徒会』は別の組織なので、マイケルや漆うるし原ばらのように重複しているメンバーもいるが、天てん堂どうがそうだったように、『生徒会』メンバーではなかったけれども、この異世界で『聖徒会』に所属していたというやつもいる。


    「正直、名司会者たる妾わらわであっても、これだけの素人しろうとさんを捌ききれるかどうかは怪しいところじゃ」


    「素人さんって、お前はどの立場なんだよ」


    　俺のつっこみを無視して、プリシラは続ける。


    「Ｐとしてはこれまで番組に貢献してきたレギュラー陣のことも考えてやらねばならぬしの。じゃが、それと同時に、レギュラーメンバーの新陳代謝もまた、番組を長く続けてゆくには大切なこと。大いなるマンネリズムと絶え間ない革新、それこそが長寿番組の秘訣じゃ」


    「だから番組じゃねーし」


    「さあ、雛ひな壇だん芸人候補たちよ、存分に自己アピールを尽くすがよい！」


    　プリシラはことさらにトーク番組のオーディション感を出しているが、要するに、プリシラと初対面のクラスメートたちの自己紹介の場を設けたということだ。


    　そんなわけで、まず最初の一人がプリシラの前に歩み出た。


    「おいどんは桜さくら島じま大だい門もん！　尊敬する人は西さい郷ごう隆たか盛もり！　東京都足あ立だち区生まれ足立区育ちのエセ九州男児ですたい！」


    「エセ九州男児イン、沢さわ木きアウト！」


    「なんでだよ！」


    「喋しやべり方に特徴があるキャラは、口調だけで誰が喋っておるかわかりやすいからのう」


    「こんなのどう考えたってキャラ一点突破の一発屋だろ！　すぐ飽きるよ！　いや、桜島はいい奴だけど！」


    「これまで何だかんだと惰性でレギュラーの座に留まりながら、一発すら上げられておらぬおぬしが言えたことかや。それに一発屋なればこそ、大河ドラマのタイミングで一発あげねばいつ上げるというんじゃ」


    「何でお前が大河のタイミングを気にするんだよ……」


    「はっは、よかたいよかたい。沢木どんの椅い子すをば奪おうっちゅなことは考えておりもはん。おいどんは柄が大きゅうごわすからな、雛壇に上がれば左右のお人の邪魔になりもそう。おいどんは隅っこでどっしり構かまえさせてもらいもす。敬天愛人、敬天愛人」


    「うーむ。この嘘うそ臭い九州弁と、九州男児イコール西郷どんという安直でガバガバな発想……。さらには西郷どん周りの情報も雑な感じ……。このジャンクなあらびき感が妾わらわの好み……。じゃが確かに沢木の言う通り、味付けが濃いものは得てしてすぐに飽きるもの。ひとまず保留にして、残り全員を見てからバランスを考慮してレギュラーを決めようぞ。ハイ次」


    　プリシラの評価が定まったところで、次のクラスメートが前に出た。


    「南なん部ぶ電でん次じ郎ろう、化学部です」


    　南部が前に出てくるなり、プリシラは「ほう」と呟つぶやいて、関心のある様子をみせた。南部が制服の上から白衣を羽は織おっていたからだ。


    「化学部だから白衣、そんな安直でわかりやすいキャラ付けってとっても大事じゃよな」


    「そうなのか？」


    「うむ。なぜなら大勢で並んだときに一目でキャラクター性がわかるからじゃ。確かにトーク力も大事じゃが、見た目でわかるキャラクター性は大きな武器じゃからの。前に言うたじゃろ、妾が宗むな像かたをメンバーに入れておるのも、でかいマッチョが一人おると画面に広がりができるという理由が一番大きい」


    「まあバラエティ番組的な意味では色々活躍してたけどな」


    「それに科学者キャラはこれまでおらなんだからの。知識系キャラとして坂さか上がみ先生との差別化ができれば、レギュラー入りも夢ではないぞよ」


    「南なん部ぶは我が校のでんじろう先生と呼ばれてて、文化祭での化学実験教室が大人気なんだ」


    「ほほう。コンセプト丸パクリじゃがキャッチーじゃのう。実験とは具体的にはどのような？」


    　プリシラに問われて、俺は今年の文化祭で執り行われた『南部でんじろうの化学実験ライブ～エウレカ！～』の様子を思い出す。


    「鼻に電極を挟んで電流を流したり、乳首に電極を挟んで電流を流したり、尻に電極を刺して電流を流したり……。あと電流を流された状態でサソリを口の中に入れたり」


    「それは方向性的にはでんじろう先生ではなく、電撃ネットワークなのではないかや？　あと裸系は正直もういらぬぞよ」


    「それから塩酸を舐なめたり、アンモニアを嗅かいでみたり」


    「それは科学者キャラではなく単に頭が悪くてお調子者の中一が取りがちな行動なのでは？」


    「あと、空気砲でパンチラを狙ねらうエロでんじろう先生としても有名なんだ」


    「うーむ、エロでんじろうという言葉は口に出してて気持ちがいい、声に出して読みたい日本語じゃが、コンプライアンス的に問題があるやも……。じゃが、体を張れるのは芸人として強みじゃの。こやつも保留じゃ。次」


    　というわけで、次のクラスメート。


    「斎さい藤とうひなた、バレー部です！」


    「おおっ、意外や意外、ボーイッシュで中性的な魅力の爽さわやかスポーツ女子枠が空からっぽじゃった！」


    「スポーツ女子……ああ、まあ確かに和泉いずみや柊ひいらぎはまた別か……」


    「じゃが、不採用」


    「えっ」


    「この番組はど腐れ芸人どもが鎬しのぎを削る蠱こ毒どくの壺つぼなので、キミのような爽やかスポーツ少女はお呼びではないんじゃ。爽やかスポーツ少女の乳首に電極を挟んで電流を流しても、誰も笑わぬどころかドン引きするばかりじゃろ」


    「何で乳首に電極を挟んで電流を流す前提なんだよ」


    「キミはもっと自分を大切にしなさい。キミはラブコメかなんかに行けば、人気投票で常に四～七位あたりをウロウロするかませヒロインになれるだけの素質を持っておる」


    「あんまり褒ほめてねーな」


    「んじゃ次の人～」


    「幸ゆき村むら英ひで幸ゆき、軽音部、メタルやってます」


    「ふむ、音楽系ユニットは意外と今までおらなんだからの。アピール如何いかんによっては最前列じゃぞ。楽器は何をやっておるんじゃ？」


    「当方ボーカル、ほか全部募集中！」


    「おおっ、噂うわさには聞いたことがあるぞよ！　バンドはやりたいけど楽器の練習は難しいからしたくないし目立ちたいという舐なめた理由でボーカルの自分以外を募集するスタイル！　これが噂のはぐれメタル！」


    「経験値は低いがな！」


    「ふむふむ、今のキャッチボールはなかなかよろしい。他にアピールポイントがあればどうぞ」


    「シド・ヴィシャスをリスペクトして自分の腕をフォークで刺しながらハンバーグを食う活動に勤いそしんだ結果、近所のガストから永久出禁を食らったぜ！」


    「うーんなるほど。エピソードトークとしてはちょっとインパクトが弱いし、何か無理にやりにいってる感が鼻に付くぞよ。キミ話盛ってない？」


    「ていうかリスペクトした結果いそしむ活動がそこなのかよ。バンドやれよ」


    「そもそもシドはメタルではないしの。てことで、はい次の方～」


    　プリシラが促うながすと、二人の女子が左右からひとりずつ走ってきて、プリシラの前で足を止めた。


    「戸と倉くらサキでーす」


    「枕まくら木ぎマキでーす」


    「「二人合わせて『どぐら☆まぐら』でーす！」」


    「戸倉と枕木はお笑い研究会で漫才コンビを組んでるんだ」


    　俺はプリシラＰにそう囁ささやく。


    「おお、コンビとな、これは新しいパターン」


    「というわけで異世界でも漫才をやらせてもらえるということでね。というわけで、お客さんが全員アレな感じになる漫才をやりま～す」


    「やりまーす。突然ですけど、コンビニ、あれは便利ですよね～」


    「便利やね～。二十四時間、何でも買えるからね」


    「せやけどこないだむかつくことがあったんですよ。ちょっと私お客やるから、あんた店員やってーな」


    「ええよ」


    「ちょっと小腹空いたな～、おっ、コンビニあるやんけ。入ったろ。ウィーン」


    　と、枕木が自動ドアを開けるジェスチャーをしたところでプリシラのストップが入った。


    「待て待て、そこからどうお客がアレな感じになる漫才になっていくのかはむっちゃ興味あるが、コンプライアンス的にと尺的に……。あとボケとツッコミで完結されると妾わらわのポジションが微妙になってくるからのう。これも保留じゃな。んじゃ次」


    「太た郎ろう丸まる薫かおるでっす」「左さ衛え門もん三さぶ郎ろう光ひかるっす」


    　またしても二人が立て続けに、プリシラに挨あい拶さつする。


    「ぐおっ、ここにきて名前なんだか苗みよう字じなんだかわからぬうえに性別がはっきりせぬ名前の者二人！」


    「性別はわかるだろ、見ての通り全員女子だよ」


    「いや、確かにそうなんじゃが……。ここもちょっと保留じゃのう」


    　ちなみに、プリシラに言ってもわからないことだが、この二人は異世界に来る前、俺が声をかけた時に綾あやちゃんと話していた女友達二人である。


    　──そんなこんなで新キャラ面接を何とかこなして、残ったのは一人。


    「お、次でラストじゃな、んじゃ最後の人、ど～ぞ」


    「……あれ？　次で最後？」


    　俺は数え間違えたかと、クラス名簿を指差し確認していく。


    「しまったぞよ！　西さい郷ごうどんを最後にして、では『さいごうの人ど～ぞ！』って言いたかったぞよ……。ま、仕方あるまい、んじゃ最後の人、ど～ぞ」


    　プリシラに促うながされて、最後の一人がプリシラの前に立った。


    「伊い勢せ海うみ真ま央おっす！　っとー、好きな食べ物はまるごとバナナ。好きな言葉は虚無と混こん沌とんかな。趣味はパーリーっすよね。宴うたげっすよね。って何で言い直したんだオイッ！」


    「……」


    　いきなりハイテンションに加えてのうざったいノリツッコミに、プリシラＰは露骨に嫌な顔をした。


    「えっとー、えっとー、んでんでー、自己アピ自己アピ。っとー、あ、友達からはサークルクラッシャーって呼ばれてま～す。きゃはは、うける！」


    「それは果たして友達なんじゃろか？　あと自分でうけるとか言わぬように」


    「なんかねー、みんなが仲良くしてるとこに真央が行くと～。な～んかギスギスしちゃうんすよね。なんだろ～。それって真央がカワイイから？　なんつって！　キャハ！　自分で言うな～っつーの～！　キャハハ！」


    　自分で言ったことにばかうけしながら、伊勢海は俺の肩をばんばん叩たたいてくる。


    「おおっ、これが72のサークルクラッシュ奥義のひとつ、『別に仲良くない男にも気軽なボディタッチ』じゃな！」


    「え～、意味わかんないけど何かうける～。言ってることわかんないのにうけんのってマジでうけるよね。だってわかんねーんだもん。きゃはは！」


    「ぐむ……」


    　せっかくプリシラＰが、話が広がりそうなポイントを拾ってトスを上げたにもかかわらず、伊勢海はそのボールを叩き落としてけらけら笑う。これは大きなマイナスポイントだ。自分の世界があるのとひとりよがりなのは全然違う、これでは芸人として先はあるまい。


    　って、俺は何でディレクター目線になっているのだ。


    「あ、そうだ。聞いて聞いて。このあいだ友達から聞いためっちゃくちゃおもしろい話があるんすけど」


    「待て待て、おもしろい話をするときにおもしろい話があると言ってはいかんのじゃ。叙述トリックが仕掛けてあるミステリの帯に『最後の一行に訪れる衝撃』とか『絶対にあなたは騙だまされる』とか書いてはいかんのじゃ」


    「えっマジで？　意味わかんないけどなんかうける！　たぶんだけどたぶんだけど、何かそれっておもしろいこと言った感あるよね？　うける～！」


    　伊い勢せ海うみはよくわからないツボにはまって笑いながらプリシラの肩を叩たたく。プリシラＰのこめかみにピキピキと血管が浮き出してきた。これはいけない、そろそろ潮時だろう。


    「こ、この辺にしとこうか、な、プリシラ」


    「……嘘うそ偽りのないサークルクラッシャー感は充分に伝わってきたが……。う～む、こやつは妾わらわとはちょっとノリが噛かみ合いそうにないのう。沢さわ木きはどうじゃ」


    「え？　ああ、いや、うん」


    「煮え切らぬやつじゃのう。ま、サークルクラッシャーと自称潤滑油では噛み合わぬ──噛み合わぬ以前に、壊れたところに油を塗っても仕方がないからの。っと、これで全員かの？」


    　プリシラは修学旅行のしおりの名簿を指差し確認していく。


    「ふむ、ふむ、確かに全員に会ったのう。あとはこの山やま田だ孝たかしというやつだけじゃな」


    　山田の名を指差し確認すると、プリシラはしおりから顔を上げた。


    「そんなこんなでプリシラＰの新キャラオーディションは完了したが、何だかんだあって新キャラにはあんまり触れぬことにしたんじゃ。全員妾とは別の馬車へどうぞ」


    　プリシラは新キャラたちの列を、手ですっと馬車の方へ促うながした。


    　え～という声があがりつつも、彼らは素直に馬車へと向かう。


    「じゃあこのくだり何だったんだよ！」


    「一応全員に会っておきたかったんじゃよな。なるほど、これが二年一組なんじゃな、と。こやつらが、あの小さな教室に詰め込まれておったわけじゃ」


    　プリシラは、その教室をその眼で見たわけじゃない。魔王に引き摺ずり込まれた、あの幻の中でその風景を見たのだ。


    「担任教師のストレスハンパないじゃろな」


    「それはまあ……そうなのかもな」


    　今にして思えばだが、先生がこのクラスを何とかまとめあげてこられたのも、元勇者のメンタルあればこそだったのかもしれない。


    「さて、んではさっそく出発するぞよ！」


    「その前にプリシラ、ひとつ言っておくことがある。このクラス名簿を見てくれ」


    　プリシラはまだ気付いていないのかもしれない。でもさすがに俺は、そのことに気付いていた。


    「名簿？」


    　俺とプリシラが肩を寄せて名簿を覗のぞき込んでいると、そこにいきなり割り込んでくるものがあった。


    「あっれぇ～。真ま央おの名前がどこにもないよぉ～。うっそ～、真央ってハブられちゃってんのぉ～？」


    　そいつは俺とプリシラの肩に馴なれ馴れしく腕を回し、息がかかるくらい至近距離で、ゆっくりと俺とプリシラの顔を見る。そして、わざとらしい動作で名簿を覗き込んだ。


    「あ！　山ちゃん見っけ～。また会いたいな～」


    　伊い勢せ海うみは──そいつは、俺の肩に回していた手を外すと、五十音順に並んだ名簿の一点をそっと指差した。


    　そこに、山やま田だ孝たかしの名前がある。


    　そしてその名を指す人差し指を、すっと上げて、プリシラの頬ほおへプニっと突つき立てた。
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    「プリシラ、あのな──」


    「わかっておる。いや、今わかったぞよ。ったく、なるほど、ウザいわけじゃ」


    　ぷにぷにと何度も頬を押されたまま、プリシラは顔をしかめる。


    「えっ、なになに、わかったって何が何がぁ～？　お～し～え～て～」


    　耳元で響く甘ったるい声に困惑しながら、俺は魔王の言葉を思い出していた。


    　──或る時、我は魔導を極むる痩やせた古老であった。


    　──或る時、我は天地を貫く大樹であった。


    　──或る時、我は奈落に溜まる瘴しよう気きの渦であった。


    　──或る時、我は一匹の邪悪な黒竜であった。


    「そして今回は、キャッピキャピのＪＫであった。キャハっ！」


    　俺の心を読んだように──いや、魔王ならそれくらいのことはするだろう。


    　人の居場所を物理的に破壊し、人と人との絆きずなをさえ切り裂く、世界最悪のサークルクラッシャー。


    　伊い勢せ海うみ真ま央お。


    　いせかい、まおー。


    「ささ、出発前の班分けしよっ！　まだあんまし喋しやべったことないから～プリプリと一緒の班になれたらい～なっ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺たちを乗せた馬車は一路、魔王が示唆した『はじまりの街』を目指していた。


    　プリシラ曰いわく、土の魔法とやらで舗装されているとはいえ、それでもやっぱりアスファルトで舗装された道路を自動車で走って行くほどにはスムーズな移動じゃない。


    　もう馬車移動には慣れっこになってしまったが、改めて意識すると、微かすかな振動を感じながら風景が動いてゆくこの感覚も、そう遠くない日に、懐なつかしく思う日もやってくるのだろう。


    　二年一組御一行ももうだいぶ大所帯になってしまい──というより、本来の二年一組フルメンバーが山やま田だを除いて全員集合しているので、俺たちは五台の馬車に分乗して移動中だった。


    　ちなみに、フルメンバーと言いつつも、宝たから田だと木き村むらはそれぞれいつの間にか姿を消していた。


    　もっとも、あの二人は毎回どこかで出てくるので、それほど気にはしていない。


    　俺たちの乗った馬車には前後二列の座席が設しつらえてあり、前の座席にプリシラ、俺、綾あやちゃん、そして先生が並んで乗っている。修学旅行に先生が同道するのはむしろ当たり前なのだが、これまで先生抜きで旅をしてきたこともあって、微妙な緊張感が生まれている。いや、緊張感が生まれているのは、決して先生がここにいるという理由だけではないのだが──。


    「『はじまりの街』。都市──というよりも、国じゃな」


    　これから行く先を再確認するかのように、プリシラが言った。


    「その言い方だと、『はじまりの街』ってのは、プリシラの国とは別の国にあるのか？」


    　プリシラの住んでいた城がある王都から、俺たちの修学旅行はスタートした。


    　交易都市、ドラゴンの村、神託都市、港町、エルフィニア、城壁都市、そして魔王城。


    　幻の島エルフィニアを除けば、それらは全てプリシラの国の領土内だったのだ。


    「ま、魔王城は長らく魔王に占有されておったわけじゃから、妾わらわの国の領土であったかというと微妙なとこじゃがの。ともあれ、そうじゃの、基本的にこれまでは妾の国を旅してきたことになる。ただ『はじまりの街』が別の国というのとも、厳密に言えば少し違うんじゃがの」


    　プリシラはおやつの柿ピーをザラザラと口に放り込むと、バリバリと噛かみ砕いた。


    「『はじまりの街』とは、街であって街でない。国であって国でない。妾の国も含めて、ちょうど五つの国と国境を接するところに存在する、いわば不可侵の緩かん衝しよう地帯とでも言おうかの」


    「緩衝地帯っていうと、城壁都市を思い出すな」


    「うむ。先頃訪れた城壁都市が、ちょうどオーク、コボルト、フェアリーら三種族の緩衝地帯となっていたように、『はじまりの街』は人間の国どうしの緩衝地帯になっておるんじゃ。周辺諸国、どこの国の領土でもない街──じゃから、国王同士の国際会議なんかは、大たい概がいここでやることになっておる」


    　そう説明すると、プリシラはもう一つ柿の種の袋を開けた。


    「街の特徴なんかはあるの？」


    　そう聞いたのは綾あやちゃんだった。確かにこれまで訪れてきた街は、どこもそれぞれの特色があったものだ。


    「そうじゃの、何と言っても無税というところが大きいのう」


    「どこの国でもないから、ってことか。でもそれって住んでるはともかく、訪れる人間には関係ないよな」


    「そんなことはないぞよ。国に納める税金がないぶん、食事もお土産みやげも安いんじゃ。タックスフリーってやつじゃの。そうして街に落ちた金は街の発展に使われるため、観光のためのリゾート地としても世界最高の街なんじゃ。そうそう、街の特徴といえば、でっかいカジノもあると聞くぞよ。妾もカジノはまだ未体験ゆえ楽しみじゃ」


    「カジノなんて、それこそゲームの中でしか行ったことがないよ」


    「そもそも日本じゃ高校生はギャンブルできないものね」


    　そう言う綾ちゃんに、プリシラは柿の種の袋を差し出す。


    「ＲＰＧの中盤以降に出てくる、ミニゲームが沢山遊べる施設のある街のイメージでだいたい間違いがないぞよ。娯楽施設の規模でいえば、世界最大の都市やもしれぬな」


    「ところで、どうして『はじまりの街』って呼ばれてるの？　何か由来がありそうだけれど」


    　柿の種を摘つまみながら、綾ちゃんが訊きいた。


    「お、さすが委員長。いい質問ですねぇ」


    　池いけ上がみ彰あきら口調で言うと、プリシラは街の名の由来について語り始めた。


    「『はじまりの街』には、かの神託都市のように──あるいは幻の島・エルフィニアのように、千年前よりの伝説があるんじゃ」


    「伝説？」


    　オウム返しにそう呟つぶやいて数秒後、俺はその答えに自みずから辿たどり着いた。異世界の伝説を細かく知っているわけじゃないが、千年前という時期には思い当たることがある。俺が気付いたことをプリシラも悟ったのか、答えを口にする前に、顔をそちらへと向けた。


    「『はじまりの街』。千年前はまだそう呼ばれぬ、今よりもずっと小さな街だったそうじゃ。千年前のその日、その街の片隅に天から一条の流星が降り注ぎ、そして伝説がはじまった」


    　馬車の中にいる俺たちの視線は、自然と、その人に集まっていく。


    「そこは異世界より、最初の客人神まろうどが現れた街。つまり──先生よ。いや、勇者様よ。千年ぶりの凱がい旋せんじゃな」


    　そう言うと、プリシラは馬車の窓から顔を出し、風に髪を靡なびかせた。


    「ふむ、まだ街の影は見えぬのう」


    「三十年ぶりです。私にとっては」


    　先生はわずかに眼を細め──しかし、プリシラのように馬車の窓から身を乗り出すことなく、座ったままで、窓外に流れてゆく景色へと視線を移した。


    「どうじゃ先生、記憶にはあるかや。街それ自体はこの千年の間に大きく変わっておろうが、このあたりの風景はさほど変わっておらぬと思うんじゃ」


    　先生は話しかけてくるプリシラに顔を向け、再び窓の外へと視線を移した。


    「夢の中で見た景色を思い出すような感覚です。あの山のかたちに覚えがあるような、そうでないような。ただ──」


    　先生は何かを言いかけて、言葉に詰まったように、黙った。


    「ただ、なんじゃ？」


    　重ねて問われて、先生は再びプリシラに顔を向けた。無言のまま、しばしその顔を見つめる。


    「な、なんじゃ。いや、て、照れるぞよ」


    　憧れの英雄に見つめられたことが気恥ずかしかったのか、プリシラは照れたように頬ほおを赤らめ、視線を逸そらした。そんなプリシラに、先生は優しく笑いかける。


    「風景に見覚えがあるかというと、わかりません。あるような、ないような──。でも、覚えていることもあります」


    　先生は膝ひざの上で指を組み、そこに視線を落とした。


    「あの時も、大きな馬車に乗っていました。そして、彼と、彼女と、他の仲間たちと、益やく体たいのない話を続けていたものです。自分の世界の──日本のこと、この異世界のこと、これから始まる冒険への不安と期待」


    　先生は視線を上げ、再びプリシラを見た。


    「プリシラさん、あなたに話しかけられていると、あのころの気持ちがそのまま蘇よみがえってくるようです」


    「あ、いや、んにゃ──」


    　照れているらしいプリシラは、俯うつむいて髪をくしゃくしゃと指で掻かき回す。俺と綾あやちゃんは顔を見合わせ、滅多に見られないプリシラの様子を楽しんだ。


    「んにゃははははは！　うける～！」


    　突然、先生とプリシラの間に漂う、感傷を含んだいい空気を掻き混ぜてぶち壊すような笑い声が馬車の中に響いた。


    「ぐ、ぐぬ……」


    　プリシラは先ほどから、後部座席の騒ぎを意図的に無視していたのだが、ついに耐えかねたらしい。


    「和泉いずみよ、こやつを馬車から叩たたき落とせい！」


    　前列座席の背もたれから身を乗り出して、プリシラは後部座席の和泉に命ずる。


    「いや、さすがにそれは──」


    　命じられた和泉も、どうしたものかと困惑の色を隠せないようだ。


    「あっらァ～、プリシラちゃん怒ってんの？　怒ってんの？　ごっめーん、声でかかった？　ご・め・ん・ね～。つんつ～ん」


    　馬車の中に漂う微妙な緊張感の発生源、ＪＫ魔王はニヤニヤ笑いながら、プリシラの頬ほおを人差し指でツンツン突つく。その指を鬱うつ陶とうしそうに払いのけながら、プリシラは怒声を浴びせた。


    「怒るとか怒らぬとかいう問題ではないわ！　なんで魔王が乗っておるんじゃ！」


    「魔王って呼ばないでぇ～。伊い勢せ海うみ真ま央おっていう、即興で考えたにしてはいい感じの名前があるんだからさ～」


    「西さい郷ごうどんっぽい奴の名前すら既に覚えとらんのに、これ以上情報量を増やされてたまるかや！　魔王は魔王で充分じゃ！」


    「あっ、じゃあ『千年さん』って呼んでよ。これでも千年ずっと魔王張ってっし」


    「図々しいわ！　魔王は魔王じゃ！」


    「ぷぅ～」


    　魔王は頬を膨ふくらませた。


    「ま、いっか。委員長も委員長って肩書きで呼ばれてっしね～。んねっ」


    　魔王は後部座席から身を乗り出して、同意を求めるように綾ちゃんに笑いかける。


    　綾ちゃんもそいつが魔王だということはわかっているのだが、どう対応したものかと、苦笑を返すしかない。


    「でもでも～。その委員長をファーストネームで呼んじゃうコーちんは、いったいどういう関係なのかにゃ～？」


    　魔王は全部座席の背もたれに身を乗り出して、俺と綾ちゃんの顔を交互に見る。綾ちゃんの表情には、表面上は何の動揺も見られないが──。


    「コーちん冷たいなあ。さっき胸触らせてあげたのに……」


    　綾あやちゃんの左眉まゆがぴくりと動いた。


    「バッ、何言って──」


    「にゃはははは、うそうそ。冗談だよ～」


    　魔王はけたけた笑う。


    　やっぱりこいつは魔王だ。世界最悪のサークルクラッシャーだ。


    「おぬしらもおとなしく並んで座っておらぬで、何とか言えい！」


    「あ、いや……」


    「その……」


    　魔王の両サイドに座る宗むな像かたと鉄くろがねが、揃そろってもごもごと言葉を濁にごした。


    「もう友達になっちったもんね～。ね～？」


    　右手で鉄の肩を抱き、左手で宗像の大胸筋をペタペタと触りつつ、魔王はプリシラへ挑発するような視線をおくる。


    「意外と昔の電車に詳しいので、つい……」


    「筋肉に理解を示してくれるので、つい……」


    「これだから、女性比率の少ない趣味の男どもは！」


    　眉を吊り上げるプリシラの神経を逆さか撫なでするように、魔王はニヤニヤ笑う。


    「何サーの姫を気取ってんのか知らないけどさぁ～、みんなは別にプリシラのものじゃないじゃ～ん。ね～っ、コーちん」


    「あ……いや……」


    　今度は俺の方に身を乗り出して、魔王は俺の耳に甘い吐息を吹きかけてくる。


    　これがいかにも魔王、いかにも魔物といった外見をしていれば、和泉いずみも馬車から叩たたき出せたかもしれないが、今の魔王はどこからどう見ても俺たちと同じ年代の女子高生の外見で、さらに同じ制服を着ているとなると、心理的に手出しはしにくい。


    「キャッピキャピのＪＫスタイル、先生的にはどうかにゃ？」


    　魔王は胸元のスカーフをつまみあげて、先生に言う。


    　魔王は、俺たちの学校の女子と同じデザインの制服を身に付けていた。ただし、偽ライダーのノリで、スカーフの色だけが違う。


    「キャッピキャピとか擬音のセンスが古いんじゃ！　おっさんが無理してＳＮＳで女子高生を演じてる時の無理感が出とるんじゃ！　クソみたいななりきりアカウント的喋しやべり方をやめよ！」


    「ぷぅ～。だってしょうがないじゃ～ん。ピッチピチの若者ヤングと接する機会なんてほとんどないんだも～ん。マジ卍まんじ～」


    　ＪＫ魔王は頬ほおを膨ふくらませる。


    「真ま知ち子こ巻きとか言うておった奴が、何がマジ卍まんじじゃ！」


    「チョベリバ～。激おこぷんぷん丸～」


    「時代感覚無茶苦茶じゃ！　女子高生用語はマスコミに取り上げられる頃にはもうおっさんしか使っておらんのじゃ！」


    「卍からの卍～。って猪いの木きかよっ！」


    「だから世代が無茶苦茶なんじゃ！」


    　魔王はプリシラの怒声をニヤニヤ笑いで受け流す。


    「そんな警戒しなくてもぉ～。ほら、こないだ言ったじゃん。あたしって、魔王の意志の残ざん滓し、抜け殻、食べ残し的なやつなわけ。だから～、やろうと思っても、人間をどうこうすることなんてできないの～。こーやって、喋しやべることとボディタッチくらいしかできないの～。タイマンしたってプリプリにもかなわないよ～。うぇ～ん」


    　魔王は目尻に手を持っていって、泣き真ま似ねをはじめた。


    「プリプリって呼ぶでない！　だいたい、何もできぬなどと、どの口で言うんじゃ！　ついこないだ妾わらわたちを幻術に引き摺ずり込んだではないか！」


    「あれは魔王城自体のパワーつかってっし～、それにしょーしんしょ～めい、あれが最後の力なの～。まじで～。でじま～」


    「ぐぬ……ウザさは大魔王級じゃ……」


    「確かに、いまの魔王からは、魔力は僅わずかにしか感じません。もっとも、魔力という概念のことさえ、この三十年間ついぞ忘れていましたが」


    　先生は後部座席を見ないまま、言った。


    「むぐ……、にしたって、その抜け殻が何を考えて妾たちの修学旅行について来ておるんじゃ！」


    「クリア後にラスボスが仲間になるＲＰＧとかあるじゃ～ん。あんな感じ～」


    「ああ、あるある。でもって、そういうやつって仲間になると、ボスだった時より弱体化してるんだよな」


    「それな」


    　魔王は手で拳銃の形を作って、ビシっと俺に突つき付けた。うざい。


    「沢さわ木きもいちいち相手をするでない！」


    「あ、いや、つい潤滑油としてのオートスキルが発動して」


    「おぬしらには実感がないことじゃろうが、人間は魔王にえらいメに遭わされてきたんじゃ！　そんなホイホイ休戦というわけにはいかぬ！」


    　確かに、プリシラの言うことももっともだ。俺たちは、全ての戦いが終わってから、この世界へとやって来た。平和になる前の世界で、人間と魔物たちの間にどんなことがあったのか、ほとんど知らない。


    「ま、わかるよ～。わかるわかる。わかりみがある。んでもさ、ちょーっと視点を外すと、これってけっこー歴史的な場面だよ～」


    　魔王は微かすかに揺れる馬車の中で立ち上がり、馬車の中の面々ひとりひとりを順に見てゆく。


    「本来、不帰かえらずの客だったはずの勇者が再びこの世界に戻ってきた。そして、此こ度たびの勇者に討たれ永ながき眠りにつくはずの魔王もまた、その意志をこの地上に留めおいている。さらに、多くとも三人程度であったはずの客人神まろうどが、今回に限って三十人を越えている。あまりにイレギュラーな事態が重なっている」


    「魔王よ、口調が少し堅くなっておるぞ。やっぱり何かを企んでおるのではないか」


    「あっと」


    　魔王はわざとらしく、両手で自分の口を押さえ、再び座席へ腰を降ろした。


    「ま、そゆことでさ。お友達になりましょうなんて言わないからさ、ほんのちょ～っとだけ休戦ってことにしない？」


    　その言葉に、プリシラが再び言い返そうとしたときだった。


    「プリシラさん。私に免じて、彼女の──魔王の同道を認めてやってはもらえないでしょうか。私に少し、思うところがあります」


    　なんとかつての勇者が魔王へ助け船を出した。


    「うぬ──」


    　さしものプリシラも、憧れの英雄でありご先祖様の盟友でもある先生の言葉となると、退しりぞけることもできないらしい。


    「どのみち馬車から放り出しても、いずれまた姿を現すでしょう」


    「それは……そうかもしれぬが……」


    　実は既に一度、馬車に乗る前に、プリシラが魔王を馬車から引き摺ずり降ろした上で出発していた。なのに、魔王はいつの間にか後部座席に現れていたのだ。


    「逆に言えば、残されているのはその程度の力のようです。ならば、むしろ監視できるところにいてもらったほうがいい。悪さはしないよう、私が見張っておきます。これでも、千年前は勇者と呼ばれていましたから」


    　思わぬ方向から差し伸べられた救いの手に、さしものＪＫ魔王も眼を丸くしていたが、すぐに満面の笑みを浮かべた。


    「きゃはっ、さっすがせんせ～。わかってんじゃ～ん。はなしわかるじゃ～ん」


    　その絵面だけを見れば、教師に馴なれ馴れしい口をきく問題児の女子高生と、その少女が修学旅行先で問題を起こさないように見張り役を買って出た中年教師という図にしか見えなかった。


    「さ、れっつご～！　そだ、ね、ね、魔王様ゲームやろっ？　魔王様だ～れだっ、あ、あたしだぁ！　んにゃはははは！」


    　修学旅行に元勇者とＪＫ魔王が加わり、馬車は一路、『はじまりの街』へと向かう。

  


  
    



    　　　二章　賭け事はほどほどにしよう


    



    「ほほう、改めて、こーゆー街なんじゃな」


    　宿に荷物を置いて飛び出したプリシラはいつものごとく、あたりをキョロキョロと落ち着きなく見回す。俺たちがこの異世界で見てきた街の中で、最もつとも栄えていた場所といえば、プリシラの国でも最大の都市であるという商都だ。


    　この『はじまりの街』は、商店の数や行き交う人々の数は商都とさほど変わらないように思える。だがよく見てみると、建築様式や人々の服装に、プリシラの国とは違ったものを感じ取ることができる。


    「何となくだけど、世界中から人々が集まってるって感じはわかるよ」


    　この異世界の外からやってきた俺たちでさえそう感じることができるのだから、プリシラはより異国の風を感じ取れるのだろう。興奮気味に、あたりを見回している。


    「おお、あれははるか南方の民族衣装じゃのう。おお、あそこで売っておる毛皮は北方の、あちらの吟ぎん遊ゆう詩し人じんが歌っておるのは東方の叙事詩じゃの！」


    「きゃはは、典型的なおのぼりさんじゃ～ん」


    　魔王に言われ、プリシラはむっとした顔をする。


    「つかつか、もっと珍しい連中がここにいますよ～っと」


    　魔王は口に両手を添えて、空に叫んだ。


    　それに合わせたように、ぞろぞろと、宿からクラス一同が出てくる。その最後に、先生が姿を現した。


    　先生がちらと魔王を一いち瞥べつしたが、魔王はヘラヘラ笑顔を浮かべるだけだ。


    　先生はコホン、と小さな咳せき払ばらいをすると、路上に溜まる俺たちの前に歩み出た。


    「ええと、それではこれより自由行動時間とします」


    　担任教師が生徒を集めて注意を述べる。修学旅行ではあたりまえの光景だったが、この異世界修学旅行では初のことで、とても新鮮に思えた。


    「慣れない異世界のことですから、何ごとにも慎重に慎重を重ね、個人行動は慎んで、極力班行動をするように。また異世界だからといってはめを外さずに、あくまでも学校の課外活動ということを意識し、本校の学生として誇りを持って行動するように。……ええと、その、私からは以上です」


    「おっとな～。さすがさすが、自分が十代だったころのことは完全に棚に上げちゃうんだ～。異世界でバリバリにはめを外しまくってたくっせに～」


    　そんな野次を飛ばしたのは、言うまでもない、魔王ちゃんだ。


    「……魔王は私と来なさい」


    「あははっ、おっけ～。んじゃんじゃみんな、まったね～」


    　先生は魔王と連れ立って、雑踏の中に消えて行ってしまった。


    「ぐぬ、妾わらわが勇者様と観光したかったのに……」


    　先生と魔王が去って行った方角に、プリシラが恨うらみがましい眼を向ける。


    「たしかに、街の名前のもとにもなった英雄に案内してもらうっていうのは贅ぜい沢たくだよな」


    「まあよい、いずれその機会もあろう。妾たちは妾たちで、思いっきりこの街を満喫しようぞ！」


    「満喫もいいけど、一番の目的を忘れるなよ」


    　この街での一番の目的とは、勇者・山やま田だの居所を突つき止めて、合流することだ。


    　この街に来るまでの馬車の中で何度か魔王を問い詰めたのだが、この街にいるということはほのめかしても、どこにどうしているのかまでは教えてくれなかった。


    「おお、勇者・山田の。たしかに先生に会えたことも感動じゃが、此こ度たびの魔王をぶちのめした勇者様というのにも是ぜ非ひとも会うてみたいの」


    「でも、この街ってだいぶ大きいのよね。人も多いし。何か手掛かりがないと、たった一人の人間を捜し出すなんて難しいんじゃないの？」


    　綾あやちゃんがもっともなことを言う。


    「だいじょぶだいじょぶ。沢さわ木きなら埋没するやもしれぬが、勇者様ともなればオーラがあるじゃろ。それに、長くこの街に滞在しておるなら、噂うわさくらいはあるものじゃ」


    　そう言って、プリシラはこの街の観光地図を広げた。


    「これがカジノじゃな、この街で一番の娯楽施設じゃ。それから飲食店、キャバクラ、ダイニングバー……おっ、ラーメン屋まであるではないか。どうやら麺神教の支店が最近できたようじゃぞ」


    「これでバッティングセンターがあったら新しん宿じゆく歌か舞ぶ伎き町ちようだな」


    「この世界に野球が普及すれば、いずれそれもできるやものう」


    「ねえプリシラ、このカジノの隣の施設は何？　これもけっこう大きいみたいだけど」


    「おお、これは縁えにしの神殿じゃな。これはぜひ訪れぬと」


    「っていうと、古くからの伝統がある施設なの？　あの神託都市の神殿みたいに」


    「うむ。ここはむかしむかし酒場だったんじゃがの。その酒場を訪れた異世界よりの勇者が、たまたまそこにいた者たちを誘って冒険の旅に出かけた。そのうちの客のひとりが、我が国の建国者であり国祖様、そしてそこのチーママがその妻となり后きさきとなった国母様、というわけじゃ。ついでにそこに居合わせたヤベー奴が、のちの聖戦士様じゃ」


    　そういえばこの旅に出る前、最初にプリシラと出会ったときにそんな話を聞いた覚えがある。つまりその神殿とは、かつてこの異世界を訪れたばかりの先生と、プリシラのご先祖様が最初に出会った場所ということらしい。


    「そのようないわれがある場所じゃからこそ、時代を経る中で、冒険者たちを繋つなぐ出会い系スポットとして発展してきたわけじゃ」


    「その言い方だとまた歌か舞ぶ伎き町ちよう感が」


    「そしてそれがさらに発展し、今ではある種のギルド的なものとなって、転職や仕事の仲介を請け負う場所になっておる。わかりやすくドラクエで言うとルイーダの酒場とダーマ神殿、新しん宿じゆく歌舞伎町でいうと区役所横のハローワークじゃな」


    「やっぱり歌舞伎町かよ……。カジノの隣にハローワークがあるって考えると何とも言えない気持ちになってくるな」


    「この街を訪れた冒険者がカジノやキャバクラ通いで一文無しになっても、神殿で仕事を紹介してもらい、モンスター討伐やアイテムの収集などの各種ミッションをこなして働き、その報酬でまたカジノやキャバクラに通える。そんな冒険者たちのサイクルが確立されておるんじゃ」


    「同じところをグルグル回ってるんじゃねーよ、冒険に出ろよ」


    「なまじ仕事があるからこそ、そのサイクルから抜け出せない……。それが大都会ＴＯＫＹＯの罠わななんじゃ……。新宿には夢の残骸が転がっておるんじゃ……」


    「新宿の話じゃねーだろ」


    「というわけで、妾わらわはまずはカジノに行ってみたいぞよ！」


    　何がというわけなのかはよくわからないが、確かにＲＰＧでカジノがある街に辿たどり着くと、メインシナリオの進行はとりあえずおいといて、カジノへ直行してしまうものだ。


    「ちゅーことで、沢さわ木きと委員長の二人は妾に同行するように」


    「それはいいけど、もっとみんなで行けば──」


    　俺が言いかけると、プリシラは綾あやちゃんから離れるように俺の手を引いた。


    「ったく、妾が気を使ってやっておるのに！　還かえるまでに決着は付けてから還るんじゃぞ！」


    「え、あ、なるほど──。ってか、それなら二人きりでも……」


    「おぬしだけでは、それはそれで不安じゃ。妾が間に入ってうまくやってやろうぞ」


    「それはそれで不安だけど……しかたねーな、スポンサーの意向には逆らえない」


    「浩こう介すけ、プリシラ、行かないの？」


    　ひそひそ話をする俺たちに、不思議そうに綾ちゃんが言った。


    「ん、うむ！　よし、では遊び倒しに行こうぞ！」


    　こうして俺と綾ちゃん、そしてプリシラは、三人でカジノに向かうことになった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ぐぬぬ……。ぐぬぬぬぬぬぬ……。うぐぐぐぐぐぐぐ……！」


    「いつまでもぐぬぐぬ言ってないで、食えよ。冷めちゃうぞ」


    　俺はテーブルに載った手つかずの料理を、プリシラのもとへ押しやる。


    　俺たちはカジノをあとにし、手近な食堂テラス席で遅めの昼食を取っていた。だが、プリシラにしては珍しく、湯気を立てる料理の皿に手を伸ばさないまま、ぐぬぐぬと未練がましく呻うめき続けている。


    「うえーん、妾わらわのひと月分のお小遣いがすっ飛んでしまったぞよ～」


    　わかりやすい説明台詞ぜりふを言いながら、プリシラはテーブルに突つっ伏した。


    　そんなプリシラを見て、俺と綾あやちゃんは苦笑を浮かべた。


    　俺たちはプリシラが賭かけるのを後ろで見ていただけだったのだが、プリシラの手持ちのコインが増えたり減ったりしていくのを眺めているだけでも充分楽しめた。


    　特にプリシラが熱狂したのはドラゴンレースだ。要するに、俺たちの世界の競馬をドラゴンがやるというもので、単に平地での速さを競うものから障害物競走のようなものまで様々なレースの種類があり、またドラゴンの種類も多岐にわたっていて、見ているだけでも楽しいものだ。そこに更に、プリシラが賭けては大きく一いつ喜き一いち憂ゆうするという要素が加わって、飽きずにずっと見ていられた。


    　プリシラのコインは一時期かなりの量になり、俺はそこで切り上げようと提案したものの、プリシラはイケイケドンドンで大穴を狙ねらいまくった。その結果、一時は山積みだったコインが見る間に溶けてゆき、最後にはすっからかんになってしまったのだった。


    「ギャンブルってのは恐ろしいもんだな……」


    「ぐぬぅ……。じゃが、負けたものは仕方がない。切り替えてゆくぞよ！」


    　プリシラは顔を上げると、テーブルの上のパンを掴つかみ取って齧かじり付いた。


    「そうそう、これでギャンブルのおそろしさが身に沁しみただけでも良かったじゃないか。ある意味それも修学だよ」


    「うむ。妾はドラゴンレースには向いておらぬことがわかったぞよ。やはりここは王女として持って生まれた天運を試すため、午後からはスロットに突つっ込むぞよ！　お土産みやげを買うために残しておいた小遣いを持って、倍プッシュじゃ！」


    「おいおい……」


    「修学旅行で使うようにと親からもらった小遣いを、旅行中はほとんど使わずに節約して取っておいて、そのまま修学旅行後に持ち越して普通の小遣いとして使うタイプのやつがおるじゃろ。妾はそのような小さな真ま似ねはせぬ！　宵よい越しの金を持たぬのが江戸っ子、修学旅行越しの金は持たぬのが妾じゃ！」


    「気きっ風ぷがいいみたいに気取ってるけど、お前がやってることは修学旅行先のゲーセンでプライズゲームに熱中するあまり、お土産なんかを買うための金まで突っ込んでしまって、冷静に考えたらそんなに欲しくないフィギュアだけが手元に残ってしまう奴と同じだぞ」


    「それに、ギャンブルで抱かかえた負債をギャンブルで返そうとしはじめると、終わりの始まりよ」


    　プリシラをたしなめようと綾ちゃんも俺に同調するが、プリシラのギャンブル熱は冷める様子がない。こいつ、俺たちの仲を取り持つってことも忘れてるんじゃないだろうな。


    「大丈夫じゃ、一時的に負けておってもトータルで勝てばいいんじゃ！　そうと決まれば腹ごしらえ！　今は勝ちへの途中なんじゃからの！」


    　ダメなギャンブラーの理論を振りかざして、プリシラは料理にがっつきはじめた。


    　俺と綾あやちゃんは顔を見合わせ、小さく笑い合った。


    「さて、じゃあ俺も腹ごしらえを」


    　俺が料理を取り分けようと、皿に手を伸ばしたときだった。


    「ぐぬぬ……。ぐぬぬぬぬぬぬ……。うぐぐぐぐぐぐぐ……！」


    「プリシラ、まだ言ってんのか」


    「むぐ、むぐ、いまのぐぬぬは妾わらわではないぞよ。妾のぐぬぬはもっと高貴な感じじゃ。むぐ」


    　骨付き肉に齧かじり付きながら、プリシラが言う。


    「じゃあ一体──」


    　あたりを窺うかがうと、隣のテーブルに、ぐぬぐぬ言いながら背中を丸めた女騎士の姿があった。


    「ぐぬ……。あそこで辞めておくべきだったのよ……。……いや、せめてプラマイゼロのところで……。一回盛り返したからって欲をかいたのが……でもあそこは突つっ込むでしょう……、だってあんな鉄板レース……。結果論、あそこで辞めておけばなんて結果論にすぎない……、でも……！」
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    「おいハイファンタジー、きさま中世ヨーロッパにあるまじきカジノに出入りしていいと思っておるのかや。世界観をどう考えておるんじゃ。カードやルーレット、ドラゴンレースはまだいいとして、スロットの動力何なんじゃ」


    　プリシラが声を掛けると、宝たから田だは一瞬ビクっと身を震ふるわせたが、すぐにこちらを睨にらみ付けた。もはや俺たちがいることは想定内なのだろう。ただし、こんな姿を見られることは想定外だったようだ。しばらく口をパクパクさせていたが、言葉が出てこない。


    「どうしたんじゃ、中性ヨーロッパにおける博ばく打ちウンチクはまだかや？　ヘイ、カモンカモン！」


    　プリシラは挑発するように手をクイクイと動かす。自分は魔王に怒っていたくせに、宝田に対しては煽あおりスキル全開だ。


    「う……うっさいわね！　私はカジノなんかに興味はないわ！　私はただ、勇者とやらの足跡を辿たどっていただけよ！」


    　ようやく口を開いた宝田はそうまくしたてると、プリシラの前に置いてあったバスケットからパンを攫さらって自分の口に放り込んだ。


    「足跡を辿るだけなら、背中を丸めてぐぬぐぬ言わぬでよいはずなんじゃがの？」


    「ぐぬ……！」


    「あ、あのさ、宝田はどうして山やま田だを捜してるんだ？」


    　助け船を出したというわけではないが、これ以上プリシラに宝田をいじめさせても仕方がない。それに、宝田が山田の情報を既に掴つかんでいるというなら、それは共有しておきたいところだ。


    「別に山田だからどうってわけじゃないわ。もとの世界じゃ、会話したこともないし、正直顔もよく覚えてないし。ただ──本当にあの山田が、この世界で魔王を倒したっていうんなら、会って話がしてみたいと思っただけよ」


    「そうか、この世界にやって来るのがもうちょっと早かったら、宝田が今回の魔王を倒す勇者になってたかもしれないんだよな」


    「ふむ……。その可能性がないとは言い切れぬの。じゃが、こやつが優しくて思いやりのある王女の前でなく、別のところに落ちておったなら、現地の文化をディスりまくったせいで早々にリタイアするハメになっておったやもしれぬぞよ」


    　プリシラは皿に盛られた茹ゆでジャガイモを手に取ると、バターを塗り、宝田に見せつけるようにして齧かじり付いた。そのジャガイモを、宝田は睨み付ける。


    「ったく、そろそろ仲良くしろっての。──そうだ、宝田にも聞いてみたかったんだ」


    「……何よ」


    「宝田は、山田にどんな印象を持ってた？」


    「どんなって……。だから言ったじゃない、そもそも会話もしたことないわ」


    「それでも、何か気付くこととかなかったのか」


    　異世界での修学旅行が始まるまでは、正直言って、俺の宝たから田だに対する印象は、ファンタジー小説好きの文学少女、という以上の印象はなかった。彼女が剣術に馬術にと、異世界で生き抜くための様々な技術に精通しているなんてことは思いもしなかったのだ。


    　そんな宝田なら、俺たちとは違う視点で、山やま田だの隠れた力なんかに気付いていたかもしれない。そう思っての問いだったのだが──。


    「──さっき言った通りよ。正直言って、そんな奴が居たかどうかはっきりとは覚えてないってくらい、印象が薄いわ。いたと言われればそんな気もするし、実は隣のクラスのやつだと言われたら、ああそうかと思うくらいの」


    　宝田はそこで言葉を切って、俺を見た。


    「沢さわ木き、あんたよりも印象が薄い」


    「ふーむ、そりゃ相当じゃのう」


    「俺との比較はともかく……宝田、そんなやつが世界を救う勇者になるなんてことが、あるのかな」


    「じゃあ沢木、私がこうなるってことは、予想できてたの？」


    　宝田は剣の柄に手を当てた。テラスを吹き抜ける風がマントをたなびかせる。


    　それは一枚の絵になりそうなほど、凛々しい女騎士の姿だった。


    「クラスメートと言ったって、同じ教室にいただけのことでしょう。みんな、それほど互いのことなんて見えちゃいないのよ」


    　宝田がそう言ったとき、どこかに引っかかっていたのか、凛々しい女騎士様のたなびくマントから、チャリンと音を立ててカジノのコインが落ちた。


    「こうなるというのは、アツくなってドラゴンレースに大金を突つっ込む姿のことかや？　実は妾わらわ、見ておったもんね。妾はハイファンタジー宝田のことを常に気にしておるぞよ」


    　宝田は、落ちたコインを音を立てて強く踏みつけた。


    「フン……。山田がこの街のどこにいるかはまだ知らないけど、代わりにひとつ、あんたに忠告しておいてあげるわ」


    　コインを拾い上げながら、宝田はプリシラに言った。


    「忠告じゃと？　結構じゃ」


    　プリシラは両手の掌てのひらを宝田に向け、ノーサンキューのジェスチャーをする。


    「そんなカラッカラに搾しぼり取られたギャンブラーの言う必勝法など聞いても仕方がないわ」


    「カジノの話じゃないっ！」


    「じゃあ何なんじゃ」


    　プリシラが問い返すと、宝田は不敵に笑った。


    「ふふ……。その様子だと、まだ気付いてないみたいだけれどね。この街には、今のあんたが一番出遭いたくない人間が滞在しているのよ」


    　宝たから田だは俺たちのテーブルに手をつくと、キラースマイルを浮かべてプリシラを見下ろす。その言葉に、プリシラの顔色も僅わずかに変わった。


    「妾わらわが一番出遭いたくない相手とな？　誰じゃそれは」


    「ひ・み・つ」


    　宝田は人差し指を唇の前に当て、挑発するように言う。


    「ぬおっ、珍しくかわいこぶりおって！」


    「ちょっと待て宝田、ヒントをくれよ。それは、俺たちにとっても出遭いたくない相手なのか」


    「──いえ、そんなことはないわ。むしろ、会ってみたい相手だと思うわ。私も近いうちに訪ねようと思っているくらいよ」


    　そこで言葉を切って、微笑を浮かべながらプリシラを見下ろす。


    「ふふ、その時のあんたの顔が見てみたいわ」


    　そんな言葉を残すと、宝田はマントを翻ひるがえしながら、立ち去っていってしまった。


    　残された俺たちの話題は必然、その相手のことになる。


    「会いたくない相手のう……。忌いまわしき人類の仇きゆう敵てき、魔王ですら、妾たちは既に会うておるんじゃぞ」


    「そうよね。でもそうだとすると、他には……山やま田だ君は、むしろこっちが捜してる相手だし」


    「これ以上新キャラが増えても困るんじゃよな、覚えきれぬぞよ」


    「でも、俺たちのクラスメートはもう山田以外は全員揃そろってるしなあ。あの口ぶりだと、完全な新キャラってわけでもなさそうだし」


    「あ、ひょっとして裸のやつかの？」


    「確かに最近ネタ切れ気味で、もうリアクション取るのもちょっとしんどいけど、でも宝田曰いわく、俺たちにとっても宝田にとっても、むしろ会ってみたい相手らしいぜ」


    　結局結論に至ることなく、俺たちは首を捻ひねるしかなかった。


    「そういえば宝田さんも、けっこう変わったわよね」


    　宝田が去って行ったほうを見ながら、綾あやちゃんが話を変えた。


    「ああ──。でも、あいつはもとの世界で既に剣術とか馬術とかやってて凄すごいやつだったみたいだし、性格も俺たちが知らないだけで、もともとあんなはっちゃけた感じだったんだよ。だからあいつが変わったっていうより、俺たちがあいつのおもしろさに気付いたんだ」


    「そうかな、私はちょっと違うと思う」


    「違う？」


    「もちろん、私たちの受け止め方が変わったっていうのもあると思うけど──。この旅に出る前の宝田さんなら、こっちが声をかけても、もっとそっけなかったと思う。それが、逆に向こうから変化球を投げてくるなんて」


    　俺とプリシラが、揃そろって宝たから田だの去って行ったほうを見た。


    「旅の中で、お互いがちょっとずつ変わったのよ、きっと。それに旅が終わっても、クラスは──、あ、えっと」


    　幼なじみ同士の呼吸というわけじゃないが、綾あやちゃんが急に話を逸そらそうとしたことに、俺は気づいていた。そして、どうして話を逸らそうとしたのかについても。


    　旅が終わっても、クラスは続く。


    　この異世界修学旅行が終わっても、俺たちにはその先の物語がある。物語は自動的に続編へとコンティニューされ、強くてニューゲームというわけではないものの、旅の中で培つちかわれた関係性は引き継つがれたまま、新たな物語が始まっていく。


    　でも、そこに──。


    「明日は、俺たちにも賭かけさせてくれよ。競争しようぜ。勝ったぶんはプリシラのものでいいからさ」


    「むむ、人の財さい布ふで博ばく打ちを打とうなどとは大した了りよう見けんじゃの。勝ったぶんは妾わらわのものって、そりゃ負けたぶんも妾の財布なんだから当然じゃろ」


    「いやまあそうなんだけどさ」


    「ま、よかろ。では、三人で競争しようぞ。そして、罰ゲームもアリ。閉店時間に一番多くのコインを持っているものが勝ち。最下位の者は、一位の者のいうことを聞くんじゃ」


    「罰ゲームありかよ……」


    「浩こう介すけ、賭け事弱いもんね」


    　俺たちの新たな物語に、プリシラはいないのだ。


    　だからせめて、この旅の間は──。
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    「勇者焼きと勇者饅まん頭じゆうをみっつずつ。それから『カジノに行って来ましたクッキー』を一ダースもらおうかの。それから……」


    「何か貴金属とか高価なアイテムのほうがいいんじゃないのか。食べ物だと相当な量になっちゃいそうだぞ」


    　俺はカジノの景品交換所で、大量のコインと景品を引き換えようとしているプリシラのジャージの襟えり首くびを引っ張った。


    「心配いらぬ。持つのはおぬしじゃ」


    「このやろ……」


    　あれから再度カジノに挑戦したプリシラは、ドラゴンレースで来月ぶんの小遣いを溶かし、ルーレットで再来月ぶんの小遣いを溶かし、俺が止めるのを振り切ってスロットマシンに再々来月の小遣いをぶっ込み、アッツアツになっていった。かく言う俺も、プリシラほどではないものの、ほとんどすっからかんで撤退するしかなくなった。


    　半泣きのプリシラを連れて、仕方なく綾あやちゃんと合流しようとその姿を捜すと、綾ちゃんはスロットコーナーで、マシンが壊れたんじゃないかと思うほど大量のコインを積んでいたのだった。


    「トータルで勝ったぞよ！」


    「トータルはトータルだけど……」


    　まあ、結果オーライ。これから先、半泣きのプリシラを連れて観光なんてことにならなくてよかった。


    「あ、そろそろ集合時間じゃないかな。プリシラ、景品選びはそれくらいにしとけ」


    「む、ではコインは預けておいて、明日は朝イチから狙ねらい台を攻めてみようかの！」


    「お前なあ……。折角なんだから他のところも観光しようぜ」


    「観光もいいけど、山やま田だ君を捜さないといけないんじゃない」


    「そういやそうだ。制服を着てたらそれなりに目立つとは思うんだけどな。こんな格好してるやつを見かけませんでしたか、って聞いて回れば意外とすぐ見つかるかも」


    　俺は自分の制服の襟えり首くびを掴つかんでみせた。


    「ふむ。じゃが、おぬしらも制服を着ておるからのう。訊きき方に工夫が必要じゃな」


    「観光にやって来てる人より、もとからこの街で商売をやっているような人に尋たずねたほうがいいかもしれないわね」


    　何はともあれ、もうすぐ陽も落ちる。歓楽街だから夜も魔法の火が煌こう々こうと灯ともっているらしいのだが、人捜しとなればやっぱり日中のほうがいいだろう。勇者山田捜索は翌日以降ということで、プリシラが交換した山のような景品を抱かかえて、俺たちは集合場所の宿へと戻ることにした。


    「浩こう介すけ、少し持とうか？」


    「あ、いや、大丈夫──」


    　と格好を付けてはみたものの。プリシラが調子に乗って交換しまくった景品はかなりの量だった。中身はクッキーやら饅まん頭じゆうやら勇者フィギュアやらなので重さはそれほどでもないのだが、両手が塞ふさがっている上に、視界を邪魔するくらい大量にあるので、ゆっくり歩かないと足下がおぼつかない。


    「沢さわ木きよ、ちゃっちゃと歩かぬか。晩ごはんの時間になってしまうぞよ」


    「お前はちょっとくらい持てよ！」


    　俺が視界を塞ぐ景品越しに抗議したときだった。


    「あッ──」


    「あ──」


    　傍かたわらを歩く人と肩がぶつかってしまい、その拍子に、俺はその場に景品をバラ撒まいてしまった。


    「あ、あ、すいませんっ！」


    　俺にぶつかった人はそう言うと、慌ててその場に散らばった景品を拾い集めてくれる。


    「いえ、こちらこそ、ちゃんと前を向いてなかったので──」


    　俺も謝罪しつつ、まだ手の中に抱かかえていた景品を一旦その場に置いて、あたりに散らばったクッキーの箱やフィギュアを拾い集めはじめた。


    「ったく、どんくさいのう。ふたりとも、怪け我がはしておらぬかや？」


    　プリシラも一応心配する様子をみせつつ、しゃがみ込んで散らばった景品へと手を伸ばした。


    「お、お兄さん。さっきスロットのコーナーでちらと見たが、だいぶやられたようじゃったの。もし気を悪くせぬのであれば、此こ度たびの謝罪の意味もこめて、このクッキーひと箱もらっていってくれぬかや」


    　俺は気づかなかったが、どうやらプリシラの近くでスロットに興じていた人らしい。


    「え、あ、いや……ど、どうも……」


    「ん、ではともにおそるべきマシンと戦った戦友に──む！」


    　プリシラはクッキーをその人に手渡すとき、いきなりカッと眼を見開いた。


    「な、何ですか」


    「お兄さん、なかなかいいセンスをしておるのう。その服、どこで買ったんじゃ？」


    「え、あ、これ……ですか？」


    　いきなりのプリシラの言葉に、戸惑ったように、その人は自分の着ていた服の胸の辺りを摘つまみ上げた。そして、改めて自分の服とプリシラの服を見比べ、固まった。


    「うむ、その服、まじでクール……およ……？」


    　プリシラもそのことに気付いたのか、自分の服、つまりジャージの胸のあたり──そこには『坂さか上がみ』の名前が入っている──を摘まみ上げ、そして言葉を失ったように固まった。


    　俺も、まるで時間を止める魔法をどこからか掛けられてしまったかのように、ぴたりとその動きを止めていた。


    「山やま田だ……君……？」


    　ぽっかりと空あいた真空地帯に投げ込むように、綾あやちゃんが半ば疑問形でその名を呼んだ。


    　俺は眼球だけを動かして、その顔を改めてじっくり見る。


    　俺の記憶の中の山田の顔は、ぼんやりとして像を結ばず、その顔をしっかりと見られる距離にあってなお、眼の前のそいつが記憶の中の山田その人だという確信は持てなかった。


    　けれど、俺は確かにそれを見た。


    「──っ！」


    　そいつは反射的に自分の名札を掌てのひらで隠すように覆おおったが、俺は確かにはっきりとその名を見た。そいつの胸元には『山やま田だ』の文字がくっきりと書かれていた。


    「そうだ……。お前、山田……だよ、な？　俺、俺だよ、同じクラスの沢さわ木き浩こう介すけ」


    　俺がそう言うのと同時に、山田の視線が俺を捉えた。


    　その眼にいったいどんな感情が込められていたのか、俺にはわからない。


    　驚きよう愕がく。


    　困惑。


    　憤怒。


    　絶望。


    　諦念。


    　そのどれであるようにも見えたし、どれでもないようにも思えた。


    　今にして思えば、俺は山田というクラスメートの喜怒哀楽を──あいつがどんな表情で喜んだり怒ったり悲しんだり楽しんだりするのかを、あの教室の中でさえ知らなかったのだ。


    「あ……あが……」


    　ぽかりと空あいた山田の口から、呻うめき声のようなものが漏もれた。


    「やま──」


    　もう一度、俺がその名を呼ぼうとしたその時だった。


    「うぁ……、うわああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」


    　エントランスの人混みを二つに割って、山田は逃げ出していった。恥も外聞もなく、恐ろしいものから逃げ出すような、転がるような走り方で。


    「ちょ──」


    　プリシラは反射的にそのあとを追おうとした。しかし、山田が逃げて行った道を、カジノへと入店してくる人々の波が埋め尽くしてゆくのを見て、駆け出そうとしたその体勢のまま足を止めた。


    　そして、俺と綾あやちゃんのほうを振り返る。


    「勇者があらわれた！　しかし、勇者は逃げ出してしまった！　……っちゅーことかの？」


    　片手に勇者フィギュアを持ったまま、不可解そうな表情で、プリシラが言った。
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    　俺たちは荷物を拾い集めてカジノ前の大通りに出てみたが、当然のことながら、山田の姿はどこにも見当たらない。何人かの通行人に、プリシラと同じ格好をした人間が逃げて行かなかったかと尋たずねてみたが、成果はなく、もう夜ということもあって、これ以上山田を追跡するのは断念せざるを得なかった。


    「さっきのあれが山田で間違いないのかや？」


    「間違いない──と思うけど」


    「うん……、たぶん」


    　綾あやちゃんも、俺と同じく自信なさげだった。


    「ただ、ジャージは間違いなく、俺たちの学校のジャージだった。山やま田だが古着屋に売ったものを、別の人が買ったという可能性もゼロじゃないけど。……でも、完全に関わり合いのない人間が、顔を合わせた途端に逃げ出すなんてのも考えづらい」


    「確かにのう。ファッションがかぶったショックにしては、あまりにも動揺が大きかったようじゃしの。じゃが、あれが山田だとしたら、何で逃げ出したんじゃ？」


    　そう、問題はそこなのだ。


    　山田が俺たちをクラスメートの──沢さわ木き浩こう介すけと陣じん内ない綾だと認識したとして、逃げ出すというのがよくわからない。


    　山田が、この異世界にやって来たのが自分だけだと思っていたという可能性はある。


    　異世界にいないはずのクラスメートといきなり出遭ったら、驚くのはわかる。さすがに魔王を倒すまでこの異世界で冒険を続けていれば、客人神まろうどという自分の立場は理解していると思う。しかし、客人神がこんなに大量にやって来ているのは、この世界の人間にとってもイレギュラーな事態なのだ。だから、山田が過去の客人神の伝説を知っていればこそ、この世界にやって来ているのは自分ひとりだと思い込んでいても不思議はない。


    　そもそも客人神の『物語』というのは、魔王を倒すまでがメインなのだ。言わば、今のこの世界はクリア後の世界。魔王を倒すための道中で仲間が増えることはあっても、そこから先に新キャラが出てくるというのは思いもしなかったことなのかもしれない。


    　だからといって、逃げ出すというのはよくわからない。むしろ、なぜこの異世界にいるのか、他のクラスメートもいるのか、そんな情報を聞き出したくなるものなんじゃないだろうか。


    「考えられるとすれば、佐さ々さ木きのように、この異世界でうしろめたいことをやらかしていたというパターンではないかのう」


    　プリシラの言う通り、佐々木はこの異世界で、ゴブリンを率ひきいて村から食物を盗むという悪事をはたらいていた。生きていくために仕方のないこととはいえ、悪事は悪事だ。だが佐々木とて、俺たちから逃げ出すようなことはしなかった。まして──。


    「でもプリシラ、山田君って、情報が確かなら、悪事を働くどころか、魔王を倒して世界を救った勇者なんでしょう。うしろめたいどころか、胸を張ったっていいくらいのことだと思うんだけど」


    　そう、まさに綾ちゃんの言う通りなのだ。


    　勇者。


    　英雄。


    　俺が憧れ、なりたかった特別な存在。


    　それに見事なりおおせたというのに、何を逃げることがあるのか──。


    「それに、世界を救ったっていうのに、ジャージを着てカジノに入り浸ってるっていうのも……」


    「いや綾あやちゃん、世界を救ったあとカジノに入り浸るのはＲＰＧの勇者だとよくあることなんだ」


    「うむ。ラスボス倒したあとは、隠しダンジョンかミニゲームを極めるくらいしかやることないからのう。魔王討伐の旅の最中にカジノに入り浸るよりはマシじゃよ」


    「そ、そういうものなの？　……そうなんだ」


    　魔王討伐後の勇者がカジノにいたことについて、俺とプリシラに同時に反論され、綾ちゃんは戸惑いつつもそこは納得したらしい。


    「ま、逃げ出した勇者様のことはおいおい考えようぞ。まずは、情報通り、この街におるということが確認できただけでも上々じゃ」


    「確かにそうだな。いるといないじゃ大違いだ」


    「じゃが、この街から逃げ出されるとそれはそれで厄やつ介かいじゃの。なんせ相手はクリア後の勇者じゃ、空飛ぶ乗り物や海底にもぐる乗り物を持っておってもおかしくはない。宿へ帰って、さっそく明日以降の勇者捕獲計画を練ろうぞ。晩ごはんも食べねばならぬしの」


    　プリシラがお腹なかを撫なでて言うので、俺たちはひとまず宿への道を急いだ。
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    　宿を目指して歩いていると通りの向こうから、風に乗って華やかな音楽の調べが聞こえてきた。この異世界では流しの吟ぎん遊ゆう詩し人じんや楽士の姿を度たび々たび見かけたので、そういった人たちが演奏しているのだろうと思ったが、段々と近づいて来るその音色は、ひとりふたりの手になるものとは到底思えなかった。


    「およ。ちんどん屋でも来ておるのかや。沢さわ木きよ、これよろしく」


    　土産みやげ物ものの山を俺に押し付け、プリシラは通りへと飛び出して行った。


    「ちょ、待てよ！」


    『カジノに行って来ましたクッキー』一ダース入りの木箱を両手で胸の前に抱かかえつつ、俺と綾ちゃんは慌ててプリシラの後を追った。


    　大通りの向こう側から、道幅一杯に広がった無数の人々が押し寄せてくる。


    　だが、路上を流れる濁流のような人波には、一定の秩序が感じられた。


    　大通りの中央を歩く人影を、誰も追い越そうとはしない。


    　そいつは一歩一歩、異世界の大地を踏みしめながら歩いてくる。


    「ふーむ。いつぞや天てん堂どうが麺神教の信者を率ひきいて歩いて来たときを思い出すが。じゃが、人の数もカリスマ感も段違いじゃのう……」


    　麺神教の信者は全員同じＴシャツを着ていて、それはそれで独特の統一感と、それによる威圧感があったのだが──眼の前から歩いて来るその一団の風体にはまるで統一感がなかった。


    　街の市民、剣を腰に下げた戦士や冒険者、杖を手にした魔法使い──ファンタジー世界の住人が老ろう若にやく男なん女によ勢せい揃ぞろいして混在しながら、一団となってこちらに進んでくる。


    　その進路を塞ふさぐように立っている俺たちのことなどまるで意に介さないように、その一団は歩調を速めもせず、緩ゆるめもせず、近づいて来る。俺たちがそこに合流することが当たり前だとでもいうように、真まっ直すぐに──事実、その一団へ通りの左右にいた人間たちが次々と合流している。


    　だが、決してその先頭を侵すことはない。誰も彼もが一人の人間を一団の先頭と認め、そのあとに続く。先頭に立つのは、顎あご髭ひげをたくわえた、まるで山賊の頭領のような風格のある中年の男だ。だが身なりはよく、一目でそれとわかる質の良さそうな衣服を纏まとい、腰には幅広の剣を下げている。


    　ちょうどこちらから──当然向こう側からも、互いの顔が視認できるくらいの距離まで近付いてきたとき、先頭の男が足を止めた。通りの真ん中で立ち止まったのだ。


    　そいつの後に付き従ってきた人々の間をどよめきが波のように伝わり、まるで巨大な生き物のようであった一団もまた、頭の意思に従うようにして足を止めた。ほぼ同時に、鳴り響いていた華やかで勇ましい音楽もふつりと止んだ。


    　風の音が聞こえた。


    「う……うおぉ……」


    　ぽかりと空あいたプリシラの口から、まるでさっきの山やま田だと同じような呻うめき声が漏もれた。


    「おい、プリ──」


    　俺が、プリシラに声をかけようとしたときだった。


    「うぉ……、うおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


    　プリシラはいきなり叫び声をあげると、俺と綾あやちゃんの手首をそれぞれの手で掴つかむと、強く引っ張って走り出した。それに引っ張られるままに、俺たちも足を進めていく。


    「ちょ、プリシラ、おいっ！」


    　プリシラに手を引かれながら、俺は後ろを振り返った。プリシラが俺の手を強く引いたので、拾い集めて両手で抱かかえていた景品のお土産みやげを、また地面にバラ撒まいてしまったのだ。


    「土産などまたあとで買えばよいッ！」


    　俺たちの手首を掴みながら、プリシラは走る足を緩めない。


    「な、何だよ、いったい何が──」


    「いいから、今は全力で宿に向かうんじゃ！」


    　山田がいきなり逃げ出したと思ったら、今度はプリシラだ。


    「予想外の事態──いや、妾わらわのミスじゃ。この事態は想定できたはず──！　くそっ、宝たから田だの言うておったことはこういう意味だったんじゃ！」


    「だから何が──」


    「このままでは、妾たちの修学旅行が、ここで終わってしまうぞよ！」


    　顔を蒼そう白はくにしながら、泣き出しそうな顔でプリシラは叫んだ。


    「待てゴルァアアアアアアア！」


    　背後からの怒声に思わず振り返ると、先頭にいた山賊風の男が、怒声とともに俺たちを追ってくる。


    　走って逃げはするものの、あの勢いではすぐに追いつかれてしまいそうだ。


    　どうする──。


    　と思ったそのとき、俺たちの前に、大きな影が走り出て行く手を塞ふさいだ。


    「ったく、予想以上にテンパってんじゃないわよ。そういう顔を見たかったわけじゃないのに」


    　ピンチの時にはどこからともなく現れる、ハイファンタジーさんが、例のペガサスに乗って現れたのだ。


    　半泣きのプリシラに手を差し伸べ、馬上にぐいと引っ張り上げていく。


    「もっとちゃんと掴つかまりなさい！　ただでさえ四人なんて無茶なんだから！」


    「アッハイ」


    　俺は宝田の腰に手を回し、強く抱きつくように体を寄せた。


    　さらに俺の後ろに綾あやちゃんが、その後ろにプリシラが乗る。


    「な、ぬがぁっ！」


    　空を見上げて叫ぶ山賊風の男を地上に残し、ペガサスは夜空を飛んだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「事情はあとで説明する！　みんな、急いでこの街から離れるんじゃ！」


    　宿の扉を引き開けるなり、プリシラは叫んだ。


    「ちょっと待て、もうちょっとで一勝負つくから」


    「モノポリーなどやっておる場合ではない！」


    「せっかくボードウォークにホテルを建てたんだぞ！」


    　事情のわからない若わか王おう子じは呑のん気きに、モノポリーの駒を掲げる。


    「いや──どうやらもう遅いようだぞ」


    　窓際の壁に背を預けたまま、和泉いずみが言った。今はポンコツモードではないようで、その表情には緊張が走っている。


    「窓を大きく開けず、隙間からそっと外を見てみろ」


    　和泉いずみに促うながされて、俺は窓の隙間から外を窺うかがってみた。すると、いつの間にか、宿の周囲は大勢の人間に包囲されていた。しかもその多くが、武器を手にしている。


    「いや、待て、まだ慌てることはない。思い出してみろよ、ドラゴンの村に行く前のことを」


    　俺はみんなを見回して言った。


    　そうだ、このパターンは経験がある。あの時も、捕らわれるんじゃないかと思ってみたら、顔の怖い市長が接待をしてくれたのだ。きっとあの山賊みたいな人がこの街の市長か何かで、接待をしてくれるパターン──。


    「出てこいやオラァ！　全員ぶっ殺すぞオラァ！　この宿は完ッ全に包囲したぞドラァ！　あと百数えて出て来ねェ時は、俺が直じき々じきに乗り込んで、顔面に剣をブっ込むぞオラァ！」


    　窓の外では宿の前でさっきの大男が大剣を振り上げて、威い嚇かくするように物騒な言葉を並べ立てていた。


    　どう考えても、ここから接待に発展するパターンはなさそうだった。


    「まさかこんなところでゲームオーバーとはのう……。皆の者、今まで楽しかったぞよ……」


    　プリシラは肩を落とし、悄しよう然ぜんと呟つぶやいた。


    「なんかわかんねーけど、ケンカなら助けてやってもいいぞ」


    「若わか王おう子じ。その気持ちだけで充分じゃ」


    　モノポリーの駒を置いて立ち上がりかけた若王子を、プリシラは力ない微笑で制した。


    「カウントダウンが終わる前に出て行かねばなるまい。妾わらわがゆけば済むこと、みなの安全には代えられぬ。やると言ったら実際にやる人じゃからの。ていうか残り三十くらいでぶっ込んでくる可能性さえあるぞよ」


    　どうやらプリシラは、相手の狙ねらいが自分であるということもわかっているらしい。


    「そ、そうだ！　王家の七つ道具！　『死にそうで死なない、でもちょっと死ぬ宝ほう珠じゆ』があったろ！　あれを使ったらどうだ！　こういうピンチを切り抜けるための道具だろ！」


    　俺が言うと、プリシラは諦あきらめたままの顔で、小さく首を振った。


    「無駄じゃ。言うたであろ、あの宝珠は王家の護身用じゃ。ゆえに、王家の者には効かぬ」


    「え……？」


    　プリシラの言葉に若干の違和感を覚えた俺は、相手の正体に薄々感づいてしまった。


    「まさか、あれって……」


    　プリシラは、小さく頷うなずく。


    「それは、ツレと楽しく遊んでいる最中の中高生にとって、この世で最もつとも鬱うつ陶とうしいもの。自宅の自室で生放送中のネット番組配信者がこの世で最も恐れる、制御不能の存在……」


    「よんじゅいーち、よんじゅー、さんじゅ……ああもうめんどくせェ、突入だオラァ！」


    　扉が蹴けり開けられる音を聞いて、プリシラは大きな溜ため息いきを吐ついた。


    「親じゃよ。先頭に立って騒いでおるのは──あれは、妾の父上じゃ」

  


  
    



    　　　三章　友達の家族に挨拶しよう


    



    「さあさ、さぁ！　どーぞどーぞォ！」


    「あ、ど、どうも……」


    　俺はコップを持ち上げ、酌しやくを受ける。


    「ガハハ、誘ゆう拐かい犯だと思ったら、客人神まろうどの皆さんとはなァ！　こんッなにめでてェことはねェ！　ガハハハハハ！　さァ、全ッ部俺の奢おごりだ、すきなだけ飲やって食って、大いに騒いでくれやァ！」


    　プリシラパパは宴会場を回りながら、クラスメート一人一人に酌をして回っていた。


    「……さて、全員に行き渡ったかね。んじゃ、カンパァイ！」


    　俺たち全員が囲めるような大きな長方形のテーブルの、長辺の中央に、その山賊頭のような髭ひげの男──プリシラパパが陣取って、乾杯の音頭を取った。


    　さらに、すぐ隣に、上品そうな美しい女性が──プリシラママがニコニコ笑顔で座っていた。


    　その間に座るプリシラだけが、しょんぼりと表情を暗くして、俯うつむき加減にコップの中を見つめていた。


    「なるほどな……。そういうことか」


    　もうだいぶ前のことになるのですっかり忘れていたが、俺たちがこの世界にやって来たとき、国王様と王妃様──つまりプリシラの両親は不在だった。つい最近魔王が倒されたばかりなので、その祝賀会としてビールかけ大会に行っている。そんな話をプリシラの口から聞いていたのだ。


    『はじまりの街』は五か国の緩かん衝しよう地帯にあるため、各国の代表者による国際会議も頻ひん繁ぱんに行われる。それもまた、プリシラから聞いた話だった。ビールかけ大会とはいいつつ、各国の国王が集まるのだから、魔王が倒された後の戦後処理の問題も話し合われるはずで、となれば長期間にわたることも充分に考えられた。


    　それらの情報を総合すれば、プリシラの両親がこの街に滞在しているということは予見できてもおかしくなかったのだが、俺たちはもちろん、プリシラまでもが、その両親のことはすっかりと忘れてしまっていた。


    　修学旅行の最中に──いや、修学旅行でなくともいい。友達とワイワイ騒いでいるときに、最もつとも会いたくない存在。それが、親というものだ。両親との仲がいい悪い以前の問題として、子供同士の世界に親が急に入ってくる時の気まずさというのは、俺たちの世界でも異世界でも共通のようだ。


    　ましてプリシラの場合、大臣の制止を振り切ってお忍びの旅に出ているというのが現状だ。


    　国王直じき々じきに見つかってしまえば、そこで旅は終わり、城に連れ戻されてしまうというわけだ。


    「でも、まだそう諦あきらめたものでもないんじゃない？」


    　隣の席の綾あやちゃんが、遠くでしょんぼりしているプリシラを横目で見つつ、言った。


    「プリシラがどう擁護したところで、客観的に見れば、私たちは王女様がお城を抜け出すことに手を貸し、その後も世界を連れ回してきたわけじゃない。王様としては激怒したっておかしくない。なのに、この歓待ぶり」


    　綾ちゃんは杯を手に取って、口を付けた。


    「毒が入っているわけでもないようだし」


    　そう言われて、俺も改めて、プリシラの両サイドに座る、プリシラパパとプリシラママに目をやる。確かに、二人とも非常に上機嫌に見える。


    「でも、俺たちって一応、伝説の客人神まろうどなわけだろ。確かに勇者にはなれなかったほうだけど、客人神は客人神だ。だから国王の立場として歓迎はする。でも、王女である娘は国へと連れ帰る。ってなことになるのかもしれない」


    「──そうね。まあ、それならそれで、私たちも一緒に帰ればいいんじゃない。プリシラが国に連れ戻されるとしても、二度とプリシラに会わせてもらえない、なんてことはないんじゃない。私たちが伝説の客人神として歓迎されているなら、お城の中で一緒に過ごすことはできると思うわ。またお城を飛び出さないように、監視はつくかもしれないけど」


    「そっか。そうだな。旅先でやらかして宿に謹慎、なんてのも修学旅行ではよくある話だもんな。プリシラと俺たちの修学旅行の最後の過ごし方としちゃ、むしろ相応ふさわしいかも」


    　ただそれならそれで、やっぱりこの街を発つ前に、最後のクラスメートである山やま田だと合流しなきゃならない。国王様ならお付きの兵士もたくさん従えているはずだし、街自体に影響力もあるはずだ。山田を捜すのに、力を貸してもらえるかもしれない。


    　俺は改めて、プリシラ一家へと眼をやった。


    　改めて思うと、自分の友達に囲まれてる中で、そこに自分の両親が交ざってるってのもキツいけど、さらに自分だけが父親と母親に挟まれた席ってのも相当キツいはずだ。まして、プリシラの性格からすると。


    「ハイッ、じゃあ席替えターイム！」


    　そんな俺の思いを読み取ったわけでもないだろうが、若わか王おう子じが大声を張り上げた。


    　若王子はすたすたと、お誕生日席のプリシラ一家のもとへと歩いていき、プリシラの肩を叩たたく。プリシラはしょんぼり顔のまま、不思議そうに若王子を見上げる。


    「はいみんな立って立って、そろそろ違う人とお喋しやべりしようね～。んじゃ私キングとクイーンの間～。おら、プリシラ立て。とーちゃんかーちゃんとなんかいつでも喋れるだろ」


    　プリシラの襟えり首くびをぐいと引っ張って立たせると、その尻を軽く蹴けって追いやり、代わりにプリシラの席へどかっと腰を降ろした。


    「おっ、お嬢ちゃん、元気いいねェ！　ガハハ！」


    「いやー、パパさんもママさんも若々しーっすね」


    「ガハハ。ウチは結婚が早かったからなァ。ママがプリシラを産んだ時も、お嬢ちゃんとそんなに年が変わんないんじゃなかったっけなァ。ガハハハハ」


    「やだもう、パパったら。こんなお若いお嬢さんの前でそんな、恥ずかしいわ」


    「ハハハ、早婚っすか、いかにもヤンキー一家って感じっすね。でもいいと思いますよ、国のトップが率先して子作りするっての。つーかママさん、制服着たらウチらと交ざれそうっすね。ハハハ、さすがにそれはないか。でも若いっすよ。あ、飲み物頼んでいーっすか」


    「おう、飲め飲めェ！　何でも食え！」


    「じゃあ一番高い肉、国王様のおごりで。あ、飲み物は水ください、未成年なんで」


    　てな感じで、さすがと言うか何と言うか、若わか王おう子じがスッとプリシラパパとプリシラママの間に溶け込んでしまった。あいつは誰とでも仲良くできるという意味でのコミュ力や協調性は非常に低いが、その代わり、うまくハマる相手の心はすぐに掴つかんでしまう。


    　あのやり方は、俺にも綾あやちゃんにも、ほかの誰にも真ま似ねのできない、あいつだけの力だ。


    　若王子に押し出されたかたちのプリシラは、ふらふらと俺のほうにやって来て、俺の隣、綾ちゃんと反対側の椅い子すに腰を下ろした。


    　しばらくしょんぼり俯うつむいていたプリシラに、俺は声がかけられなかった。


    　プリシラはゆっくりと顔を上げ、俺を見た。その眼に、何かの決意の色があった。


    　俺が言葉を探そうとした、そのとき。


    「父上、話があるぞよ！」


    　プリシラが大声とともに立ち上がったので、一座が水を打ったように静まりかえった。


    「何だ、プリシラ」


    　プリシラパパは平坦な声で、我が娘に問い返した。そこからは感情を読み取ることができない。一方のプリシラは、堅く拳こぶしを握にぎり締めていた。強い表情で、プリシラは自みずからの両親を、王と王妃を見返して、言った。


    「父上と母上が何と言おうが、妾わらわはこやつらと旅を続けたい！　こやつらがもとの世界に還かえってゆく最後の日まで、いっしょにいたいんじゃ！」


    　プリシラはそう言い放つと、俺の腕を両手で掴んで差し上げた。


    「父上が要求を飲んでくれねば、こやつの腕をへし折る！」


    「何でだよ！」


    　俺のツッコミには反応せず、プリシラパパは口を引き結んだ恐い顔で、プリシラママは少し驚いたように、手で口元を隠すようにしていた。


    「……」


    　若王子の酌しやくを片手で受けながら、プリシラパパは無言で我が娘を見つめていた。


    「……っとと」


    　杯から溢あふれそうになった麦酒ビールを、口のほうから迎えにいく。そのまま一気に杯を干すと、プリシラに視線を戻し、太い声で言った。


    「バカ野郎お前、何でお前の旅を止めなきゃならねェんだよ。パパを見くびるんじゃねェぞ」


    　プリシラママもその言葉に合わせ、にっこり笑顔で頷うなずいた。


    「──よいのか！　こやつらとまだ旅を続けて、よいのか！」


    　プリシラの両親は言葉で応こたえず、ただ深く頷いた。


    「で、では、もしこやつらが妾わらわの城にやって来たとき、父上と母上が城におったならば、喜んで妾を修学旅行に送り出してくれたかや？」


    「バカ野郎お前、反対するに決まってンだろうが」


    　そう言って、麦酒ビールを満たした杯を一気に空あけた。不思議そうな顔をするプリシラに、軽い音を立てて杯を置き、プリシラパパは顎あご髭ひげを撫なでてにやりと笑った。


    「親を振り切って出る旅こそが、本当の旅なんだよ」


    　さすがロイヤルヤンキー気質、その辺の機微は独特のものがあるらしい。


    「それによ、朕ちんは難しいことはわかんねェけどよォ……」


    　あ、プリシラパパの一人称、朕なんだ。


    「ダチ公と過ごす日々がどんな財宝よりマブいってことくれェ、わかってるつもりだぜ」


    　プリシラパパがキメ顔で一同を見回すと、


    「よっ、大統領！」


    　と、若わか王おう子じがかけ声とともに拍手をはじめた。そこを起点に、拍手の渦が広がって王様を包んでいく。


    「あわわわわわ、痒かゆい痒い痒い……！　実の親が全力でカッコつけてる台詞せりふってきっついぞよ！」


    　プリシラは顔を真っ赤にして、ジャージ越しに自分の体を掻かきむしる。


    「まあ、いいじゃないか。結果的に、旅は続けられそうだし」


    「ん、うむ。ま……そうじゃの……」


    「だいたいだなァ、パパとママが出遭ったのだって、パパが十七ン時に城を抜け出して──」


    「あーあーあー！　両親の馴なれ初そめなど、思春期の子供が地上で最もつとも聞きたくない情報じゃ！」


    　プリシラは両手で耳を塞ふさいで奇声を上げ、そんなプリシラを見て、全員が笑った。
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    　マイルドヤンキー感バリバリのプリシラパパに対して、プリシラママはゆるふわふわスイーツ感トロットロだった。そんなプリシラママの隣に、いつの間にか、あろうことか年上キラーの藤ふじ崎さきが座っていた。


    「うふふ、あと十年若ければね」


    「いや、全然っスよ」


    　と離れた席でのそんな会話を聞きながら、プリシラは不機嫌そうだ。


    「あやつが妙なそぶりを見せたら、構かまわぬ、その場で斬り捨てよ」


    　プリシラママとにこやかに会話を交わす藤ふじ崎さきを睨にらみながら、プリシラは近くに立つ衛兵にそう命じる。


    「プリシラはああ見えてとても繊細で優しい子ですの。おしゃまで寂さびしがり屋さんで」


    「おしゃまで寂しがり屋さん……」


    　俺は複雑な感情を込めながら、プリシラを横目に見た。


    「あかん、それはあかんでオカン……」


    　プリシラはそっぽを向きながら関西弁でブツブツ呟つぶやく。


    「十歳になるまで、どこへ行くにも熊のぬいぐるみが手放せなくて」


    「オカン、止まれ……それ以上いけない……」


    「あっそうそう、十二歳の誕生日のときに」


    「あばばばばばば。あーあー。きーこーえーなーいー」


    　プリシラママからの精神攻撃に、ついにプリシラが壊れた。両手で耳を塞ふさぎながら虚こ空くうを見つめ、体をガクガクと左右に揺らしている。確かに見ていておもしろいが、これが逆の立場だったらと思うと、同情したくもなってくる。


    「熊のぬいぐるみねえ……」


    「母上はちと記憶力がなくてのう。妾わらわは幼き頃より熊の生き肝を抱いて寝る豪ごう傑けつじゃった。その記憶がちと捻ねじれておるんじゃろ」


    「それは豪傑っていうかやべー奴だが……」


    　プリシラママからパパへと視線を転ずると、パパは先生と話していた。


    「感激っすわ！　マジ、感激っすわ！　マジすか、ええ、うっわ、マジすか！　やっべー、ママ、どうしよう、これどうしよう！　色紙とか持ってくればよかったなあ！　うっわー！　あ、とにかく、さあさ、飲んでくだせェ！」


    「いえ、あの、生徒たちのことを見なければなりませんので、いや、はあ、では一杯だけ……」


    　絵面だけ見れば、暴力関係のビジネスを営んでいる生徒の家庭訪問にやってきて、その家庭の父親から酒を勧められている担任教師のようだった。


    　だがもちろん、先生が歓待されているのは担任教師としてではなく、千年前に世界を救った伝説の勇者としてだ。勇者の仲間の末まつ裔えいとしては、いろいろと感激することもあるのだろう。王様はまるで憧れのスポーツ選手を前にした子供のようだった。


    　辺りを見回すと、宴もたけなわ、既に席を外して宿へ帰りつつある者もいる。


    「沢さわ木き君、私たちはあまり遅くならないうちに、宿に戻ろうと思う。和泉いずみも眠ってしまったしな」


    　柊ひいらぎ小さ百ゆ合りが和泉いずみを肩に担かついで言った。


    「う～ん、もうへし折れないよ～」


    　物騒な寝言を言う和泉は、ぐっすり寝入ってしまっているようだ。和泉はもともと夜が弱いのだ。


    「ううっ、でもまだちょっと好っきゃねん！」


    「ああっ、会長！　そのグラスに入ってるのお酒ですよ！　どこでグラス間違えたんですか！　ほら会長、もう部屋で休みましょう」


    「うぐぐ、沢さわ木きのボケッ！　滅びろ！」


    「はいはい、会長、日本に還かえったら合コンしましょう、合コン。会長モテるんですから」


    　生徒会書記の時とき任とうが、間違って酔っ払ってしまったらしい若わか王おう子じに肩を貸しながら退出していく。


    　ひとりふたりと広間から姿を消し、気づけば部屋に残っているのは数人となっていた。


    「おお、勇者様な！　そう、それよォ」


    　何の話の流れからか、プリシラパパがこちらを向いて言った。


    「魔王討伐記念のビールかけ大会つってもよォ、やっぱり勇者様不在じゃしまらねェだろ。だから当然にお誘いしたんだが、断られちまってよ。それ以降も他の国の連中とよ、何度かお食事にお招きしたんだが、丁重に断られちまってよォ。どーも騒がしいのは苦手らしい」


    「ぬ、じゃあ父上は勇者様と、山やま田だと会うたことがあるのかや！」


    「お、そうそう、山田っつーお名前だったな。よく知ってやがんな、さすがわが娘だ。勇者様はな、この街に家を買って、そこに住んでおられる」


    「家って、そんなカンタンに買えるんですか」


    「各国から魔王討伐の報奨金が出るし、んでもって、旅の中で手に入れたレアアイテムなんかを売りゃァ、それだけで一財産だからな。つーかなにも自分の懐ふところから買わなくったって、魔王を倒した勇者様だぜ、家の一軒や二軒くれェ、ポンとくれる人間はいくらでもいらァ」


    　なるほど、世界を救ったら、お金には困らないか。


    「客人神まろうど様となりゃァ、いずれもとの世界にお帰りになるはずだろ。日につ蝕しよくの日までのことなんだから、その日まで宿をとればいい、何ならその日まで我が城にご滞在くださいつって、朕ちんも含めた各国の王が誘ったんだがよ、ひとりが気楽らしいや。メシにもキャバクラにもご興味がないってんで、こっちも接待のしようがねえやな。坊さんだって、もっと俗っぽいところがあるもんだが、まァ、稀代の英雄っつーのはああしたモンなのかもしれねェなあ」


    「飲む打つ買うのうち、博ばく打ちは打っておったようじゃがの」


    　プリシラは小さな声で独りごちたが、再び自分の父親に視線を向けた。


    「……ちょいまち、父上、勇者様の家がこの街にあると？」


    「ん、あァ。こぢんまりとした一戸建てだぜ。そうだ、せっかくだプリシラ、こんな機会は百年に一度っきゃないんだからよ、お前も握手のひとつもしていただくといい」


    　俺とプリシラは思わず顔を見合わせた。これで、この街での山やま田だの居所を捜す手間が省はぶけたというものだ。


    「んでは、明日、さっそく訪ねてみるぞよ」


    　プリシラはプリシラパパからその場所を聞くと、サラサラとメモに書き付けた。


    「ふ～ん、なるほど～」


    「ちょ、おぬしは見るでない！」


    　後ろから魔王が覗のぞき込もうとしていたのを、プリシラは体を覆おおい被かぶせるようにして隠した。そう、この宴会にはいつの間にか魔王ちゃんも同席していたのだ。


    「え～ケチ～。でもい～もん、ホントはもう知ってるし～」


    　相変わらず、この魔王の目的だけはまだよくわからない。


    　昼間は先生と町をうろついていたはずだが、何を話していたのやら。


    「じゃあ、俺たちもそろそろ」


    　席を辞そうと、改めてプリシラパパに挨あい拶さつしようと、その席に近づいたときだった。


    「あんなに楽しそうな娘の顔は、いつ以来だったかな」


    　プリシラパパが、顔を伏せたまま言った。俺は思わず、離れた席で魔王と言い合いしているプリシラを振り返った。


    「手前テメエがこうなぶん、つい過保護ンなっちまってよ。言い訳になっちまうかもしれねェが、魔王の野郎が生きてた頃は、国の内外も大変でよ。あんまり構かまってやることもできねェまま、あいつをひとりにさせちまった」


    「あの子はいつも、秘宝館に所蔵されている本ばかり読んでいました」


    「あ、あの、王妃様、その言い方だとその、こっちの世界では別の意味が……」


    　秘宝館というのはプリシラの城にある、国の宝や古文書を収めた宝物庫であって、伊い豆ずとかにあるエロスの館のことではない。


    「かつての客人神まろうどの伝説を読みふけっては、いつ自分の前に客人神が現れてもいいようにと、そちらの世界の文化を熱心に勉強して……。学者よりも自分のほうが詳しいなどと自負していたんです」


    「──確かに、あいつはとても俺たちの世界のことに詳しかったです。本当に、異世界の人間とは思えないくらいに」


    　それはファンタジー世界で活用できる知識や技術を身に付けていた、宝たから田だの努力と対照をなすような話だ。


    「ほら沢さわ木き、行くぞよ。王女を夜道、ひとりで歩かせるつもりかや」


    　部屋の出口に立って、プリシラはこちらを手招きする。


    　──そうか。プリシラはずっとこの異世界で、俺たちを待っててくれたんだ。


    「わかってるよ、待てよ！」


    　俺は早足で、プリシラのもとへと歩いていった。
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    　プリシラパパ主催の宴会から一夜明けた朝、俺たちは宿の食堂に集まっていた。


    「ちゅーことで、久々の異世界学級会～！」


    　司会進行役のプリシラが、学級会の開催を宣言する。


    　もう人数的には二年一組勢がほぼ揃そろいだし、部屋の隅っこで先生が見守っているので、もとの世界でやっていた、文化祭や体育祭前の学級会と参加メンバーはほとんど変わらない。


    　違う点と言えば、日本での学級会は全員の机が教壇に向いていたのに対し、異世界学級会は大きなテーブルを囲んで、全員が部屋の中央を向いているということ。


    　そして、学級会の構成メンバーに、異世界の王女と魔王がいること。


    　さらに、二年一組のメンバーがひとりだけ足りないということ。


    　学級会の議題は、まさにその足りないひとりについてだ。


    「今回の議題は、このクラスにイジメがあったのでは！　じゃ！」


    　プリシラは声を張り上げ、テーブルをドン、と叩たたいた。


    「プリシラ先生、そういうの許しません！　イジメには体罰じゃ！」


    　プリシラはテーブルに両手をついて、威い嚇かくするように一同を見回す。


    「プリシラ先生はもういいよ。つーか、いきなり何を言い出すんだ。議題は山やま田だのことだろ」


    　俺たちはさっそく、先日プリシラパパこと国王様から場所を聞いた勇者・山田の家を訪ねようということになり、その人選をするという話をするはずだった。なぜだか知らないが山田が俺たちを見て逃げ出した以上、いきなり全員で押しかけるより、数人を選んで訪ねたほうがいいのではないか、ということになったのだ。


    　なのに、いきなりプリシラが見当外れのことを言いはじめたのだ。


    「そう、山田のことじゃ！　何もないなら、何であの山田っちゅーヤツはおぬしらを見て逃げたんじゃ。旅先でクラスメートに再会するって、本来ならむっちゃ嬉しいことではないのかや。それなのにいきなりとんずらこくっちゅーことは、このクラスにはイジメが！」


    「だから、ほんとに心当たりがないんだって」


    　確かにあの逃げっぷりは驚くほどの勢いだったので、自分たちに何か原因があったかと考えてもみたのだが、この異世界にやって来てからはもちろん、もとの世界で──日本で山田と何があったのかを思い出そうとしても、何一つ思い出せなかった。むしろ、同じクラスにいてこんなに何も思い出がないやつがいたのかと、改めて驚いたくらいだ。


    「つーか、私らはその場に居なかったからホントにそれが山田だったのかどうかも疑ってんだけど」


    「そういや若わか王おう子じよ。おぬし、クラスメート全員をランク分けしておったろ。この世界を変革しうる力の有無で」


    　そういえば、そんなこともあった。坂さか上がみや鉄くろがねがＡで、俺や宝たから田だはＥランクだったはずだ。


    「見事勇者となりおおせた山やま田だは、いったい何ランクだったんじゃ」


    「つーか、その前にいっこ確認していい？」


    　若王子は立ち上がって、クラス一同を見回した。


    「山田ってやつ、ホントにうちのクラスにいたっけ？」


    　たちまち、室内に気まずい空気が満ちていく。


    　若王子はそういうところは残酷だ。興味があるものとないもの、世界をくっきり二つに分けてしまう。


    　俺は思わず先生のほうを見た。先生は無言を保たもったまま、じっと成り行きを見届けている。


    　その隣では、魔王が足を組んでニヤニヤしていた。


    　先生も魔王も、今のところは学級会に干渉してくるつもりはないらしい。


    「や、みんなが言うんだから、いたのはいたんだろ。私もそこを疑うつもりはないんだけどさ。その、山田ってヤツは、いったいどんなやつだったんだ？」


    　若王子は再び一同を見回す。


    　だが、誰も若王子の言葉に答えようとはしない。部屋の空気が更に一段と重みを増したような気がした。


    「あの、一応、リストの中ではＥランクってなってましたけど……」


    　生徒会書記・時とき任とうが、手元の資料を見ながら言った。


    　俺も手元にある修学旅行のしおりの、名簿ページを開いてみる。


    　山田孝たかし。


    　他のクラスメートの名前と並んで、その名は確かに記されている。


    　同じクラスに、確かにあいつはいた。


    　けれど、どういう奴かと問われて、何も答えられない自分がいる。


    「現場にいたわけじゃないからはっきりとは言えないんですけど、ちょっと、気持ちわかるんですよね……」


    　おずおずと手を挙げたのは、ゴブリン佐さ々さ木きだった。


    「ほら、僕って一時期荒れてて、闇やみの覇王やってたじゃないですか」


    「僕って昔ヤンチャしてたじゃないですか的に言うでないわ。しかも闇の覇王と言いつつ、ゴブリンを従えて鶏泥棒と野菜泥棒をやっておっただけじゃろ。対立する暴走族を抗争の末にまとめあげて関東制覇を果たした的な武勇伝系のヤンチャではなく、お年寄りが年金の足しにと経営している駄菓子屋の裏口からよっちゃんイカを段ボール単位で盗んでおった的なクズいヤンチャじゃろ」


    「えっ、酷ひどい……」


    　時とき任とうが素すで引いたリアクションをとったので、佐さ々さ木きがガチでヘコんだ顔をした。


    「ま、まあ、佐々木も反省して村おこしに協力したし、目一杯和泉いずみにボコられるという罰も受けたし」


    　思わず俺がフォローを入れた。


    「……とにかくですね、シチュエーション的には似てるっていうか……。ほら、山やま田だ君っていま、この異世界的には勇者なんですよね？　異世界で調子こいてるときに、昔のクラスメートと出会っちゃって、パニックになってテンパる気持ち、すっげーわかるんすよね」


    　佐々木の意見に、プリシラはふむ、と頷うなずいた。


    「確かに言われてみればそうじゃな。転校先の高校でブイブイいわせておるところに、もとの高校の連中と出くわしてしまったときの気まずい感じじゃな。前の高校での武勇伝が全部嘘うそだとバレてしまう恐怖は確かにハンパないのう」


    「けどよォ、そりゃちっとおかしくねえか」


    　太い腕を組んだまま、二に階かい堂どうが言う。


    「てめえの能力や実績を盛っちまう心理ってのは、等身大で天才の俺様にはわかんねェけどよ。野球に例えりゃ、あいつァ元の世界じゃベンチにも入れねえ声出し要員だったかもしれねェが、こっちの世界じゃ投げりゃ百六十キロ、打ちゃあ四割ってくらいのスーパースターになってんだろう。力が伴ってねェ上で吹いちまったんならそりゃ逃げもするだろうがよ、実際に力があるんだったら、何を逃げ隠れする必要があんだよ」


    「ふむ。球畜の言うことにも一利あるのう」


    「でもでも、有名になったら昔の知り合いを切り捨てるってタイプの人はいますよ～。売れた途端にそれまで支えてくれてた恋人を棄てて有名な女優さんと付き合い始める人とか～」


    「逆に、それまで大した関係もなかったのに、相手が有名になったとたんに昔からの知り合いヅラをするタイプの人もいるよね」


    　川かわ中なか島じまと仲村渠なかんだかりが続けて言った。川中島は演劇、仲村渠は読者モデル。二人とも、浮き沈みが激しく華やかな世界の中にいるので、そういった光景を見てきたことがあるのかもしれない。


    「確かにのう。マイナーな芸人がＭ１グランプリに出場した途端に、ほとんど絡んだことのない同級生までが地元で友達ヅラしはじめるそうじゃからの。『こないだＭ１に出てたあいつ、高校の同級生なんだけどさー、暗くてほとんど喋しやべらないヤツだったんだよね。つーか俺のほうがおもしろかったし。てか今もそうじゃね？　ぎゃはは。あ、でもちょっとラインしてみよーぜ。えっと、あ、でも俺知らねーわ。誰か知ってるヤツいる？』的な感じの話を居酒屋でやってるに違いないんじゃ！　うおお、想像するだけで鬱うつ陶とうしいぞよ！」


    「何でお前はＭ１に出場した芸人側の立場で想像してエキサイトしてんだよ」


    「あの、ちょっとよろしいでしょうか」


    　そこで挙手したのは、生徒会副課長の小こ早ばや川かわだった。


    「ふむ……。新キャラに発言されると収拾がつかなくなりそうなのでなるべく控えてほしいんじゃが、特別に発言を許可するぞよ」


    「僕が言うのも何ですが、根本的に情報が間違っていた、という可能性はないですか。つまり、山やま田だ君は魔王を倒した勇者ではない、と。沢さわ木き君と委員長、二人が同時に目撃している以上、そのジャージの彼が山田君でないという可能性は低いでしょう。ですが、彼が魔王を倒した場面は、誰も見ていないわけです。となれば、二に階かい堂どう君が言った前提も崩れる」


    「おいどんもそう思うでごわす！」


    「おお、やはり誰が喋しやべっておるかわかりやすいのはよいことじゃのう。じゃが、進行上まったく意味のない言葉は慎むように」


    　プリシラが新キャラを冷たくあしらったとき、部屋の片隅でスッと手が挙がった。プリシラが指名するのを待たず、そいつは椅い子すに座ったまま口を開く。


    「そりゃーないない。倒されたあたしが保証しちゃう」


    　制服のスカーフを摘つまみ上げながら、魔王ちゃんが言った。


    「なんでこやつまで学級会に参加しておるんじゃ！　出てゆけ！」


    「ええ～。せんせ～、この学級にはイジメがありま～す！」


    　魔王は隣に座った先生にしなだれかかる。先生は複雑そうな顔をしながらも、魔王を押しのけようとはしない。魔王は先生の腕に抱きついたまま、一同に言う。


    「確かに、あたしを倒したのは山田くんだよ。リアルガチで。や、でもみんなの話を聞いて、あ～そうか～って、魔王ちゃん、わかっちゃったんだよね。ははっ、やっぱついて来てよかったよ。人間っておもしろいね～」


    　魔王は先生の腕から手を離すと、足を組み替えた。


    「わかったって、何がじゃ」


    　含みのあるようなことを言われては、プリシラも魔王に問い返すしかない。


    「キミたち今回の客人神まろうどはイレギュラーばっか──つーか、魔王を倒さない客人神っつーのがそもそもイレギュラーな存在なんだけど、それは置いといて。正当な客人神とでも言おうかな？　魔王ちゃんをぶっ倒した今回の勇者も、これまでのヤツと大きく違ってるとこがいっこあんだよね」


    　魔王はニヤニヤ笑いながら、先生へと顔を向けた。


    「せんせー、わかるぅ？」


    「勿もつ体たいをつけるでない！」


    　ハイハイ、と笑って、魔王は言った。


    「最近のＲＰＧって、ストーリー上、強制的に仲間が増えてくんでしょ？　でも、昔のゲームだと、システム上仲間を増やすことはできるけど、その気になれば最後まで独りのままクリアできるタイプのものがあったらしいじゃん」


    「……有名タイトルでいうと、ドラクエⅢなどがそうだ」


    　さすがにそこは専門家、丸まる山やまが即座に具体的なタイトル名を挙げた。


    「あの山やま田だって勇者はさ、それなんだ。ソロプレイで魔王んとこまで辿たどり着いて、たったひとりであたしを倒しちゃったんだよね。この世界の誰の力も借りない勇者──。いや、すっげーストイックなやつだなと思ってたんだけど、なァ～んだ、そゆことかァ～」


    　魔王はこれ以上ないほど愉快そうに、唇を吊り上げて笑った。


    「あいつ、単なるぼっちだったんじゃん！　きゃははっ！」


    　魔王はけたけた笑いながら、隣の先生の膝ひざを掌てのひらでばんばん叩たたいた。


    「学校のクラスでも魔王討伐でもソロプレイって、それ超うける！　ね、ね、それ超おもしろくない？　うっける～！」


    　魔王は邪悪な笑みを浮かべて嬉しそうに笑う。


    　誰も何も言わない空間の中で、邪悪の王の笑い声だけが鳴り響いていた。


    「あー。そうかそうか。だいたいわかった。そっか、山田がそういうヤツだってんなら、だいたい予想はついちゃうわ」


    　再び、若わか王おう子じが立ち上がった。


    「自分が修学旅行の自由時間中にぼっち旅をやるハメになって、仕方ないからゲーセンに入り浸って時間を潰つぶしてるときにだな。同じクラスの奴が女連れで同じゲーセンに来てるのと出くわしたら、そりゃ逃げたくもなるんじゃね」


    「……それ、わかります」


    　おずおずと手を挙げたのは、坂さか上がみ雪ゆき乃のだった。


    　ぼっち──というなら、確かに、坂上もまた、この異世界修学旅行が始まるまでは、クラスの中で孤立していたと言っていい。


    　坂上はゆっくり立ち上がると、少し目を伏せたまま、口を開いた。


    「中学校のときの修学旅行の自由行動時間で──私、居場所がなくって、適当に入った喫茶店で、独りで教科書を読んでました」


    　尊敬する坂上先生の、それもぼっちエピソードだけあって、プリシラも茶々が入れづらいらしい。神妙な顔をして、黙って聞いている。


    「その時、どこかを観光してきたらしいクラスの人たちが五、六人同じお店に入って来て──テーブルにお土産みやげを広げて話を始めたとき、私、世界から消えてなくなりたいと思ったんです」


    　坂上は俯うつむいて言う。


    　でも、今の坂上は一人じゃない。


    「じゃあ話はカンタンだ。グループに入れよって言ってやりゃいいじゃん」


    　俺の思いを後押しするように、若わか王おう子じが言った。


    「経いき緯さつは知らねーけどさ、坂さか上がみちゃんもいつの間にか溶け込んでんだろ。だったら同じことじゃん。こっち来いよ、交ざれよって、言ってやりゃいいだけじゃん。正直、もとの世界で山やま田だってヤツには全然興味なかった、っつーかどんなヤツかも知らないけどさ。この異世界で勇者になったっつー山田には、すっげー興味あるよ」


    「そ、そうじゃ！　若王子の言う通りじゃ！」


    　プリシラはテーブルを叩たたいて、魔王をキッと睨にらんだ。


    「魔王がなんぼのもんじゃ！　人間の絆きずなってヤツを見せてやるわ！」


    「え～、絆～？　戦士も僧侶も魔法使いも賢者も、遊び人すら連れずにソロプレイのままクリアまで辿たどりついたぼっち勇者に、絆～？　うける～」


    「戦士や賢者がなんぼのもんじゃ！　こっちには、自称人間関係の潤滑油がおるんじゃ！　のう、沢さわ木き！」


    　プリシラの啖たん呵かに、それまでけたけた笑っていた魔王が、笑顔をすっと消して、俺を見た。


    「潤滑油。なにその前代未聞のジョブ……うける～」


    　にこりともせずに、微妙な顔で言った。

  


  
    



    　　　四章　むかしの話を聞こう


    



    　俺は地図を手にしながら、『はじまりの街』を歩いていた。とりあえず山やま田だの家はわかったので、クラスを代表して、俺と綾あやちゃんが訪ねることになったのだ。


    「えっと、たぶんこっちで……」


    　もとの世界ではスマホ一つあれば足りたことなので、地図を読むのには慣れていない。まして、目印となるコンビニもファストフード店もないので、慎重に地図と首っ引きで歩いていかなければ、迷ってしまいそうだ。


    「浩こう介すけ、さっきの角を曲がるんじゃない？」


    　綾ちゃんが俺の手元を覗のぞき込んで言った。


    「あれ、そうだっけ。あ、そっか、これがあの道具屋で──」


    「貸して」


    　綾ちゃんは俺の手から地図を取り上げる。


    「やれやれ。地図も読めぬとは頼りにならぬやつじゃのう」


    　さっさと足を進めていく綾ちゃんの後ろに続きながら、プリシラは俺へ言った。


    「山田の件と父上の件のドタバタでいつの間にかうやむやになってしもうたが、おぬしは自分のこともちゃんと決着つけてから還かえるんじゃぞ」


    「決着？　何だっけ？」


    「委員長にきっちりフラれてから還れ、と言うとるんじゃ」


    「あ、ああ。──いや、フラれねーから！」


    「なら地図くらいちゃっちゃと読めい」


    　やがて、商店の連なる繁華街を抜けると、住宅地らしきところに辿たどり着いた。


    　その一角──豪邸というほどでもない一軒家の前で、俺たちは足を止めた。


    「ほう……ここが勇者様の居城かや」


    　プリシラは綾ちゃんの持つ地図を覗き込む。


    「うん、プリシラのお父さんの情報が正しければ、ここで間違いないと思うわ」


    「見た目は普通の民家だな」


    「いやいや、歓楽街に徒歩五分。この街の中でも相当の一等地じゃぞ。ザギンの、いや、ベガスの大通りに居を構かまえているようなもんじゃ」


    「そういうもんかね」


    　まあ世界を救ったんだから、それくらいのところに住めて当然か。


    「やーまーだーくーん！　あーそーぼー！」


    　プリシラは扉越しに声をあげるが、向こうからは何の反応もない。


    「友達を誘いに来た小学生じゃねーんだから」


    　とはいえ、この世界の家にはインターホンがないので、確かに外から呼び掛けるか、ノックするかくらいしか方法がない。


    「山やま田だーっ！　いたら返事だけでもしてくれーっ！」
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    　呼びかけながらドアをノックするが、中からは何の返答もない。


    「またカジノに行ってるとか」


    「ふむ。ギャンブラーの朝は早いからのう。開店前に並ばねば、狙ねらいの台が取れぬぞよ」


    「王女のくせにギャンブラーの生態に詳しいやつめ」


    「行き先がカジノとは限らないけど、外出中なら街の中を捜した方がいいのかな」


    「待って」


    　綾あやちゃんが言うのと同時に、ドアが内側から十五センチほど開いた。が、それ以上は開かない。


    　内側からチェーンロックがかけられているらしい。


    「この世界にもチェーンロックはあるのか……いや、スロットマシンよりはあってもおかしくないけど……」


    「んなこと言うとる場合かや。ほれ潤滑油、ぬるっとＧＯ！」


    　プリシラに押されるようにして、俺は一歩前に出た。


    　扉の隙間から、山やま田だの眼がじっとこちらを見ている。


    　確かにクラスメートの山田──だと思う。十五センチの隙間から向かい合っているせいもあるだろうけれど、いまだにそいつが同じクラスにいたのかどうか、はっきりとは思い出せない。


    「……山田、だよな？　覚えてっかな、ほら、俺、同じクラスの沢さわ木き浩こう介すけ」


    「私も、クラス委員長の、陣じん内ない綾あやもいるよ」


    「妾わらわもおるぞよ！　プリンセ……や、プロデューサーのプリシラという者じゃ！」


    「ややこしくなるから、お前はちょっと下がってろ」


    　プリシラの頭をぐいと押さえながら、俺は言葉を探さぐり探り、会話を続ける。


    「えと、何から話せばいいのかな。俺たちも聞きたいことが山ほどあるんだけど──まずは、俺たちの話からしようか」


    　山田の意思を確認する意味で、俺は言葉を切って一拍置いた。


    　山田は何の反応も示さず、ただ視線をゆっくりと、俺と綾ちゃんの間で動かしている。


    　とりあえず、すぐに扉を閉めてしまわないということは、話を聞くくらいの意志はあると判断して、俺はこれまでのあらましを大まかに山田に語りはじめた。


    　修学旅行のバスを降り、旅館に向かう途中で落雷に打たれたこと。


    　気が付けば、綾ちゃんと二人で王宮の中庭に倒れていたこと。


    　そして、異世界の女王であるプリシラのスポンサードのもと、仲間集めの旅を続けていたこと。しかし、それを話し終える途中で、


    「……すいません。帰って、ください」


    　扉の隙間から、小さな声が響いた。


    　勇者の称号とはほど遠い、力ない声だった。


    「わ、わかった。じゃあ、俺たちに合流しなくてもいい。一緒にいたくないならそれでもいい。……けど、日につ蝕しよくの日までに王都に来てくれないか」


    「……日蝕？」


    「還かえれるんだよ。俺たち、もとの世界に！　だから、それまでは別行動でも構かまわないけど、最後の日には、全員揃そろってもとの世界に、日本に──なあ、綾ちゃん！」


    「うん、この機会を逃すと、もう次の機会は百年後らしいの。だから──」


    「還らないッ！」


    　突然に放たれた山田の鋭い声に、綾ちゃんがビクッと体を固まらせた。


    「──すいません、もとの世界に戻れることは、知っていました。過去の勇者──客人神まろうどというんでしたっけ、そういう人たちが、もとの世界に還っていったことは知っています。でも……」


    「あ、ひょっとして、無事に還れるのかどうかを心配してるのか？　だったら大丈夫だよ。いや、実は俺たちもそこはちょっと気がかりだったんだけど、びっくりするぜ。何と、担任の先生までこっちの世界に来ててさ、しかも、先生が千年前に魔王を倒した、最初の客人神まろうどだったっていうんだよ！」


    　山やま田だの表情に、微かすかに驚きの色が走った。


    「先生が……僕と同じように……ですか」


    「そうだよ。俺は魔法のことなんてよくわからないけど、千年前の技術で還かえれたんだから、今回だって大丈夫なはずだよ」


    「……」


    　山田は、眼を伏せたまま無言でいる。


    「ねえ、浩こう介すけ。山田君は勇者だったんだから、この世界で出会った人たちにお別れを言う時間も必要じゃない」


    「あ、そういえばそうか」


    　言われてみればその通り、俺は自分たちのことばっかりで、山田のほうの事情を考えていなかった。そのあたりのことはまだ先生には聞けていないが、千年前にも、先生とこの世界の人々との別れはあったのだ。


    　──あれが私の修学旅行でした。


    　千年前、先生と旅をしていたという千年竜から、俺とプリシラはそんな言葉を聞いている。


    　プリシラのご先祖様も、ともに旅をした勇者の伝説を今に語り継ついでいるのは、そこに絆きずながあったからだ。たとえともに魔王討伐の旅をする仲間はいなかったとしても、山田とこの世界の人々との間に、絆が生まれていないわけはないのだ。俺たちがこの修学旅行でプリシラをはじめ、たくさんの人たちと出会ってきたように、山田には山田の物語があったはずなのだ。


    「わかった。じゃあ、少なくとも日につ蝕しよくの前日までには王都に戻ってきてもらうとして、そこまでは自由行動ってことで──」


    「僕は、還りません。還りたく、ないんです」


    　それはか細い声だったが、はっきりと強い意志が感じられた。


    　一瞬、何を言われたかわからず、その言葉を頭の中で噛かみ砕きながら、俺は問い返す。


    「還りたくないってのは、えっと、俺たちと一緒には行動したくないってことか？」


    　一拍置いて、十五センチの隙間から山田は小さく首を振った。


    「僕は……もとの世界に、日本に還りたくない……です」


    　明確な答えを受けて、俺と綾あやちゃんは思わず顔を見合わせた。


    　そりゃ遊園地に遊びに行って、「もう帰りたくない！　ここに住みたい！」なんてことを言うやつはいるけれど、本心からそんなことを言うやつはいない。


    　ちょっと俺の理解を超えた返答だったので、俺が言葉に詰まっていると、


    「じゃ、じゃあこれで──」


    　山田がドアを閉めてしまいそうになったので、俺は慌ててドアノブを掴つかんだ。


    「ちょ、ちょっと待て、待てって。理由を聞かせてくれよ」


    「そうよ、山やま田だ君。どうして還かえりたくないなんて」


    　綾あやちゃんも加わってくれるが、山田の表情は暗く硬い。


    「沢さわ木きよ、その辺で」


    　五センチの隙間をもう少し広げようとドアノブを引こうとする俺の手首を、プリシラが掴つかんだ。


    「今日はその辺にしといたらどうじゃ。勇者様も突然のことで驚かれておるようじゃしの」


    　俺の手を引き、入れ替わるようにして、プリシラがドアの前に立った。


    「改めてご挨あい拶さつをば。ま、勇者様には身分を明かしても大丈夫じゃろ」


    　コホン、と小さく咳せき払ばらいをして、プリシラは胸を張った。


    「妾わらわは王宮のほうから来たものですがの、お兄さん、羽毛布ぶ団とんか消火器を買わぬかや」


    「こんな時に小ボケはいらん」


    「ちぇ」


    　プリシラは小さく舌打ちをすると、改めてプリンセススマイルをつくった。


    「王宮から来たのは本当じゃ。妾は偉大なる王統を継つぐ者にして、千年前、勇者を扶たすけ、ともに魔王の野望を打ち砕いた英雄の末裔すえ、ミラクルプリンセス・プリシラちゃんです。王家の者として、また、この世界の人間のひとりとして、魔王を討ってくれたこと、感謝いたしますぞよ」


    　ジャージ姿なのでそんなものはないのだが、スカートの裾すそを摘つまみ上げるようなポーズで、プリシラにしては珍しく、慇いん懃ぎんに深々と頭を下げた。


    　やがてゆっくりと頭を上げ、山田を見つめてにこりと笑った。


    　山田は何度か瞬きしつつ、奇妙な生き物を観るようにプリシラを眺めていたが、プリシラに見つめ返されると慌てたように視線を逸そらした。


    「じゃあこれプリントと、あと給食のデザートのカステラ」


    　プリシラは数十枚の紙かみ束たばと、ゴブリン謹製カステラの入った布袋を山田の前に差し出した。


    「──」


    　山田がそれを受け取ろうとしないので、プリシラはドアの隙間から強引に、紙束とカステラをねじ込んでいく。


    「え、あ、ちょ──」


    「よし、全部入った。じゃあの！　また来るぞよ！　次は家に入れてくれると嬉しいのう！」


    「え、うあ、あの……」


    　戸惑う山田を尻目に、プリシラは俺と綾ちゃんの手を引いた。俺と綾ちゃんは戸惑いつつも、山田宅のドアの前から離れていく。


    「ぼ、僕は──僕は還らないから──ッ！」


    　ドアの隙間から叫ぶ山やま田だの声が聞こえないかのように、プリシラは俺たちの手を引いて歩いていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺たちは山田の家を離れて、近くの酒場のようなところで一休みしていた。酒場と言っても、昼間なので子供の姿も見え、カフェテラス的な場所として機能しているらしい。


    　その一角のテーブルを、俺と綾あやちゃん、そしてプリシラで囲んでいる。


    「もうちょっと粘ったほうが良かったんじゃ」


    　果物ジュースの入ったコップを手に、来こし方を振り返って、俺が呟つぶやく。


    「あれくらいで良かったかもしれないわ。あんまりグイグイ押しすぎると、むしろ頑かたくなになっちゃうかもしれないし。山田君にも気持ちを整理する時間が必要だと思うの」


    「気持ちの整理──ね。確かに、あの様子だと、俺たち、っていうか他のクラスメートがこの異世界にやって来てることにも気づいてなかったみたいだしな」


    　いないはずの相手にいきなり出くわしてしまったら、そりゃ混乱もしてしまうかもしれない。


    「それに、相手は魔王を倒した勇者様じゃぞ。気分転換におぬしを挽肉にすることくらい楽勝でやってのける相手じゃ」


    「挽肉──」


    　何にでもグイグイ首を突つっ込みたがるプリシラにしてはあっさり退ひいたと思ったが、そういう心配もしていたのか。


    　俺たちは基本的にバトル抜きの旅をしてきた。強いて言うなら、俺の場合はゴブリンの村でゴブリンを捕まえようと奮闘したことと、運動会での相す撲もう対決くらいのものだ。他にも和泉いずみがちょいちょい木刀でバイオレンスなふるまいをしたり、一いつ色しきがドラゴン化して麺神教の信者を蹂じゆう躙りんしたりはしていたが、魔物相手に命をかけたガチバトルは一度としてない。


    　プリシラが言うには、魔王が斃たおされることによって、その魔力の影響下にあった世界中の魔物の凶暴性が下がり、世界が断然安全なイージーモードになったということらしい。俺たちが旅をしてきたのは、そんな世界だ。


    　逆に言えば、山田はこの異世界のハードモードの経験者、それもただ一人、クリア済みのプレイヤーなのだ。


    「いや、でも仮にもクラスメートを……」


    　そう言いかけて、俺は言葉に詰まった。山田がクラスメートに手を出さないと断言できるほど、俺は山田を知らない。


    　そもそもの話、もとの世界に還かえれるのに還らないと言い出すこと自体が、俺の理解を超えている。旅の中で何かがあったのかもしれないが、となれば、山田のことを俺たちの基準では考えないほうがいいのかもしれない。


    「ま、最後のクラスメートがすんなり合流というのも、それはそれで味気なかろ」


    　プリシラは果物ジュースをぐびぐびと一気に飲み干すと、カンと勢いよく音を立てて、コップをテーブルに置いた。


    「勇者様をいかにして仲間に加えるか。この旅で、おそらくは最後の関門じゃな。……んぬ？」


    　プリシラが顔を上げた。


    「ご一緒して、よろしいですか？」


    　それはもちろん、生徒ではなくプリシラに向けた言葉だったのだろう。


    　先生が、千年前の勇者が、そこに立っていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「先生は、どんな高校生だったんですか」


    　俺がそう問うと、先生は少し驚いたような表情をみせた。たぶん、その質問内容より、俺が質問をしたということ自体に驚いたんだと思う。俺はこれまで、先生と私的な会話を交わしたことなんかなかったからだ。授業の内容についてさえ一度も質問したことがない俺が、異世界の夜、先生と、幼なじみと、異世界の王女と同席している。


    　考えてみれば、不思議なことだった。


    「どんな高校生──そうですね。難しい質問です。いや、厳しい質問だと言ったほうがいいでしょうか」


    　先生は苦笑を浮かべると、


    「どこにでもいるような、普通の少年だったと思います」


    　ぽつりと、先生は言った。


    「スポーツも勉強も得意じゃない。何か特技があるわけでもないし、女の子にモテるわけでもない。けれど、何か深刻な危機に直面しているわけでもない」


    　先生は俺に顔を向けたまま、いつも授業でそうしているように、丁てい寧ねいで、でも抑揚に乏しい口調で、淡々と言う。


    「このままではいけないんじゃないかという漠然とした不安と、このまま何とかなっていくだろうという漠然とした楽観を抱かかえたまま、流されるままに日々を重ねていく──平凡な、どこにでもいるような男子高校生でした。いえ、ひょっとしたら、そんなことは大人になった今だから、過去を振り返ってそう思うのかもしれません。ただ中にいるときは、案外と自分のことなどわからないものです」


    「そう──かもしれません」


    「修学旅行の夜は、友達の部屋に集まって、本当は禁止されているのに、友達が持ってきたテレビゲームの本体を旅館のテレビに繋つないで、明け方まで遊んでいました。修学旅行なのだから対戦ゲームを持ってくればよかったのに、私が持っていったのはＲＰＧで──。そうだ、みんなが疲れて寝静まったあと、明け方レベルを上げていたことを、いま思い出しました。そして、そんな、寝たのか寝てないのぼんやりとした頭のまま、旅館で朝食を摂って、バスに向かう最中に、雷に打たれました。そこから先の話は、随ずい分ぶんと長くなります」


    「構かまわぬ！　長くなっても構わぬゆえ、是ぜ非ひとも！」


    　テーブルから身を乗り出すようにして、プリシラは先生に迫った。


    「賢者に昔の話を聞くというのは、修学旅行の定番じゃろ！」


    「確かに、お年寄りから戦争の話を聞いたりもするけどね。うん、私も聞きたい」


    　綾あやちゃんもプリシラに同調する。


    「そうですね、どこからお話ししましょうか。皆さんはすぐプリシラ王女に保護されたそうですが、私は……言動がおかしいと、いけないものをやっているんじゃないかと疑われ、その疑いが晴れたら、その次は思春期特有のアレではないか疑われ……」


    「おおっ、妾わらわの王家に伝わる伝説と同じじゃ！　伝説は正しかったんじゃ！」


    「そこが同じってのもなあ……」


    　ともあれ、先生は語り始めた。


    　千年前の伝説を。


    　日本という異世界からやってきた、勇者の物語を。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「──だいぶ駆け足になりましたが、これで私の冒険はおしまいです」


    　そう結んで、先生はお茶を口にした。


    　先生の冒険譚たんを聞いているうちに、あたりはもうすっかり暗くなり、空の端には月が昇りつつあった。辻々には魔法による炎や光が灯ともり、夜の街に繰くり出す人々を照らしていた。


    　おそらく数時間は経たっていたはずだが、俺も綾ちゃんもプリシラも、時が経つのを忘れて先生の冒険譚に聞き入っていた。正直、先生の授業を聞いていたときの何倍もの集中力で。


    　仲間との出会い。


    　新世界への船出。


    　竜との死闘。


    　魔王城へ至る大洞どう窟くつ。


    　そして、世界の命運をかけた、魔王との最終決戦。


    　それは、俺が妄想の中で憧れていた冒険そのものだった。


    「ふむん……。先生のお話が本当ならば、ご先祖様もけっこう話を盛ったりしておるのう」


    「ふふ、まあ、私も自分の格好悪いところは省はぶいたりしています。歴史とはそんなものです」


    　話が落ち着いたところで、俺は先生に訊きいてみた。


    「山やま田だは──、あいつは、どうしてもとの世界に還かえりたがらないんでしょう。いえ、あの──先生は、どうしてもとの世界に戻ろうと思ったんですか」


    　先生は少し困ったような表情で、俺を見た。俺は、言葉を継ついだ。


    「失礼かもしれませんけど、高校時代の先生は、その──」


    「構かまいませんよ。ええ、冴さえない高校生活でした」


    「だけど、こっちの世界では仲間ができて、世界を救う活躍までしたわけですよね」


    「それもただの仲間じゃない、命懸けの死線を潜くぐった戦友です」


    「だったら、この世界に留まろうとは──」


    　俺の問いに、先生はやはり微笑で応こたえた。


    「まったく考えなかったと言えば、嘘うそになります。でも、それでも──家族がいて、友達がいて──好きな女の子もいました。だから、私は還っていったんです」


    「へぇ～。好きな女の子～。その恋は叶かなったのかにゃ？」


    「っ！」


    　いきなりすぐ隣から声がした。その声の主は、もうわかる。


    「やっほー。みんなのダークアイドル・魔王ちゃんですよ～」


    　魔王たるものデンと構えておいてほしいのに、このＪＫ魔王ときたら神出鬼没だ。


    　だが先生はさほど驚いた様子もなく、魔王が隣に並んで歩くことを素直に受け容いれている。


    「聞いてた聞いてた。ぜーんぶ聞いちゃった。んふふ、たしかにたしかに、私の認識してる歴史ともちょ～っと違うなァ。んでも、そうだよね、立場が違えば語られる物語も違う、それが歴史ってもんだよね」


    　魔王の黒髪を、天高くに輝く青白い月の光が濡ぬらし、その横顔を、街灯に灯ともる真っ赤な火が照らしていた。


    「せっかくだから、あたしもいっこ質問していい？」


    　薄い唇に薄笑いを浮かべながら、魔王は言った。


    　先生は、無言で小さく頷うなずいた。


    「──千年前、世界の半分を分かち合おうと、我はお前に申し出た」


    　その声こわ音ねが、まるで人を誘う蜜みつのように甘い響きを持っていた。


    「ああ、覚えている」


    　魔王の一人称が我に戻り、先生の口調もまた、俺たち生徒に向けるものとは違っていた。


    「あの時の我の申し出、何故に断った。罠わなだと思うたのか？」


    「まあ、な。受け容れた途端にゲームオーバーのパターンだろうと思ったよ」


    「クク──。まったく、魔王というだけで信用のないことだ」


    　魔王はくすくすと忍び笑いを漏もらした。魔王は少し顔を上げ、月光に囁ささやくように言う。


    「今更言うても詮無きことだがな、あれは我の本心であったよ」


    「──あの時、お前が今の姿だったなら、答えが変わる可能性も、一％くらいはあったかもな」


    「くふふ、良いのか。教え子が聞いておるぞ」


    「あの時の──ずっと昔の話だ」


    　先生の答えに、魔王は乾いた笑いを漏らした。


    「くく、まあよい。たとえこの姿であったとしても、貴様が翻ほん心しんすることはなかったであろう」


    　魔王は人差し指をすいと動かし、先生の鼻先へと突つき付けた。


    「輩ともがらよ、かつてのように争おうではないか。実に平和的で、そして、人間らしい争いをしよう」


    「争い？」


    「我とお前とで、あの勇者を──山やま田だを取り合うのだ。貴様は教え子たる彼奴きやつをもとの世界へ戻るように説得する。我は彼奴を誘惑し、この世界に留まるように仕向ける」


    「彼を、山田君をこの世界に留めて、お前に何の得がある」


    　先生が問うと、魔王は口の端はをきゅっと三日月のように釣り上げて笑った。


    「かつて貴様に申し出たことと同じだ。我と彼奴とでこの世界を分かち合う。あれはきっと、いい魔王になる。もと勇者の魔王など、そちらの世界にはよくある話ではないか」


    　魔王はうっとりとした表情で言った。魔王の言うそちらの世界には──というのが、ゲームや漫画の話なのか、それとも世界史上の史実のことなのかは、わからない。


    「終わったはずの勇者の物語が、魔王の物語として続いていく。次の客人神まろうどがやって来るまで百年ほどか？　それまで、暗黒の時代を続けられる。ああ、素敵なことだ」


    　魔王の言っていることはわかる。


    　それはかつて、若わか王おう子じがこの異世界でやっていたことだ。あいつは客人神を、クラスメートを自分たちの陣営へと集めて、世界を変えようとしていた。それはある程度は俺への当てつけもあったのだと思うが、若王子が実際に集めたその力で、かなりの程度、世界を変えることができたというのもまた事実。


    　それを、今度は魔王が──勇者という、最もつとも大きく世界を変えた客人神の力を利用しようというのだ。


    「いいでしょう。だが、魔王よ。相手を間違えるな」


    「うん？」


    「私は既に、物語の外の者。本来ならば二度とこの世界の土を踏むはずのなかった、不帰かえらずの客。お前と闘い、そして打ち破るのは、私の生徒たち──そして、その仲間です」


    　先生は、俺とプリシラへ顔を向けた。


    「そうか、そうだな。そうであったな。ならば、よかろう」


    　魔王もつられたようにして、俺たちのほうへと顔を向ける。


    　勇者と魔王が並び立って、俺とプリシラを見つめていた。


    「そういうわけで、ここから先は、皆さんにお任せします」


    　文化祭の企画進行を俺たちに委ゆだねた時と同じ口調で、先生は言った。


    「そういうわけだ、客人神まろうどよ、そして人間の王女よ。我に言わせてみよ」


    「言わせる？　何をじゃ」


    　プリシラが問い返すと、魔王は楽しそうにきゅっと唇の両端を釣り上げた。そして、恍こう惚こつの溜ため息いきとともに言葉を漏もらす。


    「ああ──これが。これが、我ら闇やみに生きる者がついには持ち得ぬ、人間のちからというものか──」


    　魔王は月光を浴びながら、まるで台本にある台詞せりふを読み上げるように言った。ひょっとしたら千年にわたる勇者たちとの戦いのどこかで、実際にそんな台詞を口にしたことがあるのかもしれない。


    「なんてな。きゃはっ！」


    　立ち上がり、その場でスカートを翻ひるがえしてくるりと周ったかと思うと、夜気に溶けるように、魔王はその姿を消し去っていた。

  


  
    



    　　　五章　ひきこもりをなおそう


    



    「というわけで、異世界学級会～」


    　再び学級会が開かれることになった。議題は言うまでもなく、どうやって山やま田だの心を開かせて、俺たちに合流させるかということだ。


    　もともとは俺たち二年一組だけの問題だったはずなのだが、昨夜、魔王が言い残したことによって、ことはこの異世界の将来まで巻き込んだ深刻な事態にまで発展していた。もしも山田が俺たちを拒絶してこの世界に留まり、それだけならまだしも、魔王の誘惑に落ちたならば、山田が第二の魔王となってしまう。


    「さて、先日言ったとおり、妾わらわは委員長と沢さわ木きを連れ、勇者山田のおうちを家庭訪問した。が、結果は聞いての通り自称人間関係の潤滑油、またの名をぬるぬるオイルレスリング沢木では、勇者さまの心の扉を開くことはかなわなんだ」


    「潤滑油はいいとして、またの名のほうは名乗った覚えがないぞ」


    「山田君は妾たちと一緒に修学旅行はしたくないと。学校になんか行きたくないと。きたねえ大人たちの歯車にはなりたくねえと。こう言うわけじゃ」


    「最後のは言ってないけどな」


    「とにかく、どこに出しても恥ずかしくない立派なひきこもりじゃ」


    　プリシラは一同の反応を確かめるように、部屋をぐるりと見回した。


    「というわけで、どうやったらひきこもりを直せるか。学級会でその点について話し合いたい」


    「ある意味、これまでで一番リアル学級会っぽいな」


    「と、その前に。まずは相手のデータを知らねばならぬ。が、山田がもとの世界でどのような奴であったのかは、なんとクラス全員がよく知らぬという。ならばそこは仕方なし。それでも、この世界でどのような行動をしてきたかについては、調べることができる。──ちゅーことで、データ収集班、起立！」


    　プリシラの号令とともに立ち上がったのは、ヘタレジゴロヤンキーの藤ふじ崎さきと、ガッカリ感満載の残念な生徒会副会長、小こ早ばや川かわだった。


    　若わか王おう子じの配下として生徒会の実務を一手に引き受けてきた小早川が情報収集に長たけているのはわかるのだが、藤崎がデータ収集班とはどういうことだろう。


    「藤崎よ、妾の母上に色目を使った罪により火刑に処すところを、此こ度たびの潜入捜査の功によって保留にしてやっておるんじゃ。感謝せよ」


    「潜入捜査って？」


    「うむ、藤崎には隠おん密みつとして、この街に詳しい人々から情報収集を命じたんじゃ。具体的に言うと、カジノに勤めるバニーガールのお姉さん、ディーラーのお姉さん、そして歓楽街のキャバクラのお姉さんじゃ。特に、この街の出来事でキャバクラのお姉さんが知らぬことはないんじゃ」


    「随ずい分ぶんと楽しそうな潜入捜査だな」


    「ちゅーことで、まずは桃色捜査官よ、集めた情報を発表せよ」


    　藤ふじ崎さきはこれ見よがしに、チッと舌打ちをしたが、いつものヤンキー的ポーズだろう。素直に自分の集めた情報を話し始めた。


    「山やま田だだっけか。さっきひきこもりつったがよ、別に完全なヒッキーってわけでもなく、ちゃんと外出はしてるらしいぜ」


    「ああ、俺たちもカジノで出会ったもんな」


    「つーか、だいたい毎日カジノに通ってるってよ。バニーのお姉さんが言ってたから間違いねえ。常連の顔は覚えちまうそうだが、そん中でも山田は特にお得意さんだそうだ。それに、いつも同じ格好──ジャージで来てるから目立つんだってよ」


    　確かに、俺たちと出会ったときもジャージ姿だった。それにしても、毎日カジノ通いとは。


    「朝イチでカジノに並んで、まずはスロットの狙ねらい台にむかう。だいたい昼過ぎに全部コインを飲まれるから、そこで遅めの昼メシ。メシを食ったらドラゴンレースなりルーレットなりに手を出して、ちょっと勝ったり負けたりを繰くり返し、夕方頃になったら手持ちコインがすっからかんになる。つっても、世界を救った勇者だから、どうやらひと財産が家にあるらしい。その財産を毎日ドブに棄てにカジノ通いをしてるそうだ。たまにカジノに行かない日もあるそうだが、そういう日はどこへ行くでもなく街をブラついて、時には三時間くらいボーッと街角に突つっ立ってることもあったらしい」


    「ハローワークには通っておるのか？」


    「あ？　いや、別に仕事はしてねーらしいぜ」


    「うーむ。どこに出しても恥ずかしいクズのライフスタイルじゃの。就職もせずに財産を切り崩してギャンブル三ざん昧まいとは」


    「ハローワークに行かないのは別にいいだろ。財産も冒険の旅で自分で築いたものだろうし。クズっていうより、何だろう、若くして一財産を築いてリタイアした人みたいだ」


    「街の人間はそれが勇者だってことは何となく知ってるらしいんだがよ、誰に対してもそっけない態度ですぐ逃げちまうんで、最近じゃもう街の人間も姿を見かけても何も言わないそうだ」


    「ま、そこはあれじゃな。街の方の人間にも、東京の人間がタレントを見つけても、騒ぐと田舎者だと思われるから敢えて気づかないふりをする的なマナーがあるんじゃよ。この街は特に、千年前の勇者に縁が深い街じゃからの」


    　なるほど、勇者なんだから人に囲まれててもいいのにと思っていたが、そういう理由もあったのか。


    「とはいえ、カジノにとっちゃ上客だし、たまに客同士の揉もめ事がありゃ、そっとそれを収めちまうらしいんで、むしろありがたいくらいだともな。ま、たまに他の客が落としたコインを拾っていくそうだが、その辺はご愛敬ってとこだ。俺がお姉さんたちから聞いた情報はこれくらいだ」


    「よし、ジゴロ捜査官は着席せよ。火刑は保留にしてやろう」


    　藤ふじ崎さきはまた舌打ちをしながら、大人しく着席した。


    「じゃあ次、小こ早ばや川かわ副会長、よろしく」


    　そう言ったのはプリシラではなく、若わか王おう子じだった。


    　小早川は若王子に目礼して、手元の資料を取り上げた。


    「我々聖徒会は、若王子会長の命によって、この異世界各地に伝わる客人神まろうどの伝説を収集していました。その中には無論、千年前の客人神であった先生のことも含まれます。もっとも、それが我らが担任の先生であったとまではわからなかったわけですが」


    　エルフィニアにマイケルを派遣したのも、その情報収集の一環だったことが、今ではわかっている。


    「そんな中でも、歴史の彼方かなたにある過去の客人神の情報よりは、まだ記憶に新しい──どころか、進行形の伝説である山やま田だ君の情報が、最もつとも手に入れやすいものでした」


    　そして小早川は、山田の冒険を語り始めた。


    「山田君が流星となって降り注いだのは、ここよりはるか東の国の王都。その頃は当然に魔王が健在であり、魔物たちも今よりずっと凶暴性があったようですが、幸運というかご都合主義というか、彼が落ちた国の周辺は低レベルモンスターしかいないような場所でした」


    「いきなり高レベルモンスターの地域に落ちたらそこで詰むからのう」


    「そこから彼は、ザコ狩りをして少しずつレベルを上げ、資金を貯め、冒険の旅に出ます。最初に訪れた街の酒場では、師匠を殺した仇かたきを追う流れの剣士に、仇と誤解されて戦闘になっています」


    「ほう」


    「が、うまく誤解を解いて、一件落着。その剣士とは別れて次の街に向かいました」


    「……何か仲間になりそうな展開なんじゃがのう。まあよい」


    「次に訪れた魔法の都では、同級生にいじめられているみそっかすの魔法使いの少女と出会い、彼女の魔法試験のためにアイテム集めをすることになります。近くの洞どう窟くつでアイテムをうまいこと見つけて、また次の街へ」


    「その魔女っ子は仲間には？」


    「ならなかったようです。学校の友達と仲良くするようにと言い残して去ったようです」


    　うーむ、と唸うなるプリシラをさておいて、さらに情報は続く。


    「途中ドラゴンの巣に立ち寄りますが、その巣にいたドラゴンたちは、邪悪な魔導師が流は行やらせた疫病によって全滅していたそうです。その魔導師を討伐したあと、山田君の前で、たった一つ残った卵からドラゴンが孵かえったそうです」


    「そのドラゴンは仲間には？」


    「稀少生物保護官にちゃんと預けて、次の街へ」


    「……段々と展開が読めてきたぞよ」


    　その後、エルフの集落で里の危機を救うも、長老のひとり娘であり高度な魔力を持つエルフの少女をスルー。


    　人間の子供と触れ合う中で改心した魔王軍四天王のひとりをスルー。


    　自分の意志を持ち喋しやべる聖剣を、質屋に入れてエリクサー一ダースと交換してスルー。


    　ダンジョンの奥に封印されていた棺の中から美しき古代の吸血鬼が現れると、そっと蓋ふたを閉じて再び封印してスルー。


    　古代遺跡で古代人の作った機械人形のスイッチを入れたが、動き出して『アナタガワタシノマスターデスカ？』と問われたところでスイッチを切ってこれもスルー。


    　魔族と人間のハーフをスルーし、武闘大会の決勝を争った賞金稼ぎをスルーし、巨乳ビキニアーマー戦士をスルーし、貧乳ビキニアーマー戦士をスルーし、爆乳ビキニアーマー戦士をスルーし、見た目は子供だけど数百年の長き刻ときを生きる精せい霊れいの化け身しんをスルーし、わるくないスライムをスルーし──。


    　そして、それは小こ早ばや川かわの情報にはなかったことだが、最後に魔王の誘いもスルーし、ソロプレイでクリア完了というわけだ。


    「一事が万事、そのような旅だったようですので、実は旅先でも名前をほとんど名乗っておらず、勇者の名が山やま田だであると判明したのもかなり後のことでして。我々もクラスメートの誰かだろうとは思っていたのですが、まさか山田君だとは思いもしませんでした」


    「うーむ……。コミュ障と言ってしまえば簡単じゃが、折角の安易な仲間フラグを全力で根元からへし折っていく塩対応のプレイスタイル、それはそれで大したもんじゃのう」


    　プリシラは感心したように溜ため息いきを漏もらした。


    「そして、今は毎日ひとりでカジノ通いか……」


    「藤ふじ崎さきの偏かたよったコミュ力の一％でも勇者様にあれば──ま、藤崎の場合はキャバクラとカジノの往復で、冒険には出ぬパターンになりそうじゃがの。伝説のヒモで終わるぞよ」


    　確かに、もしこの異世界にやってきた客人神まろうどが藤崎だけだったら、別の種類の伝説にはなっていただろう。


    「ともかく、これで方針が決まったぞよ。というわけで、熱血教師じゃ！　ひきこもりに必要なのは、熱血教師プリシラ先生とクラスメートたちなんじゃ！」


    「それこないだやらなかったか？」


    「レギュラー放送が終わったあとに二時間スペシャルで帰ってくる、それが熱血教師というものなんじゃ！」


    　まあ確かに、プリシラ先生の熱血指導は、あの魔王のつくった幻の世界の中で、何人かのクラスメートを正気に戻したという実績はある。やってたことは体罰だが。


    「てことで、次回、新春ドラマＳＰ、まいっちんぐプリシラ先生リターンズ！」


    「タイトル変わってねーか？」


    「熱血教師が細かいことを気にしてはいかんのじゃ」


    「で、具体的にはどうするんだよ」


    「うむ、山やま田だの心を開く鍵かぎの種類は明白。あとは、どんな形の鍵が合うかを試していけばいいんじゃ」


    「鍵？」


    「人じゃよ。たった一人でも友達ができれば、それこそが元の世界へ戻る動機へとなろう。ひきこもりじゃろうが登校拒否じゃろうが、それを解決できるのは、外の世界で誰かがそやつを待っておるということではないかや」


    　プリシラのアイデアは安易で安直で、でも、確かにそれ以上のことは考えつかなかった。


    　先生の口からも、元の世界に家族や、友人や、好きな女の子がいたからこそ、戻ろうと思ったという話を聞いたばかりだ。


    「幸いにしてと言うべきか、山田はこの世界では何らの絆きずなを作り上げておらぬ。寂さびしいことじゃが、しかしそこが妾わらわたちの付け目でもある」


    　プリシラはそこで言葉を切ると、


    「たった一つの絆が、魔王とのものではいかん」


    　小さくそう呟つぶやき、顔を上げた。


    「こんだけおるんじゃ、一人くらいはウマが合うやつもおるじゃろ。そうじゃの、まずは……」


    　プリシラは、それぞれのステータスを確認するように、ひとりひとりの顔をじっくりと眺めていった。
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    「兄貴じゃ！　よいか、ひきこもりに必要なのは、グイグイと引っ張って行ってくれる兄貴的存在なんじゃ！」


    　というわけで、プリシラによるひきこもり脱出計画の人選および企画説明がはじまった。


    「古来、日本男児は兄貴の背中を見て育ってきたんじゃ。ひきこもりには健全なスポーツタイプの兄貴をぶつけることで、健全で健康的な精神が伝染し、ひきこもりが解消される！　健全な精神は健全な肉体に宿る！　そんな前時代的な思い込みに基づいた兄貴メソッドを提唱するぞよ！」


    「前時代的な思い込みって言っちゃってるじゃねーか」


    「かつて、少年誌の表紙にはマッスルボディの兄貴たちが目白押しじゃった……。ヒーローの資格、それは勇気と正義と筋肉、そんな時代があったんじゃ……」


    　そんなプリシラの言葉に共感するように、先生が遠い眼をして小さく頷うなずいた。


    「いつ頃からじゃろうか……。タフでハードなマッスル兄貴が噛かませ役とギャグ要員と少年チャンピオンに追いやられ、線の細い繊細な美形主人公や、どこにでもいるようなごく普通の僕的主人公が表紙の真ん中に居座るようになったのは……」


    「追いやられとか言うな！　チャンピオンおもしれーだろ！」


    　チャンピオン派の若わか王おう子じが抗議の声をあげたが、プリシラこれをスルー。


    「あ、あと漫画ゴラクにもいるし！」


    「それはマッスル第一世代で育ったかつての少年たちが読んでおるからじゃ。妾わらわが言うておるのは、若者のマッスル離れじゃ」


    「肉離れみたいに言うな」


    「それでも一昔前はまだ主人公でなくとも、敵の四天王の中にはひとりくらいマッスルパワーゴリ押し系がいたもの。それが、近年ではそれすら危ういと聞く。十二人衆の中にひとつマッスル枠があれば御の字じゃ。しかも、ムッキムキのくせに異能を駆使して戦うエセマッスル野郎までいるしまつ。肉弾バトルの威力を上げるための異能ならまだしも、ムッキムキの体で遠隔攻撃系の異能で戦うやつ、何がしたいんじゃ！　鍛え上げた筋肉が泣いておるぞよ！」


    「おい、プリシラ、話がだいぶ逸それてきてないか」


    「マッスル冬の時代じゃ……。タンクトップ一枚ではこごえてしまうぞよ……。それが悪いとは言わぬ、時代によって必要とされるヒーロー像は違うもの。そのたくましい背中で少年たちを憧れさせる、遠く先をゆくヒーローではなく、読者の少年たちと並んで歩く、共感しやすい等身大のヒーローが求められているのかもしれぬ。女性読者にはマッスルボディより、線の細い美形のほうがウケるのかもしれぬ。じゃが、じゃが時々でいい、かつて少年たちの心に勇気を与えたマッスルボディの兄貴たちがいたことを思い出してほしい……。妾の言いたいことはそれだけじゃ。以上で、妾のプレゼンを終わります」


    「終わるなよ、作戦は何だったんだよ！」


    「あ、そうそう。そういうわけで、ひきこもりには兄貴をぶつける。そして、このクラスの中で、マッスルボディの兄貴、いやさ超兄貴たり得るのは貴様しかおらぬ」


    　プリシラは、そいつを指差した。


    　無論、このクラスでマッスル兄貴感あふれる男といえば、宗むな像かた力つとむしかいない。確かにこの異世界ではガラクタきんに君の異名をほしいままにする逆大活躍を繰くり広げてきたが、その筋肉だけは本物なのだ。


    「よいか。今日のおぬしの役割は、哀しきマッスルモンスターではない。みんなの憧れ、超兄貴なんじゃ！」


    「ア、アニキ……。アニキヨロコブ、チカラコブ……」


    　宗むな像かたは動転して、既に若干マッスルモンスター感を溢あふれさせている。


    「ドーピング前からカタカナで喋しやべっておるあたり、いつものガラクタオチに持っていく気満々のようじゃが、まあよいじゃろ。とりあえずやってみよ。どうせこのパターンで成功せぬことはみんな薄々感付いておる」


    　自分で提案しておきながら、プリシラはとんでもないことを言い出した。


    「それを言うんじゃない。確かに、俺も正直このパターンは繋つなぎだと思ってしまっているが……」


    　むしろこれで山やま田だが、「うわあい、兄貴ぃ、僕が間違っていたよ！　健全な精神は健全な肉体に宿るんだね！　筋トレをすれば世の中の全ての問題が解決するんだ！　ばんざーい！」と部屋を飛び出して俺たちのもとに戻ってきたら、釈然としない思いのほうが勝るだろう。


    「じゃが、それこそがこの現代、マッスル兄貴が置かれている苦境そのもの。宗像よ、それを見事跳ね返してみよ！　妾わらわも飽きた。みんなも飽きた。マッスル野郎が行き着く先はネタ要員か噛かませ犬、そんな時代にダブルバイセップスをかましてやるんじゃ！」


    　こうしてプリシラＰ主導による、ひきこもり脱出大作戦の幕が開いたのだった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「と言うわけでプロジェクトＡアニキが大方の予想通り失敗したところで、次の作戦を考えるぞよ」


    「もはやどういう失敗をしたのかすら語られないんだ……」


    　オチすら満足に付けてもらえないとは、もはやマッスル冬の時代を通り越して、筋肉氷河期だ。宗像は大きな体を丸めて、体育座りをしている。


    　ちなみに、今は学級会をしていた宿の一室から場所を移し、みんなで山田の家がある通りまでやって来ていた。


    　宗像が扉の前でムキムキポージングをやっているところも、少し離れた位置で一部始終を見ていたのだが、山田の家の扉は二センチから開くことはなかった。


    「やはり繊細な現代っ子は、熱血兄貴が正面からグイグイムキムキいくパターンでは二センチほどしか心を開いてはくれぬらしい。心のチェーンロックはビクともせぬぞよ」


    　プリシラは、勇者山田の家のドアを見て言った。


    「じゃあ次は誰でいくんだ」


    「幼なじみじゃ！　ひきこもりの解消に必要なのは、毎朝家を訪ねてきてくれる幼なじみなんじゃ！」


    　プリシラは次なる企画を提案する。


    「まあ、兄貴よりは……」


    「つか、この中で幼なじみどうしといえば、沢さわ木きと委員長じゃろ。やっぱ家まで迎えに来たりとかしておったのかや？」


    「最後に浩こう介すけの部屋に入ったのって小二のときかな。家の玄関まで行ったのが……小五くらい？　それもおつかい物を渡しに行っただけだし」


    「ええっ。幼なじみといえば、二階の部屋が向かい合っていて、窓を開けたら互いの部屋が見えるくらいの関係が当たり前じゃろ！」


    「それは伝説のあだち建築だから……。そんな夢のような建築様式は現実にはそうそうないから……」


    「では、いつまで寝てんのよ！　とか言って部屋に入ってきて布ふ団とんを引っぺがすやつは？」


    「そういう奴、リアルにいたらちょっと引くと思う」


    「うーむ、夢がないのう……。じゃが、ならばこそ夢を現実に！　というわけで妾わらわが用意したのが、このちょいギャル幼なじみです」


    　プリシラに立たされた仲村渠なかんだかりは苦笑を浮かべている。


    「幼いころは異性を感じさせなかったあの幼なじみが、成長してちょいギャルになって帰ってきた！　ところが僕はスクールカースト底辺どころか、底の抜けたひきこもり。そんな二人の関係を巡る新作ラブコメ、『スクールカースト最上位のギャルがひきこもりの僕の家を訪ねて来た件について』全一巻」


    「一巻で打ち切られてる！」


    「さ、最初から単巻ものじゃよ？」


    「ていうかそもそも論として、幼なじみじゃねーだろ」


    「確かにそうじゃが、よく考えてみよ。幼なじみじゃなくても、スクールカースト上位のギャルが家に訪ねて来たらどうじゃ？」


    「えーっと」


    　俺は高校生男子としての想像力を全開にしてシミュレートしてみた。


    「……うれしい！」


    「じゃろ。ギャルにちょっと優しくされただけで、好きになってまうやろ！」


    「何で関西弁なのかはさておき、確かにそれは嬉しいかも」


    「というわけで、だかりんよ、行くんじゃ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ゴメンね。なんか、うまくいかなかったみたい」


    　仲村渠はすまなそうに、プリシラに言った。


    「ドアは九センチくらい空あけてくれたんだけど、うん、なんか、あわあわ言ってて。いろいろと話しかけてみたんだけど、あんまり応こたえてもらえなくて。あんまり粘っても悪いかなと思ったんで、みんな待ってるよとだけ伝えて、帰ってきちゃった。ゴメンね、役に立たなくて」


    　俺たちは離れたところから遠巻きに見ていただけだから山やま田だの様子までは見えていないのだが、山田があわあわする光景は、なんとなく想像できた。


    　たぶん、俺も実際にそんなことがあったらあわあわすると思う。


    「だかりんが謝ることではないぞよ。ぼっちにギャルをぶつけるのは刺激が強すぎたのやもしれぬ。兄貴より七センチ空あいただけでもよしとしようぞ」


    「ただ……」


    「ただ、何じゃ？」


    「えと、山田君が言ったことをそのまま言うね。仲村渠なかんだかりさんが来る前に、宗むな像かた君が訪ねて来て、家の前でひとしきり筋肉を見せつけて帰っていったんだけど、これからもこういうの続くのかな……って」


    「おお！　やはり超兄貴路線で間違いなかったんじゃ！　もっとムキムキ粘ればよかったんじゃ！」


    「や、たぶんそういうことじゃなくて──」


    　仲村渠は苦笑しつつ、続けた。


    「たぶんだけど、山田君も完全に心を鎖とざしてるわけじゃなくて、むしろ、誰かを待ってるのかもしれないのかなって」


    「誰かって？」


    　俺が訊きくと、仲村渠は困ったように首を傾かしげた。


    「わかんない。特定の誰かじゃないのかもしれない。ただ、本当にあたしたちを鬱うつ陶とうしいと思ってるのなら、ドアを開けてもくれないはずだし、もっと言えば、あたしたちが還かえっちゃう日につ蝕しよくの日まで、この異世界のどこかに逃げちゃっててもいいわけでしょ」


    　確かに仲村渠の言う通りだ。


    　最初のカジノでの遭遇は予定外のことだったのかもしれないが、先にもプリシラが言った通り山田は逃げようと思えばこの異世界のどこにだって逃げられるはずなのだ。


    「沢さわ木き君たちから逃げ出したのもその時の気持ちだろうけど、でも、あたしたちがこの街に滞在してるのを知ってて、それどころか家を訪ねてくるのがわかってるにもかかわらず、そこに居続けるっていうことは、完全にあたしたちを拒絶してるわけでもないんだと思う」


    「てことは山田自身、まだ揺れてる部分もあるかもしれないってわけか」


    「あくまで、あたしの印象だけど。だから、クラスメートをぶつけていくっていうプリっちの作戦は、そんなに的外れでもないと思うんだ。それに、人って相性があるから、誰がいいのかって意外とわかんないものだと思う。それに……」


    「それに、何じゃ？」


    「えっとね……」


    　仲村渠なかんだかりは迷ったように少し視線を泳がせたが、やがて決意したように、こう言った。


    「実はね、ドア越しに喋しやべってるとき、中から女の子の声がしたの。はやくはやく～、つぎキミの番だよ～って」


    　俺とプリシラは顔を見合わせた。


    　そういえば仲村渠は多分まだ顔を合わせていないが、山やま田だ家の中に居るのは、十中八九、魔王ちゃんだ。宣言通り、魔王も山田に取り入るための活動を始めている。


    　しかも、神出鬼没の魔王ならではだが、既に家の中に入ってしまっている。


    「あと、桃鉄のＢＧＭが聞こえたの」


    「そういえば、俺の荷物からいくつかのゲームと、小型の液晶テレビが消えていた。誰かが借りていったものだと思っていたのだが……人のゲームを無断で借りパクとは、魔王め……」


    　丸まる山やまが悔しそうに言った。


    「そういえば、鞄かばんに入れておいたあたしのタブレットや漫画なんかも見当たらないなーと思ってたんだけど、ひょっとして」


    　仲村渠が思い出したように言う。


    「あ！　そういえば妾わらわのおやつコレクションからも、いくつかおやつが消えていたぞよ！」


    　つまりそれらは、魔王ちゃんがパクって山田の家に持っていってしまったらしい。魔力はなくてもそういうことはできる。


    「うぐぐ、いつまでもプレイできるゲームに加えて、漫画、大量のおやつなど導入したら、ひきこもりが加速していくではないか……！　人を堕落させる手腕にかけては、さすが魔王……。しかも勝手に人のものをパクっていくなど、サークルクラッシュだけではない、友達の輪の中にいたら嫌な奴がやることはきっちりやってくるぞよ……」


    「やってることめちゃめちゃ小さいけどな」


    「にしてもゲームができるとは、魔王め、妾達を黒焦げにはできずとも、ゲームに使用する電力くらいは供給できるわけじゃな」


    　あるいはそれは勇者山田が雷の魔法を使っているのかもしれないが、とにかくひきこもり体勢は盤ばん石じやくになりつつある。


    「よし、こっちもちんたらしておれぬ！　引き続き、山田の説得作戦を継続するぞよ！」


    　焦あせりとともに、プリシラは再び作戦の継続を宣言した。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　その後も、プリシラの人選で、様々な角度からのアプローチが続いた。


    「人の心を動かすもの──それは、グルメじゃ！　父と子の不和、声の高い副部長が引き金となった企業間のトラブル、鼻の大きな副部長の失態、頭髪の薄い副部長とその弟との不和、どうやって出世できたのか謎なぞすぎる副部長の乱行による揉もめ事、およそ人間関係におけるいかなる種類のトラブルも、うまい料理とウンチクラッシュのゴリ押しで解決できる！　妾わらわたちはグルメ漫画から、そんな真実を教わったんじゃ！」


    「その副部長、ぜんぶ同一人物じゃねーのか？」


    「あのお方は稀代のトリックスターにしてトラブルメーカーじゃからの。とにかくじゃ、ひきこもりを部屋から連れ出すエピソードの二つや三つ、グルメ漫画にはあるはずじゃ！」


    「確かにそれはいくつか見たことがあるが」


    「美う味まいメシを食っただけでひきこもりが治るなら苦労せぬわ！　ってことで、グルメによる解決を提案するぞよ」


    「自分で言ってて矛盾を感じねーのか」


    「でも、旅先で故郷の味が恋しくなるっていうのは誰にでもあると思うし、それで里心がつくこともあるんじゃない？」


    　という綾あやちゃんの言も後押しとなり、とりあえずグルメ作戦を遂行することになった。


    　プリシラはこの異世界でのカステラの開発者である佐さ々さ木きや、ラーメンの開発者である漆うるし原ばらにちょいとしたものを作れと命じたのだが、いかんせん調理設備もないところではグルメ担当は無力、結局プリシラのおやつコレクションの中に残っていたうまい棒チーズ味を、何とか三センチ開いたドアの隙間からねじ込みつつ、パッケージのキャラクターのデザインに関する危険なウンチクを添えることしかできなかった。


    　しかも、


    「僕、うまい棒はサラダ味が至高だと思ってるから……」


    　との山やま田だのコメントつき。サラダ味は魔王ちゃんがパクっていったコレクションの中に含まれていたため、山田の心の扉を開くことはかなわなかった。


    「少年の心に勇気をもたらすのは憧れの野球選手と相場が決まっておるんじゃ！　ホームランを打ったら学校に来ると約束するんじゃ！」


    　という提案に従って二に階かい堂どうがホームランの約束をしに行ったが、


    「僕、どちらかというとサッカー派なんで……」


    　と、若者の野球離れを暗示する一言。扉の記録は四センチ。


    「少年の心に勇気をもたらすのは憧れのおすもうさんと相場が決まっておるんじゃ！」


    　と、先ほどとほとんど変わらないパターンの提案ながらも、我がクラスの良心、仁に王おうと聖女の二面性を内包するどすこい女神ミユーズ・柊ひいらぎ小さ百ゆ合りが訪ねていったのだが、扉はまたしても四センチしか開かず、


    「反則なら反則で明文化しておくべきだと思うんですよね……その曖あい昧まいなところを品格って言葉で曖昧にしちゃうのってどう思いますか……」


    　と、角界の問題点に一石を投じられてはさしもの柊ひいらぎも引き下がるしかなかった。


    「ええい、少年の心に勇気をもたらすのは猫耳メイド眼鏡めがねっ娘と相場が決まっておるんじゃ！」


    　というプリシラにしては的確な提案にしたがって、市場で猫耳とメイド服を買い、坂さか上がみ先生に土下座奉たてまつって一式を装備していただき山やま田だのもとを訪れたが、


    「あざとすぎるのはちょっと……逆に作為が透けて見えちゃって、引いてしまうんですよね……」


    　と一いつ蹴しゆうされてしまった。でも扉は十センチ開いた、これまでの最高記録だ。


    「うーむ、眼鏡っ娘はヘタに小細工せずにプレーンな眼鏡のまま素材の持ち味を活いかしたほうがよかったかのう。いや、ひょっとしてそっちじゃないのかも！」


    　ということで、次は天才演劇少女の川かわ中なか島じまが扉の隅に身を隠し、


    「にゃ～ん」


    　と、猫の形態模写。


    　何とプリシラの読みが当たって扉が十一センチ開いたが、川中島の姿を発見すると、がっかりした様子で扉を閉めてしまった。


    「よし新記録！　あやつは猫派じゃな！」


    　プリシラはガッツポーズをする。


    「……いや、プリシラ、趣旨変わってんだろ。扉が開いても、山田が出てこないとダメなの」


    「うぐ……。じゃあ、次──次は──！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「いい、山田君。この中から好きなカードを指定してみて」


    「……じゃあ、これ」


    「ちゃんと覚えてね？　じゃあシャッフルして」


    「……はい」


    「ふふん、あなたがさっき選んだカードはこれ。──どうかしら？」


    「……あ、はい。それです」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……じゃあ、どうも」


    　バタン、と無情にも扉は閉まり、天てん堂どうまほろのマジックも撃沈だった。


    「私は六センチ。ちぇ、次、交代」


    　戻ってきた天堂は、全部がジョーカーとなったトランプの束たばをプリシラに押し付ける。


    「うーむ。マジックでもダメ、と」


    　プリシラは腕組みしつつ、クラス名簿の天てん堂どうの欄にバツ印をつける。


    「沢さわ木き、ちょっと」


    　腕組みして次の人選を考えるプリシラを尻目に、天堂が俺を呼んだ。


    「私は正直、別に山やま田だ君のことなんか全然知らないし、名前を言われても、ああそんな人いたような──ってくらいなんだけど。もとの世界に還かえりたくないってのは、ほんのちょっと、わかんなくもない」


    「そういえば、最初は天堂も、もとの世界に還らないなんて言ってたんだよな。いや、結局本心では還りたかったわけだけど」


    　俺が言うと、天堂は少し、眼を伏せた。


    「本心では還りたかったってのも嘘うそじゃないし、この世界で生きてこうと決めたってことが完全に嘘だとは言い切れない。実際、迷ってた部分はある。でも、あんたが私に言ったのよ」


    　天堂は視線を上げて、俺を見た。


    「特別な存在じゃなくたっていい、神様になったら修学旅行に行けないぞ、って」


    「ああ」


    「傷ついたけど、嬉しかったよ。ほっとした、ってほうが近いかな」


    「ほっと──」


    「上がっちゃったところから降りるのって、けっこう勇気いるんだ。自分が普通の人間だって認めることにはね。山田君って、勇者になったんでしょ。勇者山田から、何でもない山田君に戻ることって、けっこうキツイのかも」


    「普通の人間──」


    「でもまあ、あんた達ならなんとかしそうな気がする。不思議だけどね」


    　そう言って、天堂はプリシラの手の中にあるカードの束たばを取り上げ、そのまま俺に突つき出す。


    「そういやこれ、あの幻の中で一回やっちゃったな」


    　受け取って扇状に広げると、それらはジョーカーを含め五十三枚、全てが別々の──あたりまえの、トランプカードだった。


    「あんた達なら──じゃなくて、俺たちなら、だろ」


    　俺が言うと、天堂は眼を丸くし、そして苦笑した。


    「そういうカッコつけたことは、委員長に聞こえるように言いなよ」


    　そう言って、トランプの束から一枚を抜き取り、裏返す。それは、ハートのエース。


    「ま、そうだね。私たちなら──」


    「まだまだ、次じゃ！」


    　プリシラの声が、異世界の空に響いた。

  


  
    



    　　　六章　勇者を仲間にしよう


    



    「おいどんに任せんしゃい！　山やま田だどんの心の江戸城大手門を無血開城せしめてご覧にいれもす！」


    「仮にこれで出てきたら、むしろ出てきたところを全員で取り囲んでボコボコにしてやりたいのう」


    「確かに……」


    　というやり取りを経て送り出したエセ西さい郷ごうどんは、三センチという結果に終わった。むしろこれに負けた超兄貴が不ふ憫びんである。


    「もうやけくそじゃ！　やべー奴じゃ！　ひきこもり脱却に必要なのは、やべー奴なんじゃ！」


    　川かわ中なか島じまの「にゃ～ん」が打ち立てた十一センチの壁を越えられず、次々と討ち死にしていくクラスメートたちを前に、プリシラがやけくそ気味に叫んだ。


    「そうじゃ、忘れておったぞよ。そもそも千年前に先生とともに魔王を倒したパーティのうち、妾わらわの国の国祖様と国母様の他に、自称聖戦士というやべー奴がおったんじゃ。時にはやべー奴が活路を拓ひらくこともあるんじゃ！」


    「……まあ、これまでいろんなパターンでダメだったからな。とりあえず説明してくれ」


    　俺が促うながすと、プリシラはその作戦について語り始めた。


    「なまはげを知っておるか。『悪いことをするとなまはげが来る』。そう子供に教え諭さとすことによって、なまはげを恐れる子供は悪いことをしなくなるという東北地方のシステムじゃ」


    「むしろよく知ってたな。でも、魔王を倒せる勇者がいまさらなまはげ怖がんねーだろ」


    「だから、なまはげよりやべー奴を用意するんじゃ。ひきこもっていたら、毎日こいつが家に訪ねてくる！　それは嫌だ、外に出よう！　あるいは──人間こうなってしまってはおしまいだ。こうなる前にやり直せてよかった。そう思わせられるようなやべー奴を眼の前に突つき付けてやるんじゃ！」


    「で、ヤベー奴ってってのは……」


    「名づけて！　『大して親しくないけど顔は知ってるレベルの奴が全裸で家を訪ねて来たらマジで怖い説』を検証する！」


    「まあそうだよな。ここで木き村むらの投入か……。つか検証するまでもねーよ、こえーよ」


    「じゃろ？」


    「……まあ、怖がるっていうより、あいつの全裸芸は、男なら誰でも爆笑する鉄板ネタだからな。そっちの路線でコミュニケーションが取れるかも」


    「うむ。体を使った笑いというのは万国共通、そして笑いこそが、コミュニケーションの入り口となるのもまた万国共通じゃ。自分を笑わせた相手を無む碍げに扱うことはできぬぞよ。じゃからこそ、広告代理店の男性社員はみな全裸芸のスキルを磨くわけじゃ。日本の企業戦士たちはそうやって大口の契約を取ってきたんじゃ。つまりあやつは、日本の伝統を受け継つぐ戦士なんじゃ。ラストサムライなんじゃ」


    　プリシラのそんな言葉を聞いていると、全裸で突撃するというのも、まんざら成功の望みがゼロなわけではないように思えてきた。


    「確かに昨今、セクハラだコンプライアンスだで、全裸の企業戦士たちはその牙を封印することになったとも聞く。じゃが、この世界のコンプライアンスは日本に比べてわりとゆるゆる！」


    「でも肝かん腎じんの木き村むらがいな……」


    　言ってる側そばから、全裸のやべー奴が、大通りをこちらに歩いて来た。いつもながら宝たから田だ並みのタイミングの良さだが、タイミング以外に大切なものが全て備わっていない。服とか。


    「やあクラスのみんな、こんなところに集まってどうしたんだい？」


    「つーか貴様、何でこの段階で全裸なんじゃ」


    「カジノでちょいとしたイカサマをやらかすと、身ぐるみを剥はいで全裸で街に放り出していただけるんです！　おかげで合法的にこの格好に！　僕以外にもちょいちょい半裸の人が裏口から蹴けり出されていましたよ」


    「いただけるとか言うとる時点で根本的に間違っとるじゃろ。サービスみたいに言うでない」


    「とにかく全て話は聞かせてもらった。まかせなさい」


    「そういうところだけ段取りのいいやつめ」


    「じゃがそれゆえに、プロデューサー的には使い勝手のいい芸人じゃのう」


    「行こうぜ!?　ヘヴン見せてやんよ!?」


    　既に木村は準備万端、気合いを漲みなぎらせながら両手を掲げた。


    「おおっ、昔の少年マガジンばりの『!?』の多用、やべー奴感がキてるぞよ！」


    「なまはげリスペクトなら包丁持ったほうがいいかな!?　この世界って、別に外で刃物持ってウロウロしてても捕まらないよね!?」


    「いや、全裸に包丁はさすがにビジュアル的にラインを越えてしまっておる。ヤベー奴にも限度というものがあるぞよ」


    「お前らのラインの位置、そもそもおかしいからな。ネジの外れたYouTuberでもそんなことしないからな」


    「さあ木村、行くんじゃ！　そして見せつけてやるんじゃ！　人間の絆きずなとか、コンプライアンス的に若干マズいものとかを！」


    　いつしか陽は落ち、夕暮れどきになっていった。


    　その真っ赤な夕陽に向かって、木村は駆け出していった。全裸で。


    「ぶっちゃけ、何センチ開くと思う？」


    「兄貴以上、野球以下ってとこかなあ」


    「妾わらわは六センチくらい行くと思うぞよ」


    　そんな会話をしながら、俺たちはラストサムライ・木き村むらの武運を祈った。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ちげーんだよお巡りさん！　行かなきゃならねーんだ！　俺を待ってる友達がいるんだよ！　いや、まだ友達じゃねーけど、ソウルメイトになれるかもしれねーんだ！」


    「はいはい。友達ね。うん。それはそれとして、ちょっと詳しい話を聞かせてもらおうかな。いや、君の格好についてね」


    「何が格好だよ、これからパーティなんだよ！　格好がなんだって言うんだよ！　あんたら大人はいつもそうだ！　格好だけで俺たち子供のことを決めつけちまう！　見た目じゃねーだろ！　人間はここだろ！」


    　木村は自分の胸をドンと叩たたいた。


    「はいはい、乳首ね」


    　お巡りさん的な人はクールに切り返す。


    　プリシラとともに武運を祈っているうちに、変質な者がポリスメンの職務質問にゲットされていた。想定通りすぎて特にコメントはないが、ドアに辿たどり着く前にゲットされてしまったのは悔やまれる。せめて芸をやったあとでこうなって欲しかった。


    「で、えっと、キミ、何かいけないやつやってない？　ハーブ的なやつとか」


    　木村は千年前の勇者と同じ台詞せりふを言われていた。


    「えっ、葉っぱで股間を隠して神話のワンシーンを演ずる全裸芸のひとつ『アダムと知恵の実』をどうしてご存じなのですか？」


    「あー、やってるわ。やってるね。うん、ちょっと来てもらえるかな」


    　お巡りさんは憐れみさえ含んだ眼で、木村の肩を優しく叩いた。


    「あ、『ネロとパトラッシュ』っていうのもあるんですよ。ボク天使なんですけどね」


    「そうだね。ある意味キミは天使だね。社会の軛くびきから解き放たれたエンジェルだものね」


    「そうなんですよ、いや、やっぱり心って通じ合うものですね！」


    「そして、そういうエンジェルを捕まえるのがおじさんのお仕事なんだよ」


    　ターゲットに一旦アレな認定をしたあとのお巡りさんはとても優しい。


    「うーむ。全裸で人の家を訪ねると官憲がやって来てゲットされるという社会システムのほうを失念しておったぞよ。なまはげは地域社会に根回し済みだから許されるということを忘れておった」


    「嘘うそ吐つけ、絶対にああなるとわかってやってただろ」


    　まあぶっちゃけ俺もわかってたけど。


    「しっ、沢さわ木きよ、あっちを見るでない。仲間じゃと思われてしまうぞよ」


    「そもそもクラスの仲間の絆きずなを取り戻すって趣旨じゃなかったか……」


    「山やま田だァ！　気付いてるか！　扉の隙間からでも見ててくれてるよな！　お前がクラスに戻って来るまで、俺は何度だってお前の家を訪ねるからな！　俺はいつだってお前のことを見ているからな！　山田ァ！　見ろ、これが人間だ！　俺が人間だ！　俺を見ろ山田ァ！」


    　お巡りさんに羽は交がい締じめにされながら、木き村むらはなおも友情を諦あきらめない。


    「言ってることはいい台詞せりふなのに、格好が全裸なだけで意味合いが全然変わってくるのう」


    「これが……我ら闇やみに生きる者がついには持ち得ぬ、人間のちからか……！」


    「……！」


    　神出鬼没の魔王ちゃんが、プリシラの隣で感嘆の溜ため息いきを漏もらした。もはやいきなり現れることには慣れてしまったが、あれを人間のちからと思われるのはまずい。


    「違う違う。あれは人間の中でも特殊な例だから」


    「全裸芸とか言うておったが、もはや単なる露出癖のヤベーやつじゃよな。あんなもん芸でも何でもないぞよ」


    「おめーがやらせたんだろ」


    「ってことで、次は魔王ちゃんのターン！」


    　木村が連行されていくのを見届けると、魔王はスキップ気味に路地へと躍り出た。


    「いいのかな～、魔王ちゃん、どんどん山ちゃんと仲良くなってるよ～。桃鉄の次はいたストやるんだ～」


    「な──そんな友達同士がモメそうなゲームばかりやってなお友情が壊れぬじゃと！」


    　一瞬、魔王の姿が雑踏に紛まぎれたかと思うと、次の瞬間には、その姿はもうどこにも見えなくなってしまった。おそらく、山田の家の中に行ってしまったのだろう。


    「まずい、このままでは魔王に先を越されてしまうぞよ！　全裸で遊んでいる場合ではなかったぞよ！」


    「やっぱ遊んでたのかよ」


    「次は──」


    　プリシラは名簿を手に取るが、思い直したように、それをくるっと丸めた。


    「ま、明日にしようかの。こう立て続けにネタを見せられると山田のほうも疲れるじゃろうし、ネタを見る眼も惰性感が強くなってしまうぞよ」


    「別にネタ見せじゃねーけど、まあ確かに連続はキツイよな」


    「それに、あやつの保釈手続きもせねばならぬし」


    　プリシラは木村が連行されていったほうへ眼を向けた。


    「……そうだな」


    　俺とプリシラは今日のところは山田チャレンジを諦めて、宿へ帰ることにした。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　翌日は、朝から学級会が開催されることになった。


    「異世界～がっきゅうかい～」


    　この『はじまりの街』に来てから、何度目の学級会だろうか。さすがにプリシラのテンションも下がりつつある。


    「これまでの失敗は、この結論に至るまでの道程であったのやもしれぬ。全裸猫耳超兄貴を戦線に投入するという案の決をとりたい」


    　プリシラが眼を泳がせながら、言った。


    「却下だ、プリシラ。それは企画会議のときに声に出して言ってるぶんにはおもしろいが、実際にかたちにしてみると全員後悔しかしないタイプのやつだ」


    　プリシラは俺のほうを一いち瞥べつすると、ふむ、と小さく鼻を鳴らした。


    「企画会議の段階で完成図が見えるとは、沢さわ木きもディレクターとして成長したのう……」


    　プリシラの案は当然却下だが、かと言って俺に代案があるわけでもない。


    　押しても引いても全裸でも、山やま田だは心を開いてくれない。


    　諦あきらめるわけにもいかないのだが、手詰まり感があるのは否めなかった。


    　そのときだった。若わか王おう子じが、手を挙げた。


    　全員の期待が集まるが、若王子の言葉は、それを裏切るものだった。


    「もうさ、別によくね。や、私も勇者が仲間になりゃおもしれーとは思ったけどさ、本人が嫌だつってんなら無理にとは言わねーよ。還かえりたくないつってんだから、それでいいじゃん」


    　落ち着いた状況を打ち壊すのは、いつだって若王子だった。良くも、悪くも。


    　若王子の逆張り気質は今に始まったことじゃないが、それにしてもちょっと冷たいんじゃないかと俺には思えた。当然、そんな俺の内心には構かまわず、若王子は言う。


    「ひきこもりもそうだけどさァ、何つーか、別に無理してクラスに溶け込む必要なんてないと思うんだよな。クラスメートなんて、たまたま──」


    　若王子は部屋の片隅にいた先生にちらと視線を向けた。


    「自分たちのあずかり知らないところで、先生が成績だとか素行だとかで判断してそれぞれのクラスに割り振られただけの間柄じゃん。もっと言や、日本のあの時代に生まれたってことだって、別に自分で選んだわけじゃないだろ。別の場所で生き甲斐を見み出いだせたなら、それでいいんじゃねーの」


    　若王子は言葉を切って、立ち上がる。


    「私は眼の前のもので、身の回りのもので、どうやって最大限に世界を楽しめるかを考える。困難があれば打ち破ることに楽しみを覚えるっつー、カッコいい性格をしてる」


    「自分で言うか」


    　──いや、自分で言うやつだ。若わか王おう子じ暁あきらは、そういうカッコいいやつだ。


    「だけど、みんながそうじゃないってこともわかってる。勇者サマってほどじゃないけどさ。私もこの世界を随ずい分ぶん掻かき回してきて、この世界がどんなものなのかはぼんやりわかったつもりでいる。でもって、魔王が倒される前──魔王の魔力の影響下にあって、魔物たちがもっと凶暴だった頃ってのは、私らが掻き回してた頃よりずっとハードモードだったんだろ。そんな世界の中で、山やま田だは勇者になったんだろ。それでいいじゃん、スゲーじゃん」


    「でも──」


    　中身さえ決まっていなかった俺の反はん駁ばくを遮さえぎって、若王子は言う。


    「つーか沢さわ木きさ。なーんか、どーも気になることがいっこあんだけどさ。どっかで、上から行っちゃってんじゃないの。クラスに溶け込めないかわいそうな山田君に手を差し伸べてあげる──っつー感じがしてるんだよなぁ」


    「──」


    　そう言われて、俺は咄とつ嗟さに反論ができなかった。


    　正直、超兄貴だの、野球選手だの、猫耳メイド眼鏡めがねっ娘だのが少年の心を開く──なんてことは俺は信じちゃいなかったし、プリシラもそうだろう。


    　ただ、誰かが──これだけ個性溢あふれるクラスメートのうちの、誰かが山田の心に引っかかればと思って、手を変え品を変え──というより、訪ねていくクラスメートを変えてみたのだ。


    　だけどそれが、上から目線で差し伸べられた手なんじゃないかと言われると、反論できなかった。


    「どっちが上だ下だっつー話じゃないのかもしんないけどさ。自分が所属するコミュニティが変わってくことって、フツーにあるじゃん。これから先、もっとあるよ。あいつが自分で居場所を決めたんなら、別にそれでよくね」


    　それに、と若王子は続ける。


    「あいつが同じ教室に、すぐ側そばに居た時、私らは山田のことなんて別に考えてなかったじゃん。それを今になって、同じ教室に机を並べたクラスメートだから、一緒に揃そろって日本に還かんらなきゃ──なんて、それは私らの独善じゃないのか。私らはそれで気持ちイイかもしれないけど、山田の気持ちはどうなんだよ」


    　言い終えると、若王子は音を立てて椅い子すに腰を下ろした。


    　若王子の身も蓋ふたもない──けれど、本質をついた意見が出たことをきっかけに、今回の学級会は何となく散会の流れになってしまった。


    　その時だった。


    「みんな、ちょっといいかな」


    　手を挙げたのは、綾あやちゃんだった。


    「うむ、委員長」


    「あ、違うの。何かアイデアがあるってことじゃなくて──。私が言いたいのは、タイムリミットの話なの」


    「タイムリミットとな」


    「この修学旅行に出る前にプリシラが言った、日につ蝕しよくの日が、私たちがこの世界にいられるタイムリミットなわけでしょ。そして、帰還の儀式はプリシラの国で行ってくれるということだから、その日までにプリシラの城に帰らなきゃならない。これまでの旅程にかかった日数を計算すると、明日にはこの街を発たなきゃいけない計算になるの」


    　綾あやちゃんの言葉に、全員の顔色が変わった。


    「もう、そんなに日数が経たってたのか」


    　確かに、思えばもうだいぶ長いこと、この異世界を旅してきたことになるが、なんとなく、まだ猶予はあるのだと思っていた。


    「私も、もうちょっと大丈夫だと思ってたんだけど、念のためにと思って計算してみたら──。王都に帰る途中で何かしらトラブルが起こる可能性も考慮して、一日ほどの余裕は取ってあるけど」


    　確かに、何が起こるかわからない異世界のこと、ギリギリの日程で計画を立てるのは危ういのもわかる。この機会を逃せば、次は百年後というのだから尚更だ。


    「でも、そうなると、山やま田だのことは今日中にケリをつけないといけないわけか」


    「ごめん。もうちょっと早くそれに気づいてたら」


    「いや、それは俺たち全員が考えてなきゃいけないことだった」


    　どこかで俺たちは、この旅がいつまでも続くような感覚でいたのだ。夏休みの残り日数を数えたくないように、無意識のうちに、旅の終わりを意識することを避けていた。


    　俺は、思わずプリシラの表情を窺うかがう。


    　難しい表情をしてはいるが、そこから何かの感情を読み取ることはできなかった。


    「──そういえば」


    　ぽつりと、プリシラが言った。


    「そういえば、ここにおらぬ宝たから田だはどうしたんじゃろ。先日の宴会以来とんと姿を見せぬが。そろそろあやつが登場してもいいタイミングではと思うんじゃがの」


    「そういえば最近、姿を見ないよな」


    「あやつも帰還の日程は知っておるはずじゃがの。ま、そのうちあやつはふいと現れるんじゃろうが。……ま、いつまでも顔を突つき合わせておっても、案が出ぬときは出ぬ。いったん昼食を取って、休憩後にまた集まろうではないか」


    　プリシラの提案に、反対する者はいなかった。


    　みんな、ほっとした顔で席を立っていった。
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    「……よんじゅうく……、……ごじゅうっ……！」


    　最後の力を絞り出すと、俺は腕の力を抜いて、顔から地面にべしゃりと潰つぶれた。体をごろりと反転させ、空を仰あおぐ。太陽の前に立ちはだかるように、太い腕を組んで、宗むな像かたが俺を見下ろしていた。


    「よくやったぞ。最初は二十回程度しかこなせなかったプッシュアップを、今は五十だ。言っただろう、筋肉は裏切らない。やればやるだけ身に付くのだ」


    　筋肉兄貴は白い歯を見せて、ニッと笑った。


    　宗像コーチの筋トレは、何だかんだ、異世界修学旅行の間、ちゃんと継続されていた。


    　今も、食後の気分転換にと筋トレに付き合ってもらっているのだ。


    　山やま田だにはうまくいかなかったが、筋肉兄貴の背中についていくことで、俺はちょっとはマシになれたんだと思う。


    「よし、次は私の番だな。ま、時間がない。一振りで成果を見よう」


    　立ち上がった俺に、和泉いずみ師匠が木刀を手渡してくる。こちらの特訓も、もう長いものだ。


    　俺は木刀を振り上げ、和泉に教わった通り、腕ではなく、背中で振るつもりで振り下ろす。


    　空気を斬る気持ちのいい音が響き、木刀は俺の眼の前で静止する。これも最初のうちはろくに音なんかしなかったし、振り下ろしたときの切っ先もブレブレだった。


    　それが、いつの間にか、自分でもわかるくらいに違ってきていた。


    「師匠、俺もちょっとは強くなりましたかね」


    　俺の問いに答えず、和泉は「ははは」と笑った。


    「沢さわ木き君。素振りの修練を続けると、どうなると思う」


    「……強くなれる？」


    「いいか、素振りの修練を続けると、素振りが上う手まくなるのだ。別に強くはならん」


    　爽さわやかな笑顔で言われた。


    　俺の落胆を読み取ったのか、師匠は言葉を続けた。


    「筋トレといい、剣術といい、沢木君は、強くなりたいのか？」


    　問われて、俺は言葉に詰まった。


    　強くなりたい──というのは答えに近いようでいて、少し違う。


    「いや、なんて言うか、この異世界で旅に出て──そうすると、みんなそれぞれキャラ濃いからさ、それに引き換え俺ってやっぱキャラ薄いなっつーか……。それで、ちょっとでも何かが身に付けばって……」


    　そして──そう、俺は、勇者になりたかったのだ。


    　強さの先に、それがあるような気がしてたんだ。


    「そうだ、和泉いずみ師匠はどうして剣術を？」


    　今は『そういうキャラ』として当たり前になっているその特技も、そうなる前の日々があったはずだ。俺はそれを知りたいと思った。


    「──剣術という趣味は、なかなか共感されにくいものでね。この異世界ではいざ知らず、現代日本では実用の術ではない。剣道と違って試合があるわけでもなく、女だてらにだの、手にマメができるよだの、そんなことやって何の役に立つのだの、よく言われる。確かにそうだ、役には立たない。護身術といったって、木刀をもって立ち向かわねばならぬほどの脅きよう威いなど、一生に一度あるかどうかだ」


    　それは俺の問いに対する答えを迂う回かいするようだったが、俺は黙って和泉の言葉に耳を傾かたむけていた。というか和泉師匠は元の世界でも木刀をしょっちゅう振りまわしていた気がするのだが、そこは師匠の顔を立てておくことにした。


    「宗むな像かた君の筋肉だってそうだろう。鍛えすぎてむしろキモいだの、水に浮かないってマジ？　だの、糖質に親でも殺されたのかだの、鍛えすぎて可動域狭そうだの、最終的に何に進化したいんだだの、鍛えすぎてむしろキモいだの、世間の連中は言いたいことを言ってきたはずだ」


    「お、おう……」


    　同意しつつも、宗像の筋肉が五％ほど萎しぼんだ。二回も言うあたり、それは和泉師匠の本音ではないのか。


    「──まあ、そうだな。結局、ムキっとなってる自分が好きなんだ」


    「ムキっとなってる自分が嫌いなのに鍛え続けてるなんて謎なぞすぎるからのう」


    　プリシラの兄貴に対する風当たりはやはり厳しい。


    「ええ……。我々鉄業界も、筋肉業界に勝るとも劣らない世間の冷たい風を受けています。でも沢さわ木き君は、自みずから鉄道のことを学びたいと申し出てくれました」


    「鉄道に関しては別に俺が言いだしたことではないんだが……でも、ありがとう。都内近郊の乗り換えはもう迷わずにできるよ」


    「乗り換えアプリがあれば誰でもできるんじゃがの」


    「プリシラ、余計なことは言うな……」


    　そんな会話の中、和泉は俺に手を差し出した。その意を汲くんで、俺は木刀を返す。


    　和泉は木刀を上段に構かまえ、無造作に振り下ろした。


    　空気を裂く音が聞こえたと同時に、その切っ先が正面にぴたりと静止する。


    「でも、私はこれが好きなんだ。こんな、役にも立たないことが好きなんだ」


    「──そうだよな。好きこそものの、って言うもんな。考えてみたら、俺って昔から、特技もこれといってないし、特別好きなものって……」


    　ある。


    　というか、いる。


    　いつからかとか、どうしてかとか聞かれてもうまく説明できる自信はないけど、俺にもひとり、特別に好きな女の子がいた。


    　そうか、勇者になりたいっていうのも、突つき詰めれば、あの子の前で格好良くありたいっていう、それだけのことだったのかもしれない。


    「この異世界修学旅行に来るまで、私は宗むな像かた君や鉄くろがね君と喋しやべったこともなかった」


    　不意に、脈絡なく和泉いずみがそんなことを言った。


    「おお、そういえば」


    「そう、ですね」


    　和泉の言葉に、宗像と鉄も同意する。
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    「あれ、そうなんだっけ？」


    　何となく、みんなもともとそれなりに交流があったような気がしていた。


    「それが、修学旅行で同じグループになったり、それぞれが沢さわ木き君に自分の得意分野を教えているうちに、沢木君がいないところでも喋るようになった。坂さか上がみさんや宝たから田ださんなどは、もっと顕著だろう」


    「そう──ですね。はい」


    　宝田はいないが、そこに坂上が立っていた。俺は坂上にも、時々勉強を教わっている。


    「いや、でも、坂さか上がみだって自分の意志でクラスに歩み寄って来たわけだし、宝たから田だなんてあいつが元々おもしろいってことにみんなが気づいただけで──」


    「ふふ、自分の力を自覚していないというのも、それはそれで傲ごう慢まんなものだぞ。私とて、剣を教えてくれと請われて、誰にでも教えるわけではない」


    「おっ、それはラブコメ的な意味で？」


    「ふふ、私は攻略不能キャラなのだ」


    　プリシラが食い付くが、和泉いずみ師匠は不敵に受け流した。


    「まあ、とにかくだ。沢さわ木き君は大きな世界を救いこそしなかったが、自分の手の届く範囲の世界を変えてきた。それは沢木君にしかない、君だけの力だよ」


    「俺の──」


    「そんな大層なものかのう。潤滑油はただ人の間でヌルヌルしておっただけではないか」


    「そのヌルヌルが意外と真ま似ねできないものだ。人の間合いにヌルっと入るのは達人の域だぞ」


    「その通りだ。いかに筋肉をパンプアップさせようと、最後に肌へ塗布するオイルがなければ、ボディビルコンテストで好成績を収めることはできんのだ」


    「ええと、鉄道のメンテナンスにもオイルが……」


    「むりくり油関連のことを言わんでもよいぞよ？」


    「え、えっと、私も、和泉さんがぬるぬる水着相ず撲もうで奮闘してるとき、ぬるぬるしてるだけでこんなにいかがわしさがアップするんだって思いました！　これは絶対動画で残さないとって思いました！」


    「それは既に自分のヌルヌルエピソードではないしのう。じゃが動画があるとは初耳、あとで見せるように」


    「あっ、その鑑賞会には俺もぜひ」


    「そっかな～ァ。誰とでも仲がいいなんて、それって結局、誰ともそんなに仲が良くないってことなんじゃないのぉ？」


    「む、出おったな」


    　プリシラが声のしたほうを鋭く睨にらみつけた。いつからそこに立っていたのか、魔王ちゃんがもう見慣れたニヤニヤ笑いを浮かべて立っていた。


    「何しに来たんじゃ。貴様は動画鑑賞会には入れてやらぬぞ」


    　言葉の棘とげを隠そうともせず、プリシラは魔王を突つき放す。


    「スポ根乙～って思って～。私って～、才能ない奴が自分で自分を褒ほめるためだけに無駄な努力を重ねてる姿にキュンキュンしちゃう人じゃないですか～。だからぁ～、何も結果出してない奴が練習重ねただけで何かやった感出してるとこだーいすきなの！」


    　嫌なことを言いながら、魔王はニコニコ笑顔で近づいて来る。


    「んでんで、どうなのぉ？　こんなとこでマイナー趣味の連中が集まって、傷をペロペロやってる暇ひまはあるのぉ？」


    「ひとつ、思いついたことがある」


    「おお？」


    　魔王が首を傾かしげると同時に、プリシラたちも俺へ視線を集めた。


    　なぜ剣を──和泉いずみに問われて、思い出したことがある。


    　俺は、勇者になりたかった。


    　あいつも、山やま田だもそうだったんじゃないか。


    　だったら──。
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    　──勇者。


    　──俺がなりたかったもの。


    　──俺がなれなかったもの。


    　再び開催された学級会で、俺は手を挙げて立ち上がった。


    「みんな、いいかな。俺が考えた作戦があるんだ」


    　クラスメート全員が、俺へ注目する。


    　その中で、俺は二人のクラスメートへ、順に視線をやった。


    　坂さか上がみ雪ゆき乃のと、天てん堂どうまほろ。


    　このクラスの中で孤立していたのは、山田だけじゃない。


    　坂上や天堂は、この異世界修学旅行の中でようやくクラスに馴な染じんでいった。


    　だけど、坂上雪乃がクラスで一番──いや、学年で一番の成績を誇る優等生だということは誰もが知っていたし、天堂まほろもかつての天才マジシャン少女として有名だった。


    　彼女らは孤立の中でも、少なからずの尊敬を受けていて、だからこそ、彼女たちがこちらへ側へと歩いてきたとき、そこには悪くない椅い子すが用意されていた。


    　山田は違う。少なくとも、本人はそう思っているかもしれない。


    「俺たちは、魔王を倒すっていう、言わば山田の最高の見せ場を見ていない。あいつが凄すごかったところを見てない。ただ、伝聞でそれを聞いただけだ」


    「確かにそうじゃが、しかし、山田が魔王を倒したということは、魔王本人から聞いたではないか」


    　俺は頷うなずいて、言葉を続ける。


    「そこを疑ってるわけじゃない。だけど、俺たちの眼の前で、自分が活躍するところを、凄いって思えるところを見せることができたら、あいつもちょっとは自信が持てるんじゃないか。山田がクラスのみんなに引け目を感じていたとして──みんなの前で、山田が凄いってところを見せることができれば、あいつも自信が持てると思うんだ」


    「ふむ……。じゃが、どのような方法を？」


    「思い出してくれ。俺たちはドラゴンの山で、村の人たちにひと芝居打ったろ」


    「そういえばそのようなことがあったのう」


    「何だそりゃ、詳しく」


    「そういやあたしも、その話は聞いてたけどまだ合流してなかったんだっけ」


    　若わか王おう子じや仲村渠なかんだかり、二に階かい堂どうなど、あの時はまだ合流していなかったクラスメートたちに、俺はあらためてドラゴンの山での一件を説明する。


    　流れ者の女騎士・宝たから田だが、村の平和を脅おびやかすドラゴンを討伐する──そんな筋書きの芝居を、俺たちは演じてみせたのだった。


    「突とつ如じよ、平和な街に現れたドラゴンを、勇者が軽々と撃退する。その活躍の様を俺たちに見せることができれば、山やま田だもちょっとは自信が持てると思うんだよ」


    　無論、そのドラゴン役はあの山と同じく、一いつ色しきがつとめることになる。


    「なるほど、沢さわ木きの案にしてはおもしろいのう。やってみる価値はあるやも」


    「要するに学芸会か。私、そーいうの嫌いじゃないぜ」


    　若王子も乗り気になったらしい。


    「でもさ、勇者がドラゴンを撃退するつってんじゃん？」


    「ああ。イイ感じのところで、一色にはうまいこと逃げ出してもらう」


    「……あたしも山田が実際にバトルしたとこを見たわけじゃないんだけどさ。山田がドラゴンにトドメさしちゃったらどうすんの？」


    「た、確かに、妾わらわはこんな伝説を聞いたことがあるぞよ……。ドッキリ番組で、タレントにチンピラが因いん縁ねんをつけるドッキリを仕掛けたら、タレントがそのチンピラをガチでボコってしまってお蔵入りになったという伝説……」


    　さすがバラエティ番組に詳しい王女、バラエティ回の伝説にも詳しい。


    「あと、こんな伝説も聞いたことがあるぞよ。タレントが宿泊しているホテルの部屋に隠しカメラを仕掛け、突如テレビからエロいビデオの映像が流れてあたふたする様子を撮ろうというドッキリを仕掛けたら、慌てるどころかそれをラッキーだと思ったタレントがおもむろに──」


    「そっちの伝説は詳細に語らなくていい」


    「ま、いっか。出たとこ勝負じゃ。よし、やってみよー」


    　プリシラＰはあっさりと企画にゴーサインを出した。


    「バラエティ番組で事故が起こるのって、こういう大おお雑ざつ把ぱで楽観的なプロデューサーが、見切り発車で企画をゴリ押しスタートさせる時なんじゃないかな……」


    　綾あやちゃんが心配そうにフラグっぽいことを呟つぶやいたが、プリシラは強引に押し通すことにしたらしい。


    「でぇじょうぶじゃ！　たとえ挽肉にされてもエリクサーで回復すればいいんじゃ」


    「挽肉から回復できんのかよ」


    「あ、あらびきならたぶん……。とにかく、あとは現場の流れで！」


    　プリシラＰはフラグを回収する気満々で大おお雑ざつ把ぱに企画のスタートを告げた。


    「んでは、ゆくぞよ！　ドッキリドラゴンクエストの開幕じゃ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「きゃあああああああああ！　こんな平和な街に突とつ如じよ巨大なドラゴンが！」


    　少女の叫び声が、山やま田だ宅前の通りに響く。


    　やはりここは演技力が第一ということで、主演女優は川かわ中なか島じまがつとめることになった。脚本の台詞せりふが非常に説明的だが、やはりさすがの演技力、その迫真性は大したものだ。


    　そして、路上にへたり込む川中島の前に、一いつ色しきドラゴンが顎あごを開いて屹きつ立りつする。


    　と、そんな二人（というか一人と一匹）が路上で睨にらみ合っていると、さすがにドラゴンと聞いてひきこもっているわけにはいかないのか、ジャージ姿の山田が家から出てきた。もし出てこなければ直接助けを求めにいく予定だったが、その手間は省はぶけたようだ。


    　もっとも山田はまだ状況がうまく飲み込めないらしく、ドラゴンをボーッと見ていた。魔王ちゃんと夜通しいたストでもやっていたのか、徹夜明けっぽい顔だ。


    　ちなみに街の治安を守る自警団的なものは、プリシラパパに裏から手を回してもらったので、出動してこない手て筈はずになっている。余談だが、木き村むらが早期釈放してもらえたのも、プリシラパパのおかげだ。中世ヨーロッパ風異世界での王権ってスゲー。


    「おのれー、じゃあくなどらごんめー。このわたしがあいてだー」


    　時とき任とうが出すカンペを棒読みしながら、大根和泉いずみがドラゴン相手に木刀を振り上げた。


    　和泉は最後まで「どうしてもと言うなら水着を着てやってもいいが」とプリシラＰにアピールしていたが、怪獣に水着の組み合わせはＢ級映画感が出すぎるというプリシラＰの判断によって、制服での参加ということになった。


    　山田の前で、和泉、柊ひいらぎ、二に階かい堂どうら、うちのクラスの武闘派連中が軒並みひょいひょいとドラゴンに吹っ飛ばされていく。ここまでは段取り通り。


    　続いて副会長、白衣、メタル、西さい郷ごうどんと、新キャラも取りあえず吹っ飛ばされていく。


    　俺とプリシラは助けを求めるような表情で──実際、この素人しろうと芝居が成功するかどうかの戸惑いが浮かんでいたはずだ──山田を見る。そんな俺達につられたのか、一色ドラゴンも山田へ顔を向けた。山田から遅れて家から出てきた魔王ちゃんも、興味深そうに、遠くから成り行きを見ていた。


    　奇妙な緊張が走る中、山田は無造作にドラゴンへと歩み寄っていくと、ひょいとその前足のつけ根を殴なぐりつけた。


    　かいしんのいちげき！


    　とさえ見えない、無造作なパンチだった。


    「いっ──がぁああああ！」


    　一瞬日本語で喋しやべりそうなのをこらえ、涙目で咆ほう哮こうをあげながら、一いつ色しきドラゴンは文字通り、尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出していった。


    　あまりの一方的な展開に、俺たちは呆ぼう然ぜんと立ちつくすしかない。


    「ドラゴンを肩パンで撃退するとは……」


    　肩パン──アクティブで頭の悪い中高生が、親愛の情を込めて互いの肩を殴り合う行為である。人間同士でさえ、肩という頑丈な箇所を殴り合うわけだから、大ダメージには至らない。そんな肩パン一撃で、巨大なドラゴンをあっさりと撃退してしまった。


    　山やま田だを讃たたえる段取りになっていたはずの女子チームも、あまりの一方的な展開に、暫しばし呆然とするしかない。


    「それっ、今じゃ！」


    　プリシラの合図で、あちこちに潜ひそんでいたクラスメートたちが気を取り直して、一斉に山田へと駆け寄っていく。


    「このわたしがたちうちできないおそるべきどらごんをいちげきでたたきふせるとは。やまだくん、だつぼうだよ」


    　大根が木刀を片手に、漢字が使えない昔のファミコンキャラのような口調で山田に称賛の言葉を贈った。


    「あ──助けてくれて、ありがと。うん、山田君って、本当に凄すごいんだね」


    　仲村渠なかんだかりが少し照れたように、笑顔で礼を述べつつ山田を讃える。スクールカースト最上位のギャルにそんなこと言われたら惚れてまうやろ。


    「す、凄いです……」


    「すっごいね！」


    「生なま半なかな鍛錬ではあの境地には至れまい。感服したよ」


    　ギャル担当の仲村渠に続いて、眼鏡めがね、ボーイッシュ、力士の三タイプの女子が次々と山田を讃える。多少タイプに偏かたよりがある気がしないでもないが、クラスメートの女子に褒ほめられて嬉しい気がしないわけがない。たぶん。


    「おう、やーまだ、やるじゃねえか。見直したぜ」


    　体育会系ピラミッドの頂点である二に階かい堂どうもまた、山田を讃える。これもきっと嬉しいはずだ。


    「ヘッ、やるじゃねえか」


    「コングラッチュレーション……おめでとう……」


    　藤ふじ崎さきや佐さ々さ木きといった小者たちも次々と山田を讃えていくが、これは別に嬉しくないと思う。


    「僕の計算によれば勝率は一％以下だった……。それを覆くつがえすなんて……」


    　自分の乳首に電極を挟んで電流を流すリアクション芸を得意とするエロでんじろう先生が、計算してもいない確率を持ち出して博士はかせキャラをきどりつつ山やま田だを讃たたえた。


    「勇気ある者よ、同じく勇者と呼ばれた者として、同じ高みに来たる君に最大限の賛辞をうわなにをする、離せやめ……！」


    　どこからともなく走って来た全裸の男が、称賛の言葉を述べ終える前に、駆けつけてきたポリスに再び連行されていった。


    　拍手の渦の中で、しかし、山田の眼はひどく冷めていた。ドラゴンとの戦闘に勝利したという興奮はおろか、クラスメートに次々と讃えられることの喜びも──戸惑いすらもない。


    「さっきの……一いつ色しき君、だよね？」


    　山田の言葉に、半ば無む理り矢や理り作り出していた熱狂の渦が、さっと冷めていくのがわかった。


    　山田は静かな眼で、俺を見る。


    「あ、いや、それは──」


    　つい、ドラゴンを一撃で殴なぐり倒したその拳こぶしへと眼をやってしまう。


    　俺のそんな僅わずかな怯おびえを感じ取ったのか、山田は俺から視線を外し、一色ドラゴンが逃げて行った方角へと眼をやった。


    「魔力で姿を変えた形跡が感じ取れる。旅の途中でそうやって勇者を──僕を騙だまし討ちにしようとした魔物がいたんだ。クラスの中で、今ここにいないのは彼だけだから、ひょっとしてそうなのかと思ったんだけど──どうやら、それで合ってるみたいだね」


    　俺の顔色から反応を読み取ると、山田は踵きびすを返して自分の家へと向かった。


    　その先で、魔王ちゃんが嘲あざけるような笑みを浮かべていた。


    「待てよ、待ってくれよ、山田」


    　山田は、足を止めて振り返った。


    「確かに、これはひと芝居打った。でも、それも、お前に戻ってきて欲しいから」


    「どうして？」


    「それは──山田が、クラスメートだから」


    　俺の言葉に、山田は笑った。寂さびしそうに。


    「同じクラスの人間がいなくなる──それが何となく気まずいからじゃないのかな。元の世界に戻ったとき、そこに空席があるのを見つけて、自分たちが後ろめたい思いをしたくないから──」


    「あーもうじれったい、男同士でウジウジ暗い話しやがってよお！　殴り合え殴り合え！」


    　沈んだ空気を少年チャンピオン的価値観で無理矢理掻かき混ぜるようにして、若わか王おう子じが割って入ってきた。


    「あー、殴り合ったら沢さわ木き死ぬのか」


    　俺をちらと見て、顔を山やま田だへ向けた。


    「あーっと。私の名前はわかる？」


    「……若わか王おう子じ、さん」


    「おー、正解正解。ま、同じ学年で私の名前を知らねー奴はいないよな」


    　自信満々の──いつもの顔で、若王子暁あきらは勇者の前に立った。俺が、最もつとも勇者に、そして魔王に近いと思っていたクラスメートが。


    「私はどっちかっつーと、クラス全員仲良しこよしなんて状態だったら、それを掻かき混ぜて壊しちゃいたい性格なんだけどさ。だから、お前がもとの世界とかクラスとかに興味がないっつーんだったら、それでいいと思うし、ほっといてやりゃいーじゃんとも思う。思うんだけどさァ」


    　若王子は、肩パンされたまま蹲うずくまる一いつ色しきドラゴンへと眼をやった。


    「消去法でこのドラゴンが一色だってわかるためには、他のクラスメート全員のことを覚えてなきゃ無理だ。お前だって、クラスメートに興味がないってことはないんじゃねーの」


    　若王子のその言葉に、それまで一切揺れなかった山田の顔色が、ほんの少し変わった。


    「本心で興味ねーっつー奴を無理に連れてこうってんなら、そんな気持ち悪いこと止めろって思うんだけどさ。もしお前に、ちょっとでもこっちに交ざりたいって気持ちがあって、でも初しよっ端ぱなで拒否るポーズを取っちゃったから引っ込みが付かなくてカッコわりーとか思ってんだったら、クソダサいカッコわりー思いしてさっさと交ざれよ。みんなそうやってカッコ悪い思いしてんだよ。私だってこないだフラれたばっかなんだよ」


    　若王子の言葉に、みんなが──特に、若王子に近しい生徒会メンバーがザワついた。


    　若王子は更に一歩、山田に歩み寄る。


    「この私がフラれたんだぞ。クソカッコ悪いのは、お前だけじゃないんだよ」


    　山田の眼を見て言った。


    「ま、この世界に残って魔王になるっつーんなら、それはそれでおもしろい。あとで私が作っておいた異世界征服マニュアルやるよ。元の世界に戻れなかったら私が魔王になってやろうと思って作ってたんだけど、もう必要なくなったからな。欲しかったら取りに来い」


    　若王子が山田の肩を、グーで軽く叩たたいた。


    「じゃな、そんだけ」


    　若王子はくるりと踵きびすを返し、山田から離れていった。


    　しかし、それでも、山田はその場から動こうとしなかった。


    「きゃは。なかなか泣かせる出し物だったじゃない。人の心を騙だまして揺さぶろうとするなんて、んふふ、人間もなかなか魔王ちゃんに負けないくらいえげつないじゃ～ん」


    　いつの間にいたのか──ずっといたのだろう、魔王が俺のすぐうしろで、囁ささやくように言った。


    「でも、そろそろ場が煮詰まって、潮時かな？　キミたち、もうだいたい全部出したよね？　それとも、まだネタ見せやる？　無駄だと思うけど」


    　そうかもしれない。もう、俺たちが山やま田だに言えることなんて、ないのかもしれない。


    　でも、それでも──。


    「沢さわ木き君、いいかな。君と話がしたい」


    　俺が躊躇ためらっているうちに、気づけば、山田が俺の眼の前に立っていた。


    　俺の眼を見て、そう言った。


    「俺と──？」


    　俺は思わず、他のクラスメートたちを見回す。


    　若わか王おう子じも、和泉いずみも、天てん堂どうも、二に階かい堂どうも、佐さ々さ木きも、仲村渠なかんだかりも、綾あやちゃんも、そしてプリシラも。みんなが俺を見ていた。そして、眼の前の山田も。


    　改めて思う。やっぱり俺は、こいつのことをよく覚えていない。同じクラスにいたはずなのに、山田のことをよく知らない。


    「浩こう介すけ」


    　綾ちゃんが、少し心配そうに俺の名を呼んだ。


    「うん、大丈夫」


    　俺は短く答えて、山田に向き直る。


    「いいよ、山田。話をしよう」


    　俺が応じると、山田は頷うなずいた。


    「それから、プリシラ王女も、いいですか」


    　名を呼ばれたことが意外だったのか、プリシラは少し驚いたような顔を見せた。少し他のクラスメートの顔を見回していたが、やがてすぐに山田に顔を向け、頷いた。


    「勇者様のご指名とあらば、ゆかねばならぬな。よかろう」


    　プリシラは体育前の準備体操をするように、膝ひざを屈伸し、腕をぐるぐる回し、首を回し、腕を広げて深呼吸すると、俺と山田のもとに歩いて来た。


    「それから──」


    　山田は、プリシラの背後に視線を向けた。


    　その先に、ひとりの少女。


    　俺たちの学校の制服を身に纏まといながら、俺たちのクラスメートではない少女。──魔王。


    「りょ。って言っときゃいいのかな？」


    　少し小首を傾かしげて、魔王は右手でＯＫサインを作った。


    「ふむ。勇者に魔王に王女、そして潤滑油。バランスがいいんだか破は綻たんしておるんだかわからぬパーティじゃが、それもまた一興じゃの」


    　最初に歩を進めたのは、プリシラだった。遅れて、俺と魔王が続く。


    　こうして、最後の家庭訪問がはじまった。

  


  
    



    　　　七章　腹を割って話そう


    



    　勇者山やま田だ、俺、プリシラ、そして魔王。


    　その四人が、山田の家の一室で、ちゃぶ台を囲んでいた。


    　山田とプリシラはジャージ姿だし、俺と魔王はそれぞれ男子と女子の制服を着ているため、それだけ見れば、学校帰りにクラスメートの家に集まっているように見えたかもしれない。


    　俺は何から切り出そうかと考える。


    　いや、山田から誘ったのだから、その言葉を待つべきか。


    　でも、それを待つうちに魔王のペースに巻き込まれるのも困る。


    　そんな風にタイミングを測っていたが、口火を切ったのはプリシラだった。


    「勇者どのよ。こっちの世界には、いつ？」


    　プリシラにとっても微妙な距離感なのだろう、間合いを計るようにそう切り出した。


    「一年くらい前──です」


    「ふむ。ではやはり、二年一組の中でも、一番最初にこの世界にやってきたんじゃな。最初に落ちたのは、どこの国じゃ？」


    　問われて山田はまた、どこかの国の名を答えた。小こ早ばや川かわが言っていた、東の国なのだろう。


    「ふむ。それは随ずい分ぶんと遠くじゃの。世界の反対側から旅を続け、ぐるっと回って、例の魔王城に辿たどり着いたわけじゃな。妾わらわの国は、魔王城のずっと南じゃ。それゆえ、勇者どのが旅の中で立ち寄ることはなかったし、またその風ふう聞ぶんが伝わるのも遅かったということじゃな」


    　ＲＰＧなんかだと、だいたい世界全土を踏破して、最後に残るのがラストダンジョンだ。でも、この異世界での冒険は、そういうところはＲＰＧと違ったらしい。まだ見ぬ土地を残してラスボスを倒すということもあり得るのだ。


    　プリシラはしばらく無言でいたが、


    「勇者どのよ。沢さわ木きに話があるのではなかったのかや」


    　そう、山田に促うながした。


    「──はい」


    　山田は頷うなずいて、正面の俺に顔を向けた。


    「僕はあの教室の中で、ずっと思ってた。ここは自分の居るべき場所じゃない。ここに自分の居場所はない。って」


    　そして、勇者山田は──いや、山田は、自分のことを語りはじめた。


    「誰とも接点が持てないまま、だからこそ、僕はずっと教室の中を観察していた。趣味は人間観察──だなんて、暗いヤツの言いそうなことだろう」


    「きゃはは」


    　魔王が挑発するように、わざとらしく笑った。その笑い声に反応することなく、山やま田だは続ける。


    「やがて、僕は気づいてしまったんだ。それは、とてもとても辛つらいことだったよ」


    「気付いた──何にだ」


    　山田は、薄く笑った。


    　自じ嘲ちようのような、何かを諦あきらめたような、ひどく寂さびしげな微笑だった。


    「この教室には、誰も悪いヤツがいないってことにさ」


    　まるで二年一組の教室を見回すかのように、山田は異世界の夜を見回した。


    「大抵、いるものなんだ。人付き合いのうまくできないやつを、ことさらに馬鹿にしたり、威圧したり、ときに暴力を振るったり──。そして、そういう光景を見て見ぬふりしたり」


    　そういうことが、小学校のときか、中学校の時か──ひょっとしたら、去年のクラスであったのかもしれない。


    「確かに、それは辛いよ。嫌なことだ」


    　山田はなぜか、微笑を浮かべていた。


    「でも、本当のことを言えば、それが救いになったりもするんだ」


    「救い？」


    　クラスの中に嫌なやつがいることがどうして救いになるのか、俺にはわからなかった。


    　山田は、自嘲的に薄く笑った。


    「あいつらのせいで──そう思えることが、逃げ道になる、救いになることもあるんだ。でも、あの二年一組の教室にはそれがなかった」


    　プリシラが何か言いたげに、山田の横顔へ顔を向けたが、しかし何も言わなかった。


    　魔王も少しだけ眉まゆを動かしたが、やはり無言を保たもった。


    「あの教室は、幸せな世界だった。だから、僕には辛かった。誰も悪いやつがいない世界で、それでも孤立してしまうときの絶望──。誰も友達ができないのはお前自身のせいなんだと、言い訳のきかない状態で突つきつけられてしまう」


    　山田は、小さく息を吐いた。


    「若わか王おう子じさんが、言ってたよね。交ざりたいのに、拒否するポーズを取ってるんじゃないかって」


    「あいつの言うことは、話半分に聞いておけばいいんだよ」


    　山田は前を見たまま、小さく首を振った。


    「その通りなんだ。僕は、誰かが声をかけてくれるのを、ただずっと待ってた。寝たふりをして、頭の後ろ側を通り過ぎていく笑い声を聞きながら、誰かが僕の肩を叩たたいてくれることを、何もせずにずっと待ってたんだ。そして、自分を慰める空想をしていた」


    「空想」


    　プリシラが、小さく呟つぶやいた。それに合わせるように、山やま田だが言葉を継つぐ。


    「他た愛あいのない空想だよ。突然、美少女の転校生がやってきて、僕と友達になってくれるとか。学校がテロリストに占拠されたり、ゾンビパニックが起こったりして、僕がとっさの機転で活躍するとか」


    　山田は俯うつむき加減に、テーブルの中央を見つめて、言った。


    「クラス丸ごと異世界に飛ばされて、そこで、僕が勇者となって活躍するとか」


    　室内を照らすランプの炎が、ゆら、と揺れた気がした。


    「その空想は、半分叶かなった」


    「半分？」


    「僕の空想では、クラス全員が一緒に行動するはずだったんだ。その中で、目立たなかった僕が勇者としての頭角を現していき、クラスのみんなから見直される。そういう筋書きを妄想してた。そう、まるでさっきのひと芝居のように──」


    　山田がどんな気持ちでそう告白したのか、そして、そんな告白をした山田が、俺たちの打った芝居をどのような気持ちで見ていたのか、考えるだけで胸の奥が疼うずいた。


    「あのクラスは、たぶん最高のクラスで──だからこそ、そこに居場所を見つけられないのが、辛つらいんだ」


    「だけど、それでも──逆に言えば、あのクラスなんて年度が変われば……」


    「沢さわ木き君。あんな理想のクラスで、それでも居場所が見つけられなかった僕に、あの世界で居場所を見つける自信はないよ」


    「それは──」


    「でもこの世界なら、少なくとも僕は独りで生きていける。僕はもう、それでいいんだ」


    　言い終えて山田は俯いた。


    　重く暗い空気が、部屋の中を覆おおっていた。


    　山田の決意は固く、それでも俺は、山田に言えることを、自分の中から掻かき集めようとした。


    　やがてそれは、自然と言葉になっていった。


    「俺は山田のことを、普通の奴だと思ってた。特徴のない、どこにでもいるような──俺と同じような」


    　山田は無表情に、俺の言葉を聞いている。俺と同じ、そう言われてどう感じているのか、その表情からはその内面をうかがうことはできない。


    「でも、違った。山田がこの異世界でどんな冒険の旅を潜くぐり抜けてきたかは知らないけど、立派な勇者になって、魔王を倒し、この世界を救った。そんなことは、俺にはできない。休み時間の空想じゃない。お前は、本当にやったんだよ。見直した──っていう言い方でいいのかどうかわからないけど、みんな、今のお前を凄すごいやつだと思ってるよ」


    　俺の言葉に、山田は困ったように眼を伏せた。そして席を立つ。


    　待ってくれ、そう言いかけたが、山やま田だは部屋の隅に置いてあったものを手に取ると、再び席に戻ってきた。


    「これ、読んだよ」


    　山田が手にしていたのは紙かみ束たばだった。それを手元で立てて、トントンと端を揃そろえ、俺のほうに差し出した。何かわからないまま、俺はその紙束を受け取った。


    「これは──」


    　その筆跡には見覚えがあった。


    　それは、旅の合間にプリシラが書き留めていた旅行記だった。


    「これをいつ……」


    　そう口に出しながら、俺はそのことに気付いた。最初に山田のもとを訪ねた時、プリシラが山田に手渡したプリント。『不登校のクラスメートを訪ねる』というショートコントの一環としてスルーしていたが、あの時プリシラが差し出したプリントこそが、俺たちの旅行記だったのだ。


    「嫌味に聞こえるかもしれないけれど、素直な僕の本心として、とても楽しい旅だったんだろうなって思うよ。そして、思う。どうして、僕はここにいなかったんだろう、って」


    「だったら、今度はお前の冒険の旅のことを聞かせてくれよ。でもって、二つの物語がここから一つになる。この先は、お前の物語でもあるんだ」


    　俺はプリシラの旅行記に眼を落としながら言う。


    「何かきっかけがあったら、そう言ったよな。じゃあ、これが切っ掛けだよ。あんだけ濃いメンツばっかりの教室に勇者が凱がい旋せんしてきたらどうなるか、それを考えるだけでもおもしろいじゃないか」


    「んむ。その通りじゃ。妾わらわもおぬしの話をいろいろと聞きたいぞよ。なんせ、おぬしの伝説が、ここから先この世界に残っていくんじゃからの」


    　少し身を乗り出すプリシラに、山田は苦笑を返した。


    「昨晩、宝たから田ださんが僕の家を訪ねてきたんだ。ちょっと話がしたい、って」


    「──！」


    　予想外の方向からの言葉に、俺とプリシラはもちろん、魔王までもが驚いたようだった。


    「僕も驚いたよ。いろんなクラスメートが訪ねて来たけれど──でも、まさか彼女が来るなんて思ってもみなかった」


    「宝田には俺たちは何も──」


    「彼女も、この異世界で冒険していたんだってね」


    「らしいんだけど、詳しいことは教えてくれねーんだよな」


    　俺は同意を求めるように、プリシラを見る。


    「んでんで、何の話をしたんじゃ」


    「別になんてことはない、この異世界での話だよ。最初に覚えた魔法は何かとか、手て強ごわい魔物は何だったかとか、どんなダンジョンを冒険したかとか」


    「ふむ、二人とも場所は違えど、この世界を冒険しておったわけじゃからの。共通の話題もあろう」


    「しばらくこの世界での冒険についての話をしてから、宝たから田ださんは、僕に訊きいたんだ。元の世界に戻るつもりはないのかって。だから、僕は逆に訊いたんだ。宝田さんは、もとの世界に戻るつもりなのかって」


    「で、宝田は何と答えたんじゃ」


    　──当たり前じゃない。


    「即答だったよ」


    「いつか言ってたな。楽しみにしてる小説の新刊が出るから還かえらなきゃって」


    「彼女らしいね」


    　山やま田だはたぶん、教室での宝田のことも、見ていたんだろう。そして、教室でのあいつがどういうやつだったかを知っている。


    「たぶん、過去の客人神まろうどと呼ばれた人たちは、彼女みたいな人だったんだと思う。この異世界を冒険し、この異世界を救い、この異世界を存分に楽しんで、そして期限が来れば還っていく。そうだ、先生もそうだったんだよね」


    　山田の言葉にプリシラは頷うなずき、魔王も僅わずかに口の端はを歪ゆがめた。


    「彼女は、僕がやりたかったことを、ちゃんとできたんだ。でも、僕にはわかる、たとえ僕と彼女が落ちた場所が逆でも、僕にはきっとこんな旅はできなかった。──宝田さんと僕と、何が違っていたんだろうね」


    　寂さびしそうに、言った。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「さ、山ちゃんとコーちんのターンは終わりで良いかな？　さって、んじゃ次は私の番かな～」


    　パン、と胸の前で手を叩たたいて、魔王は俺と山田の顔を交互に見た。


    「つーか、魔王だけど質問ある？」


    「おちょくっておるのか。言いたいことがないなら、魔王のターンは終わりじゃぞ」


    「ま、ま、落ち着いて。落ち着いちゃって。魔王に質問できる機会なんてそうそうないよ～。あ、でも答えはオフレコでお願いね。そんなネタバレされちゃったら困っちゃうし～」


    「……では訊こう、魔王ってそもそも何なんじゃ。何ゆえ人の世を脅おびやかす」


    「お、プリシラたん、いい質問ですねぇ」


    　魔王は両手をそれぞれピストル型に形づくって、プリシラを指差した。うざい。


    「ま、ぶっちゃけ、あたしもよくわかんないの。気付いたら魔王だったのさ。んで、何度滅ぼされても、気づいたら復活すんの」


    　頬ほお杖づえをつきながら、魔王は言う。


    「復活するたびに、ただ強烈な意志だけがある。動物でいうと本能的な？　ガイアがあたしに囁ささやくの。世界を滅ぼせ、って。黒の衝動に突つき動かされて、あたしは闇やみの世界を駆け抜けていった。世界を闇で染める漆黒の意志、それがあたしなの。なんつって！」


    「そんなメンズナックルのスナップ写真につくキャッチコピー詰め合わせみたいな犯行動機で、人間を滅ぼそうとしておったというのかや」


    「漫画雑誌のグラビアページにつくポエムの詰め合わせよかいいでしょ～。『たわわに実り、やがて弾はじける十七歳、夏』みたいな感じで滅ぼされるの嫌じゃない？」


    「ぶっちゃけどんな感じで滅ぼされるのか気になるが、そんな戯ざれ言はよい」


    「いやーん、魔王っちんぐ」


    「妾わらわのネタをパクるでない」


    「待て、お前のネタじゃないからな」


    　俺のつっこみに合わせて、魔王は「きゃはは」と笑った。まるで休み時間の雑談をしているようで、世界を脅おびやかしていた存在と膝ひざを突き合わせて喋しやべっているとはとても思えない。


    　魔王は左右の指を組み合わせると、両腕を天井に向けて大きく伸びをした。


    「つまり魔王ちゃん自身、自分がどこから来たのかはよくわかんないの。ふふ、キミたちはいいじゃん、どこへゆくのかはわかんなくても、どこから来たのかはわかってんだからさ。あたしは常に世界の孤児。この世界のはぐれもの」


    　魔王は卓上にべたっと身を乗り出して、顔を伏せた。


    「んでも、こんなあたしでも、あたし自身のことを知りたかった。だから、千年前の勇者と──あんたたちの先生と、ちょっと話したんだ。でもって、あの若わか王おう子じちゃんが調べ集めた、かつての客人神まろうどたち、つまりその都つ度ど百年ごとにあたしを倒した勇者たちの情報にも眼を通した。そんで、結論とはいかないけど、ひとつの仮説が思い浮かんだ」


    「仮説じゃと？」


    「プリプリは、客人神の伝説が大好きなんだよね。だから詳しいと思うけど、コーちんと山ちゃんのために、改めて説明したげるね」


    「今思ったんじゃが、コーちんと山ちゃんって、どっちも名古屋の鶏肉関連のあだ名じゃのう」


    「プリシラ、ちょいちょい話が逸それがちなのはお前のせいでもあるからな」


    　そんなやりとりに、魔王はふふ、と笑って、再び正面を向いた。


    「んーとね、人間の文明と文化を進歩させるものが、何かわかる？」


    　問いを投げ出すように、魔王は言った。


    　プリシラが何かを言いかけたが、その答えを魔王は待たなかった。


    「戦争と平和。その繰くり返しこそが、人の世界を広げてきた。戦争が技術を生み、社会構造の変革を促うながした。新しいものが次々と生み出され、同時に、積み上げられてきたものをご破算にする契機にもなった。そしてまた、平和が文化を育はぐくみ、社会ってものを醸成させてきた。破壊と創造、その絶え間ない繰り返しこそが歴史だった」


    　魔王はそこで言葉を切って、俺の顔を見た。


    「──てなことを、先生が私に教えてくれちゃった。さすが世界史のセンセーだよね。なるほど、魔王ちゃん破壊のフェイズしか見てないから、そゆことあんまし気にしてなかった。逆に人間ちゃんは、長くても百年くらいしか生きらんないでしょ。そうすると、意外と長いサイクルで、この世界の変化を見られない」


    　なるほど、確かにそれは、千年前と千年後の世界をともに知っている、本来還かえらざる客だった先生だけが持ち得た視点だったのかもしれない。


    「で、結論は何なんじゃ」


    「ま、ま、話にゃ順序ってものがある。その破壊と平和のサイクルだけでも文明はすこーしずつ進んでくけど、この世界にはさらにジャンプアップチャンスがあった」


    　魔王は人差し指をすいっと宙で動かし、山を描いた。


    「客人神まろうど」


    　魔王は言って、俺と山やま田だへ視線を運んだ。


    「ま、そっちの世界にもあるんでしょ。例えば日本へとやって来たアメリカの黒船、例えばインカ帝国やアメリカ大陸へとやって来た大航海時代の国々」


    　そういえば、カステラを作ってゴブリンの村を去っていくとき、そんなことを坂さか上がみが言っていた気がする。そういうものも、ある意味ジャンプアップチャンスとは言える。でもそこには常に、摩ま擦さつと混乱が生まれてきたはずだ。俺たちの歴史の教科書には、そう書いてある。


    「ところが、客人神はそういう連中と違って、この世界じゃ常に好意的に迎えられている。なぜか？　ひとつ、その後の平和の中で育まれてゆく種を異世界より持ち込んできたから」


    「種──」


    「たとえば君たちのセンセーの場合だと、ジャガイモとか、その時流は行やってた漫画やテレビの知識とか。君たちのセンセー、修学旅行先が北海道だったんだって。そりゃお土産みやげにジャガイモ買うのはわかるけど、なんで種芋いも買ってんだってーの。きゃはは」


    　今回の俺たちで言えば、カステラを作ったり、ラーメンを作ったり、なんてことだ。


    「んでもひとつ、彼らが戦争を終わらせたから──さっき戦争と平和ってゆったけど、この世界での戦争と平和って？　確かに人間同士の小こ競ぜり合いはあったけど、でも、いっちばん大きな戦争、いちばん大きな平和。その中心には、常に魔王ちゃんがいた。きゃは。魔王と人間は、ズッ友だょ」


    　魔王は微ほほ笑えみながら、両手の人差し指をピンと立てて、左右それぞれの自分の頬ほおに突つき立てた。そのおどけたポーズのまま、言葉を続ける。


    「くらーい部屋でつめたーい玉座にぼっちで座ってるときにさ。眼の前でキラキラキャッキャ、キレーで楽しそうでアツいものばっか見せられたら、そりゃ滅ぼそうと思うじゃ～ん」


    　魔王はプリシラの顔を下から覗のぞき込むように、卓上に身を乗り出した。


    　プリシラは何も言わない。


    「およそ百年周期の調律された危機。予定調和のごとくもたらされる平和。そして、平和をもたらした英雄は、平和の到来とともにその世界を去ってゆく。ついでに、置き土産みやげを置いてね。そのワンサイクルのスクラップ＆ビルドで、世界はぐいっと前に進む」


    　そこでようやく、プリシラは口を開いた。


    「仮にそうであったとして、誰が何の目的で、魔王を世界に配置し、異世界から──日本から客人神まろうどを呼んでおるというんじゃ。神とでも言うつもりかや」


    「んー。舞台上の役者に、外側メタの世界は見えないからね。でも、敢えて想像で言うなら、たぶん──」


    　魔王は少し首を傾かたむけ、薄笑いを浮かべた。


    「それは、この世界がそう望んだからだよ。天体がそこにそうあるように、重力と魔力がそこにそうあるように、世界がそうあることを決めたんだ」


    「……おぬしの世界解釈はわかったぞよ。そう言われても、おぬしの言い方にならうならば、妾わらわたち人間もまた舞台上の役者にすぎぬ。ふーん、キミはそう思うんだ～。以上のことは言えぬ」


    「んふふ、ま、そうだよね。それはいい、それは余談。んじゃ本題に入ろ」


    　魔王は少し声のトーンを落とし、山やま田だへと顔を向けた。


    「山ちゃんさ。さっきあたしが、客人神が好意的にこの世界に迎えられてきた理由を二つあげたよね。だけどそれは、実はもう一つあるんだな」


    「それは、何ですか」


    　黙っていた山田が、魔王に直接訊きき返した。魔王は優しげな笑みを浮かべて、その問いに答える。


    「──真の勇者は、いなくなった勇者だけだから」


    　その答えに、山田の、勇者の眼が僅わずかに陰った。


    「ほら、タレントが外国の異文化の中で生活する番組あるじゃん。最初は文化の違いでちょっとトラブったりなんかして、でも生活を共にする中で仲良くなっていって、別れの日には現地の人と抱き合いながら泣くの」


    「うるるん、とな」


    　プリシラがテレビっ子らしい相あい槌づちを打った。


    「そ。その涙が嘘うそだとは言わないよ、でも、これが数週間の滞在じゃなくって、ずっとって話になってくると、けっこー話が変わってくると思うんだよね」


    　魔王の眼が、静かに影を深めてゆく。


    「魔王を打ち倒すほどに強大な武力を持った、しかし、ひとりの人間。地上に魔物と人間が併存するときは良かった。でも、魔物を率ひきいる魔王が斃たおれたとき、そのバランスが崩れる。人々はいつか、お前のことを疎うとましがる。お前のことを恐れる。人々の中から、魔王による恐怖の記憶が薄れゆくとき、彼らは魔王を超える力を持った隣人のことを思い出す。同じ人間？　いや、でも、しょせんはまったく別の世界からやって来た、何を考えているのかわからない人間だ。いや、人間なのか？　あいつは別の世界からやってきたのに？」


    　魔王は少し堅い、芝居がかった口調で言う。


    　俺は、いつかゴブリンの村で、綾あやちゃんがこんなことを言っていたのを思い出していた。


    　──これって「結局、最後に勝ったのは村人だった」みたいなオチになるやつじゃないの。


    「そうなる前に、客人神まろうどたちは英雄のままで、勇者のままで世界を去って行く。あくまでも一時の客人であったからこそ、彼らは讃たたえられる。世界を救い、新たな文化をもたらした英雄として──客人たる神として。誰が考えたか知らないけど、いーいシステムじゃん？」


    　魔王は薄暗い天井を見上げ、そして、山やま田だへと視線を降ろした。


    「だけど、最初の客人神から千年目、ここに、もとの世界への帰還を拒む者があらわれた。予言するよ。この世界の人間達は、いつかキミを恐れる。いつかキミを迫害する。だってさ、キミって強いだけじゃなくて、ぜんぜんここの人とコミュニケーション取れてないじゃん？　それってフツーに単なる怪物だって！　きゃはは、言っちゃった！」


    　魔王はけたけた笑い、そして真顔に戻った。


    「だったら、魔王ちゃんは誘うよ。こっちにおいでよ」


    　魔王はその手を差し上げ、山田に向けた。


    「この世界で、ずっとカジノにお金を落として一生終えるつもり？」


    「──」


    「人間どもが客人神と、勇者と呼ぶものたちが我の前に現れるたびに、我は同じ誘惑を繰くり返した。我と共に、この世界を分かち合わぬかと。彼奴きやつらは常に躊躇ためらい、迷い──しかし、ただの一度とて肯がえんじなかった。──あたしはフラれ続けた」


    　最後は女子高生口調に戻って、魔王は言った。


    「あたしも、ケッコー疲れた。こんだけフラれつづけると、わりと病やむ」


    　魔王は顔を上げ、自じ嘲ちよう的な笑みを見せた。その表情は、これまでの演技めいたものとは違って、作りものには見えなかった。


    「んじゃさ、世界の半分とかいーや。全部あげる。ねえ、山ちゃん。あんたが魔王やんない」


    「──」


    　山田の顔に、初めて動揺の色が浮かんだ。


    　魔王はその両手をゆっくりと山やま田だの頬ほおに添えた。


    「だーれにも相手にされなかったあんたが、異世界で勇者と呼ばれるようになった。人々はあんたを讃たたえ、憧れと称賛をこめて、あんたの名を呼ぶ。でもね、あんたは魔王を倒してしまった」


    　魔王は山田の頬に添えた手を、ゆっくりと動かしながら囁ささやく。


    「誰からも見えない存在よりは、剣を向けられたほうがいい。そう考える者もいる。世界の敵になろう。そうすれば、この世界はまだまだお前を求めてくれる。お前がたしかに勇者であったとき、称賛をもってそうしたように、呪のろいの言葉をお前にくれる。己おのれに向けられる憎悪をもって、お前はお前の輪郭を確認する。あたしとおなじものに、きみはなれる」


    　薄暗い部屋に響く魔王の言葉は、それ自体が呪じゆ文もんのようだった。


    「アホか！　誰も構かまってくれないから非行に走ってみました。そんなアホなこと、きょうび中学生でもやらぬわ！」


    「ちょっと～、今は魔王のターンなの。プリプリはお口にチャック～」


    　それでも、プリシラは言葉を止めなかった。


    「だいたい魔の王ともあろう者が、他者に共感を求めるなぞがっかりじゃ。『いいね！』を求めぬことこそ、魔王たる者の自負ではないのかや。炎上上等で生きてきた者が、今さら共感など欲しがるでない！」


    　プリシラの言葉に、ふと魔王は表情を柔らかくした。


    「まーね。でも、世界を燃やしてばっかじゃ、正直しんどい。筋書きの知れた道化芝居でも、あたしはこの舞台を降りらんない。魔王ちゃん的には、人と人との絆きずなとかまぢイミフだけど──」


    　魔王は、横目で山田を見た。


    「ぼっちがダルいのは、わりとわかんだよね」


    　ぽつりと言って、魔王は体を引いた。


    「まおーからは以上です。えと、最後はプリプリ？　んじゃ、張り切ってどーぞ」


    　すいとプリシラの前に手を延ばし、魔王は「きゃは」と乾いた笑い声をあげた。
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    　曖あい昧まいなランプの光がプリシラの金髪を照らし、その姿をどこか神こう々ごうしいものにみせていた。


    　プリシラは、山田に顔を向けた。


    「勇者どのよ。最初に言うておく。妾わらわたちは明日の正午、この街を発つ。そして、王都──妾の国へ向かう。おぬしがまだこの世界で旅しておらぬ国じゃ」


    　山田は僅わずかに頷うなずいた。


    「そして間もなく訪れる日につ蝕しよくの日に、こやつらの帰還の儀式を執り行う。既に知っておろう。それが、勇者どのがもとの世界に還かえる、事実上最後のチャンスじゃ。百年後まで長生きする自信があるなら別じゃがの」


    　やはり、山やま田だは答えない。そんな山田に、プリシラは言葉を続ける。


    「さて、妾わらわのターン！　というても、ま、妾的にはじゃ、勇者どのがこのくされ魔王ちゃんの誘惑にさえ乗らぬのであれば、別にこちらの世界に留まってもらっても構かまわぬ。むしろ妾の国に滞在してもらって、そちらの世界の話をじっくりと聞かせてもらうのも悪くはない」


    「おい、プリシラ──」


    「沢さわ木きよ、妾のターンじゃ」


    　俺の言葉を遮さえぎって、プリシラは山田に顔を向けた。


    「ま、そういうわけで、無理に説得はせぬ。代わりに、妾の話をしよう。勇者どのよ。いや、敢えてこう呼ばせてもらうぞよ。山田よ。妾もおぬしと同じじゃ。妾もずっと、『もし』と考え続けておった。ひとりの部屋で、空想をしておった」


    　プリシラは前髪を掻かき上げた。そして両の眼で山田を見て、微笑した。


    「客人神まろうどの伝説を幾いく度たびも読み返し、夢見ておった。いつか──いつの日か、妾の前に異世界よりの客人神が、勇者が現れる。そやつは妾の手を取って、石壁に囲まれた退屈な世界の外へ──広い世界へと連れだしてくれる。そして妾とともに冒険の旅を繰くり広げる。そんな夢を」


    　プリシラは顔の角度を天井まで上げ、そして正面まで戻す。その金髪が、さらりと揺れる。


    「何のことはない。山田よ、妾もおぬしと変わらぬ。妾もまた、いつか都合のいい物語が眼の前に降ってくるのを、ただ指をくわえて待っておった。退屈──それは恵まれし者の贅ぜい沢たく病じゃ。餓うえに苦しむこともなく、命の危険に怯おびえることもなく、毎日ぬくぬくうまうまと安あん寧ねいな日々を貪むさぼる者のかかる病やまいじゃ」


    　薄暗い部屋の中で、プリシラは言葉を継ついでいく。


    「そして、おぬしと違って、妾のその空想は──その夢は叶かなわなんだ。ある日、魔王が討たれたという朗報しらせが王宮に届く」


    　プリシラは、ちらと魔王へ視線をやった。魔王はそれを受けて、皮肉げに笑う。


    「父上も母上も大臣も──国民みながまだ見ぬ勇者に喝かつ采さいをあげた。表面上は、妾もそうしておったよ。世界にとっては、民たみにとっては朗報に違いあるまい。妾とて、世界の安寧を願わぬではなかった。じゃが──じゃが、心の片隅でこう思ってしまったことも事実」


    　山田や魔王がそうしてきたように、プリシラもまた、口の端はを歪ゆがめて自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。


    「──ああ、妾は選ばれなかった」


    　乾いた声で、言った。


    「面接での自己アピールシミュレーションを入念に重ねておったのに、書類選考で落ちた感ハンパないぞよ」


    　付け足したその言葉は、プリシラなりの照れ隠しだったのだろう。プリシラは右手で、頭をがしがしと掻かき、そのまま自分の金髪を指で梳すき流す。


    「山やま田だよ。敢えて『もし』と言おうぞ。それもまた、他た愛あいのない空想遊びじゃ。もし、おぬしが流星となってこの世界に落ちた場所が妾わらわの国であったなら、妾はおぬしと共に、魔王を倒す冒険の旅に出ておったのやもしれぬな。おぬしがぼっち気質でも、妾はコミュ力モンスタープリンセスじゃからの！」


    「……そう、かもしれません」


    　プリシラの勢いに、山田は思わず頷うなずいてしまったようだ。


    「そして行く先々の村や町で仲間と出会い、数々の試練を乗り越え、魔王城を目指す。ドラゴンの山、神託都市、エルフィニア、城壁都市、そして魔王城。同じ場所でも、沢さわ木きたちの時の筋書きとはまったく違っておったやもしれぬし、同じことがあったやもしれぬ」


    「はい」


    　山田が短く答えると、プリシラは寂さびしげに笑った。


    「じゃが、そうはならなかった。そんな物語は語られることなく、可能性の闇やみに消えていった。妾と一切関わることのないまま、おぬしはソロプレイで魔王を倒した。百年周期でもたらされる大いなる運命の物語に、妾は加わることを許されなんだんじゃ。妾は物語のモブにさえなれぬまま、物語の外側で、ただその幕が降りる音を聞いた」


    　プリシラは長く息を吐くと、ゆっくりと視線を上げた。そこには何も無い空間が広がっているだけだ。だが、プリシラはその向こうにあるはずの、空に向かって言った。


    「そんな妾の前に、あの日、ポンコツぼんくら詰め合わせバリューセットが空から舞い降りてきた！　終わったはずの物語の、その番外編が始まったんじゃ！」


    　プリシラは立ち上がりそうな勢いで、テーブルを叩たたいた。その声は一転、明るさを伴って弾んだ。


    「それは、一人の部屋で空想しておった冒険物語とは随ずい分ぶんと違ったぞよ。人類と魔王の命運をかけた血湧き肉躍るバトルもなければ、地の底へと続くようなダンジョンを探検し、伝説の武具を発見するような冒険もない。謎なぞ解きもなければ、裏切りやメロドラマもない。たまーにピンチはあったが、それとて計画なしに徒歩で歩いて遭難しそうになるくらいのもんじゃ」


    　のう、と同意を求めるように、プリシラは俺を見た。


    　俺は相あい槌づち代わりに小さく頷いた。


    「じゃが、それはそれで、むっちゃむちゃ楽しいもんじゃった。ボケてツッコまれ、ボケられてツッコみ、笑いあり、涙あり、罰ゲームあり、ドッキリマル秘ゲストあり──。ずっと、ずっとこの旅を続けていたいくらいの──ずっと──」


    　卓上で握にぎり締められたプリシラの拳こぶしが、僅わずかに震ふるえていた。


    　その内側に籠こもった力を爆発させるように、プリシラは勢いよく立ち上がった。そして、山やま田だのジャージの襟えり首くびを両手で掴つかんだ。


    「どうして僕は独りなんだろう？　知るかぁ！　宝たから田だと何が違ったんだろう？　あやつはきさまよりずっとおもしろいんじゃ！　異世界にやって来て、現地の文化を全力でディスるようなおもしろさがきさまにはないんじゃ！　バーカ！」


    「おい、プリシラ！　──おい」


    　俺は山田に組み付くプリシラを引き離そうとするが、プリシラの勢いは止まらない。


    「おぬしのぼっち旅とは対照的に、妾わらわたちはワイワイ騒いで楽しい旅を続けておったわっ！　羨うらやましいか、ぼけっ！」


    　山田への罵ば詈り雑ぞう言ごんを重ねるうち、いつしかプリシラの言葉が震ふるえていることに、俺は気づいていた。


    「楽し、たの、楽しかった……。じゃから、ずっと、こやつらといっしょに、いたいんじゃ……！」


    　プリシラは俺の顔に後頭部を叩たたきつけ、きっと顔を上げた。


    「手放したいわけあるか！　百年に一度の──妾の人生にたった一度の奇跡を！　こんな楽しいこと、ずっとずっと続けていたいに決まっておろう！」


    「プリシラ──」


    　後ろからその両腕を羽は交がい締じめにしながら、俺はそいつの名を呼んだ。その表情は、見えない。


    「きさまが本当に欲しかったのは、異世界での冒険なんかじゃないんじゃろ！　本当に空想したかったものを空想せず、有り得ない空想に逃げたんじゃ！　実現可能性が僅わずかにでもある空想は、そうなれない自分を傷つけるから！　お前の前にはあったんじゃ！　空から降ってくるのを待つまでもなく、お前の前には──！　手を伸ばせばすぐ届く場所にあったものに、手を伸ばさなんだのはお前じゃろ！　異世界で魔物と戦うのは怖くなくても、クラスメートに話しかけてうまく噛かみ合わないのが怖かっただけの話じゃろ！」


    　プリシラは再び身を乗り出して、山田のジャージの襟首を掴んで前後に激しく揺さぶった。山田はされるがまま、プリシラの怒りを半ば呆ぼう然ぜんと受け止めている。


    「望みさえするだけで、お前は旅の続きを──！　妾が願っても手に入れられぬ旅の続きを、お前は手に入れられるんじゃ！　なのに、どうして──このぼけ！　あほ！　かす！」


    　プリシラは拳こぶしを振り上げて、山田の胸を殴なぐりつけた。どすどすと音を立てて、プリシラの拳が勇者山田にヒットする。山田は、プリシラのパンチをその身に受け続けていた。


    「お前なんか勇者じゃないぞよ！　空想とはいえ、こんな腑ふ抜ぬけに憧れておった自分が情けないわ！　魔王よ、貴様もこんなもの相手にするくらいなら、妾がケンカを買うてやるわ！」


    　プリシラは、力ない拳を山田に連打し続ける。山田はされるがままに、その拳を身に受け続けていた。


    「プリシラ、もういい、やめろ」


    　俺は力なく拳こぶしを振り上げるプリシラの手首を掴つかんで、山やま田だから引き剥はがす。


    　室内の空気は掻かき回され、奇妙で曖あい昧まいな空間がそこに広がっていた。その中で、プリシラの荒い息遣いだけが響いていた。


    「……あ～あ。な～んか冷めちゃったな。帰ろ」


    　スカートの裾すそを払って、魔王が立ち上がった。


    「でも、私の誘いはマジだかんね。えっと、明日の正午に旅立つつってたよね」


    　魔王が俺とプリシラを見比べつつ訊きいてきた。


    「……ああ」


    　歯を食い縛って俯うつむくプリシラの代わりに、俺が答える。


    「んじゃ、あたしもそこで待ってる。ま、この感じだと、ひょっとしたらひきこもって出てこないかもね。どっちもフラれちゃうって、それもまた一興かな。んじゃ、バイビ～」


    　ひらひらと手を振って、魔王は山田の家を出て行った。


    「プリシラ、俺たちも、もう行こう」


    「……」


    　山田に感情を爆発させたプリシラは、抜け殻のような表情で、俺に体重を半分預けたまま立ち上がった。ジャージの裾で、真っ赤になった眼の周りを拭ぬぐう。


    「じゃあ、山田。俺たちも行くよ」


    　俺はプリシラの体を引き摺ずるようにして、玄関へと向かう。


    「──沢さわ木き君。さっき、自分が僕に似ていると言ったね」


    　俺の背中に、山田が言った。


    「あ、ああ。でも、違ったよ。俺と違って、お前は勇者になったんだから」


    「うん、違うね」


    　山田の声は、平坦だった。


    「どんなクラスメートでも、異世界の王女様でも──誰が相手でも、自然とその壁を越えていく。本人はたぶん、それを勇気とさえ感じていない。自分のことを特別な存在だとは思っていない。僕はその人に嫉しつ妬とし、一方的に嫌いになり、そして憧れた。自分もいつかそうなりたいと思い──でも、思うだけでそうはなれなかった」


    　俺が扉を開け、外の月光が差し込んできたとき、山田は言った。


    「沢木君。僕はずっと、君みたいな勇者になりたかったんだ」
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    「ふむん。鶏肉の話をしてたら鶏肉が食べたくなってきたぞよ」


    「話のメイン完全にそこじゃなかったからな」


    　そうつっこみつつ、さすがに俺も、それがプリシラの照れ隠しだったということくらいはわかる。俺とプリシラは夜の異世界を並んで、宿へと向かっていた。


    「にしても、ふーむ」


    　プリシラが俺の周りを衛星のように付きまといながら、いろんな角度で俺の顔をジロジロと見てくる。プリシラの目はまだ僅わずかに赤みを残しているが、表情はもういつものプリシラだ。


    「な、何だよ」


    「うーむ。若わか王おう子じといい、山やま田だといい、買い被かぶりすぎだと思うんじゃがのう」


    「俺もそう思うよ、マジで」


    「ま、思えば確かに、おぬしはかなり最初のほうから、妾わらわに対してツッコミが遠慮なかったのう」


    「……お前がタメ口でいいつったんじゃなかったっけ？」


    「タメ口を許可しても、馴なれ馴れしくつっこんでいいと許可したわけではないぞよ。……ま、それが有り難かったのも事実じゃがの」


    「え、何だって？」


    　プリシラが小さく呟つぶやいたことが聞き取れずに、俺は聞き返した。


    「何でもないわ。調子に乗るでない」


    　プリシラは俺の尻を軽く蹴けり上げた。そして再び、異世界の街を並んで歩く。


    　思えば、この異世界に来てから幾いく度たび、こうしてプリシラと二人で並んで歩いただろうか。


    「難しいもんだな。俺はたぶん、山田みたいになりたかったんだ。山田がこっちの世界でやったようなことをやってみたかったんだ。特別な人間に──世界を救っちゃうような勇者になってみたかった。なってみたいって妄想するだけで、別にそのために何をするってわけでもなかったんだけどさ」


    「ま、そうじゃろな。誰しも特別になりたいと思う。が、思うだけじゃ。そのために研けん鑽さんを積む者は数少ない。少しの努力を始めたところで、すぐに壁にぶつかって諦あきらめる」


    　数少ない諦めなかった人間が、坂さか上がみであり、宝たから田だであり、二に階かい堂どうであり、柊ひいらぎであり──。若王子や和泉いずみや宗むね像かた、鉄くろがねだって──。


    「妾は、生まれながらに特別じゃ。特別な人生を送ることを運命づけられて、この世に生まれ落ちた」


    「王女サマだもんな」


    　俺が横顔を覗のぞき込むと、プリシラは難しい顔をして、遠くを睨にらむように見つめていた。


    「魔王も、そうであったのかもな」


    「え？」


    「──その行為を肯定するわけではない。ただ、そのように生まれ落ちたということが、その後の生き方を半ば決めてしまう。そういうことがあるんじゃ。じゃから──先生は山やま田だだけでなく、ひょっとしたら魔王さえも妾わらわたちに──。教師が生徒に宿題を、ひきこもりとサークラを押しつけるとはのう、ったく……」


    　沈みゆく太陽に向かって語りかけるように、プリシラは言葉を継ついだ。


    「──ま、それはさておきじゃ。その……あのな、その……」


    「ん、何だ」


    　俺は歩きながらプリシラの顔を覗のぞき込む。プリシラは俺を見返すことなく、前を向いたまま、ぽつりと言った。


    「還かえらぬ──ということは、できぬのか」


    　言い終えて、俺の方を見た。ゆっくりと前に進む、足を止めずに。


    「どういう、ことだ」


    　俺が問い返すと、プリシラは眼を泳がせ、言葉を選ぶようにして喋しやべり始めた。


    「その、確かに先生のときはうまくいったとはいえ、今回も同じようにうまくゆくという保証はないぞよ。そもそも今回のように大人数がやってくるということ自体がイレギュラーじゃからの。次元のはざま的なところへ放り出されるリスクはゼロとは言えぬ。それに、それに──」


    　プリシラの言葉は段々と早口になってくる。まるで、その心の裡うちがそのまま垂れ流されていくように。


    「えと、それに、おぬしらがもたらす知識は、我が国の文化や技術を発展させることに大いに役立つ。うむ、役に立つぞよ。それと引き換えに、生活を保障することは王女として当然のことじゃ。なに、魔王はあんなことを言うておったが、別におぬしらは魔王を倒したわけではない。世界を脅おびやかすことのないポンコツ揃ぞろいじゃ。ほれ、おぬしらの世界の歴史にも、技術者が現地に移住して帰化する例はあったじゃろ。や、若わか王おう子じのような、世界の秩序を脅かしかねぬ者もおるが、あれはあれで、あの、そうじゃ、妾のライバル的な存在として励はげみになるぞよ！」


    　俺は、何も言わない。何も言うことができない。


    「……それに、ほれ、おぬしらの世界の王侯貴族は、道化を侍はべらせることによって己おのれを風刺させ、戒いましめとしていたそうではないか。じゃから、その、沢さわ木きのような者でも、国家公認のツッコミ師として……」


    　プリシラの声は、僅わずかに震ふるえていた。


    「プリシラ──」


    　俺は何とか、その名前だけを呼んだ。


    「い、いや、そうじゃ──。妾が、おぬしらの世界にゆくというのも──。原理的には何の不可能も──。そうじゃの、それもいいかもしれぬ。憧れていたテレビを見られるし、秋あき葉は原ばらや池いけ袋ぶくろにも旅ができるぞよ……！　ま、二度とこちらの世界には還れぬじゃろうから、ちゃんと責任を持って妾わらわの衣食住を、三食おやつに昼寝つきを保障して──」


    　俺は追いついて、隣に並んで、プリシラの顔を見ることができなかった。


    「プリシラ」


    　ただもう一度、肩越しに、その名前だけを読んだ。


    　昼と夜の間、太陽が空と地平線に押し潰つぶされてゆくように、黄昏たそがれ時がゆっくりと、俺たちの間の時間と空間を押し潰していくようだった。


    　長く、重い沈黙を挟んで、プリシラは振り返った。


    「……うっそーん。戯たわむれじゃ。冗談じゃ。ドッキリじゃ。ぜんぶうそじゃ。できるわけなかろう、妾には偉大な女王となってこの国を治める使命があるんじゃ。つか、それが妾の目標であり夢じゃからの」


    　早口で言って、プリシラはペロリと舌を出す。その手が、きゅっと握にぎり締められる。


    　はるか遠くの地平に陽が沈み、また彼方かなたからは月が昇ろうとしていた。俺たちが何を思おうと、否応なく世界は周り、時は過ぎてゆく。
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    　プリシラは、再び前を向いて歩き出そうとする。


    　俺は、プリシラの背中に手を伸ばそうとした。それをひょいと避けるように、プリシラは更に前へ前へと、スキップするように足を踏み出した。


    「さって、今日の晩ごはんは何かのう！　明日にはこの街を発つわけじゃからの、うんまいもんを食いたいのう！」


    　振り返らず、わざとらしいほど明るく声を張ってそう言うと、プリシラは宿の方へと──夕陽へと向かって駆け出していった。


    　俺は届かなかった手をそっと下ろし、


    「待てよ、プリシラ！」


    　金髪を揺らして駆けてゆく王女のあとを追って、走り出した。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「さて、と。そろそろじゃの」


    　太陽を見上げて、プリシラが呟つぶやいた。俺たち二年一組一同は、馬車の停車場に集まっていた。


    　少し離れたところに、魔王ちゃんの姿も見える。


    　間もなく、山やま田だとの約束の時刻だが、まだその姿はどこにも見えない。


    　だが、やがて、こちらへと真まっ直すぐ向かってくる人影を見つけることができた。この世界の人々でないのは、そいつが制服を身にまとっていることでわかる。


    　魔王ちゃんが、ひゅうと口笛を吹いた。


    　そいつはプリシラの前で立ち止まると、正面からその姿を見ずに、斜に構かまえた。


    「私も、その馬車に乗ってもいいのよね」


    「──よかろう。じゃが、中世ヨーロッパにはまだこのような型の馬車はないぞよ？」


    「いいわ。大目に見てあげる」


    　宝たから田だ舞まいは馬車を一いち瞥べつして、言った。


    「どの立場で言うとるんじゃ。ったく。つか、ペガサスはどうしたんじゃ。カジノでの負け分のカタに取られたのかや？」


    「故郷に帰してあげたのよ。私はもう、この世界を去るんだから」


    　宝田はそう言って、俺たちの列に加わった。


    　なるほど、宝田なりに、この世界を去る後始末をしていたらしい。


    「宝田、ありがとうな」


    「は？」


    「こないだ、山田のところに行ってくれたんだろ」


    「──知らない」


    　宝田はふいと顔を逸そらした。


    　宝田とそんなやり取りをしている間に、遠くに、またひとつ、こちらへと歩いて来る人影をみつけた。そいつも、制服を着ている。ただし、男子のものだ。


    「来るのは来おったな。あとは、どちらを選ぶかじゃ。ま、両方ごめんなさいパターンもあるかもしれぬがの」


    　プリシラは魔王ちゃんに顔を向け、呟つぶやいた。俺も頷うなずいて、山やま田だの方へ顔を向けた。


    　山田は、ゆっくりと、俺たちのほうへ歩を進めてくる。


    　俺と、魔王ちゃんと、山田で、ちょうど正三角形ができるくらいのところで、山田は立ち止まった。


    「昨日の夜、眠れなくて──子供のころにやってたＲＰＧのことを、思い出したんだ。冒険が終盤になって、多少レベルを上げなきゃきついかなとも思ったんだけど、そのまま深めのダンジョンの奥まで潜っていって、セーブポイントでセーブして──」


    　山田はぽつりぽつりと、言葉を継ついでいく。唐突で、どこへ向かうのかわからない話だったが、誰も口を挟むことはなかった。


    　ただ、みんな山田の言葉に耳を傾かたむけていた。


    「そしたら、いわゆる『詰んだ』って状態、セーブポイントの奥で待ってたボスが強すぎて、どうしても倒せなくて──でも、そいつを倒さないとダンジョンからも出られなくて。それで、どうしようもなくて、そのＲＰＧをそこで終えて、引き出しの奥にしまった。そのことを、思い出したんだ」


    　山田は、一歩踏み出した。


    「僕は、セーブポイントに戻るのが怖くて、戻ってもどうしようもないことがわかりきってて、だから──」


    　再び、一歩。魔王ちゃんが、薄く嗤わらった。


    「でも、僕は、そこに戻ることにした。それだけの勇気は、まだ、残ってた」


    　また一歩足を踏み出し、山田は顔を上げた。


    　その前に、俺は立っている。


    「あー、痒かゆい」


    　俺の後ろで、声があがった。


    「そういう凝こった言い回しは痒くなるからいいよ！　要するに、戻るんだろ！　こっち来いよ！」


    　若わか王おう子じが言い、その言葉に、山田はぎこちなく表情を崩した。


    　若王子が歩み寄っていくと同時に、全員が人の輪となって山田を包んでいく。


    　俺とプリシラは、その輪から一歩離れて魔王の方へと視線を向けた。魔王は眼を閉じ、薄笑いを浮かべ、小さく首を横に振った。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「待つんじゃ」


    　プリシラが言葉を放った先、魔王がひとりで去ってゆこうとしていた。


    「どこ行くんじゃ」


    「言ったっしょ。あたしはあたしがどこから来て、どこへゆくのかを知らない。ただ、己おのれが魔王であると、そのことだけは知っている」


    　振り返って、微笑した。


    「ああ……絆きずな……友情……。これが、人間の……光のもとに生まれし存在の持つちからか……。我も、再び地上に生まれ出ずるときは……願わくば──ぐふっ……」


    　胸に手を当てて跪ひざまずくと、呻うめき声を上げ、魔王はその場に倒れ込んだ。


    　地に伏せ動かなくなった魔王を、俺たちは無言で見下ろしていた。


    「──なんてな！」


    　むくりと起き上がり、俺たちへ道化た笑顔を向ける。


    「あ～あ。次は最初っからＪＫ形態でいようっかな。だったら、展開変わるかもしんないよねえ」


    　スカートに付いた土を払いながら、魔王はゆっくりと立ち上がった。


    「次──」


    「そ、次。でも、あたしが次に復活するときはコーちんたちは当然いないし、プリプリも生きてっかどうかわっかんないよね。いやーん、せっかく仲良くなったのにさびし～。寂さびしくてむかつくから、次はカンペキに作戦練って人間滅ぼそうっと」


    　えいや、とわざとらしい声をあげて、魔王は足下の小石を蹴けった。その小石はコロコロとプリシラの足下まで転がってくる。


    「その繰くり返しから降りることはできぬのか」


    「できねーっつーの。だってあたし、魔王だもん。そーゆー風にしか世界と関われねーの。ジェットコースターは同じところグルグル回るしかねーの。人間をキャーキャー言わせて、最後はスタート地点に止まって、次の時代の人間を待つだけなの。あたしは、魔王ってのは、そーゆー装置なの」


    「ジェットコースター──では、ないじゃろ」


    「はん？」


    「魔王よ、おぬしが言うたんじゃ。世界が前へ進むために、客人神まろうどと魔王を求めていると」


    「ゆったっけ～？」


    「世界が前へ進んでおるなら、同じことの繰り返しではないはずじゃ」


    　プリシラの言葉に、魔王は表情を固めた。何も言い返さず、道化たこともせず、黒い眼でプリシラを見ていた。


    「今回、イレギュラーな事態が多く続いたと言うたであろ。千年の間、この世界を、それぞれの時代の人間たちと客人神を見てきたおぬしが言うならそうなのであろう。やたらと数の多い客人神まろうどたち、ソロプレイの勇者、二度この世界を訪れることになったかつての客人神。──そして、クリア後の世界でなお客人神に、勇者に付きまとう魔王ちゃん」


    「──ま、たしかに、それは初めてだったかも、ね」


    「世界がそれを求めたのであれば、世界はきっと、長足の進歩を求めておるんじゃろう。マンネリを打破したいと、ものすごいテコ入れをやろうとしたのであろう」


    「テコ入れ……」


    「人間は変わる。妾わらわが変える。じゃから、貴様も変われ。次に蘇よみがえるまでに、の」


    「ふふ、次、ね」


    「それはそれとして、行きがけの駄賃じゃ。魔王よ、おぬしも来い」


    「行けないよ、フラれちったもの」


    　魔王は首を振る。


    「いつか再び十全なる力をもって復活し、人の世を脅おびやかすというのならば致し方なし。人は貴様を受けて立つ。じゃが、今回おぬしは負けたんじゃ。だったら人間の言うことを聞いて、見送りくらいせよ」


    　魔王は不思議な顔で、プリシラを見ている。


    「つってもさ、フラれたら、消えるしかないじゃ～ん」


    　おどけたように言う、その眼がどこか哀しげだった。


    「知ってた。結局いっつもそうなんだ。愛とか、絆きずなとか、友情とか。そういう予定調和に、魔王ちゃんって絶対勝てないようになってんだもん」


    　魔王は自じ嘲ちよう的な笑みを顔に貼り付かせていた。


    　そんな魔王に、プリシラは優しい笑みを向けた。


    「若わか王おう子じが自分で言うておったろ。あいつもこないだフラれたんじゃ」


    「……？」


    「ま、告白されたヤツも逃げ回っておったんじゃがの。そっちのほうがだいぶ腰抜けじゃ」


    　俺は苦笑しながら、プリシラの言葉を黙って聞くしかない。


    　魔王は、不思議な顔でそれを聞いている。


    「学校っちゅーのはきっついとこでの。フラれたところで、教室からは逃げられぬ。そのまま学校は続いてくんじゃ。どんな成功をしようと、どんな失敗をしようと、終わる日までは終わらんのじゃと。魔王から逃げられぬように、青春からは逃げられぬ。レベルが上がってようが未熟じゃろうが、一度突入してしまえばお構かまいなし」


    「……魔王ちゃん、ガッコーとか関係ないもん」


    「世界も同じじゃ。おぬしも妾も、どう足あ掻がいてもこの世界からは逃げられぬ。じゃから、敗北のしょっぱさもちゃんと噛かみ締しめよ。今回は、レベルを上げなんだおぬしが悪い。ま、時期っちゅーか相性っちゅーか、天運もあるからの。でもって、また留年するならするで、次のやりようを考えようぞ。卒業を目指すなら、それはそれで相談に乗ってやってもよい。おぬしも人間も、同じ教室からは、世界からは逃げられぬゆえな」


    　プリシラの言葉を受け止めていた魔王は、ふふ、と笑った。


    　まるで、年頃の女子高生のように。俺達の、同級生のように。


    「わかったわかった。ま、次のことはちょっと考えとく。んじゃ、よき旅を。おうちに帰るまでが修学旅行だかんね。じゃ～に～」


    　魔王はひらひらと手を振って、一歩を踏み出し、そしてすっと陽の光の中に消えていった。


    「──ふん、変わった魔王じゃったの」


    「あ、いまの、じゃーねとジャーニー、つまり旅がかかってんの。うけるよね。うける～」


    　魔王はいきなりプリシラの背後に姿を現した。


    「さっさと消えよ！　寂さびしがり屋の魔王ちゃんめ！」


    　プリシラが振り返ると、今度こそ、魔王は煙のようにその姿を消していた。


    「──百年経たったら、また会おうぞ。そん時は、仲間にいれてやらぬでもない。ま、サークラ気質を治しておったら、じゃがの」


    　魔王の消えたあたりを見つめて、プリシラは呟つぶやいた。


    「さ、帰るぞよ。妾わらわの城にの」


    「ん、帰ろう」


    　俺とプリシラは、並んで馬車へと歩き出した。


    　心の中で、魔王ちゃんに手を振って。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「待たせたの。んじゃ改めて、出発を──」


    　山やま田だを囲む人の輪に、プリシラがそう声をかけたとき。


    「待ってください。ひとつだけ、言っておきたいことが、あるんです」


    　輪の中心で、山田は誰に言うともなく言い、そして、俺たちひとりひとりの顔を確かめるように、視線を移していく。そしてまた、俺たち全体を観るような、曖あい昧まいなところに視線を留める。


    「この場面で、この勢いでこんなことを言うのは卑ひ怯きようかもしれないけど──。この時じゃないと、もう勇気が出ないかもしれない」


    「いいよ、山田。何でも言ったらいい」


    　山田は俺の言葉に頷うなずくと、ゆっくりと、歩き始めた。ゆっくり、まっすぐ──そして、彼女の前で足を止めた。


    「元の世界に戻らないと思っていた頃でも、たったひとつだけ、もとの世界にも心残りがあったんです。覚えてないと思うけど、覚えてなくて当然だけど、これまで三度話しかけてもらって、三度とも優しくしてもらった。たったそれだけで、こっちから声をかける勇気はなくて、それだけで──」


    　彼女は黙って、山やま田だの言葉を聞いている。


    「でも、この異世界の、たったひとりの旅の中で、僕はほんの少しだけ、勇気を手に入れられたのかもしれない。だから、言います」


    　そして、勇気ある者──勇者の顔で、山田は言った。


    「陣じん内ない綾あやさん、僕は君が好きです。僕と付き合ってください！」


    　一瞬、何が起こったのかわからず、山田の口にした言葉の意味がわからなかった。


    　ヒュウ、と若わか王おう子じが口笛を吹いた。


    　ほんの僅わずかに遅れて、何が起こったのかがわかった。


    　勇者が、勇気を振り絞ったのだ。


    　綾ちゃんの瞳が、僅かに宙を彷徨さまよった。


    「ちょ──」


    　ばしん！　と音を立てて、プリシラの手が俺の尻を叩たたいた。


    　それに推おされるようにして、俺の足が地面を蹴けり、言葉が喉のどを走り抜けていった。


    「ちょっと待ったぁあああああああああああああああああッ！」


    　幼なじみの眼が、俺の眼を捉えた。俺は吸い寄せられるようにして、転がるように、彼女の前に走って行く。


    　勇者が──山田が、俺を見た。


    「ははっ、よっ、人間っ！」


    　まだどこかにいたのか、魔王ちゃんの楽しそうな声が耳を通り過ぎていった。


    　俺は軽くつまずいて、たたらを踏みながら、彼女の前に辿たどり着く。


    　そして、彼女に向き合って、言うべき事を言う。


    「俺、俺も──いや、も、じゃなくて──」


    　うん、と、彼女が相あい槌づちを打った気がした。


    「綾ちゃん、俺は、俺は──」


    「うん」


    「──君が好きだ！」


    　俺はこの長い旅の中で、ようやく、最もつとも大きな一歩を踏み出した。


    　旅の終わりが、近づいてくる。

  


  
    



    　　　八章　お別れを言おう


    



    　馬車は滑るように、一路、プリシラの生まれ故郷にして、俺たちの異世界修学旅行のスタート地点へと向かう。


    　俺は半分微睡まどろみながら、ついさっきの光景を脳裏に思い描く。


    　──ごめんなさい。


    　と言われた山やま田だは、憑つき物が落ちたようにスッキリとした顔で、みんなの輪の中に加わっていた。もっとも、今は別の馬車に乗っているので、あちらでどうなっているかはわからないのだが。


    「たしかに今思えば、あのタイミングでというのはちっと卑ひ怯きようじゃと思わぬでもないのう。断ったらまーた、山田がこの世界に残るとか言いだしかねぬというプレッシャーはあったじゃろうしの。じゃが、ま、それも含めて、なりふり構かまわぬ勇気を出したっちゅーことじゃろうな」


    　プリシラは腕組みをしながら、感慨深げに言う。


    「そして、そのプレッシャーに負けず、即座に断る委員長も強かったの」


    　プリシラは隣に座った若わか王おう子じに言う。綾あやちゃんは俺とも山田とも別の馬車に乗っているので、代わりにそこに若王子が座っていた。


    「考えてみりゃー、片思いのクラスメートの女の子と、異世界のカジノってな、会うはずのないところでまさかの再会をして、しかもその子が同じクラスの別の男と来てたら、そりゃ凹へこむしパニくるよな」


    　若王子は相変わらず、遠慮がない。


    「しかも、幼なじみっつー、ベタに強いやつだもんな」


    　若王子は俺をちらりと横目で見る。


    「ま、山田がこの世界に留まろうとしたのは、そのショックだけが理由でもなかろうがの。もともと勝ち目のない戦いであろうことは、わかっておったはずじゃ。ずーっと教室の片隅で、クラス全体を観ておったそうじゃからの。少なくとも委員長が自分に興味を持っておらぬことくらいは気づいておったはずじゃ」


    「それでも、あいつはいったわけだ。勇者じゃん」


    「必ず負ける敗北イベントも、時には必要なんじゃろ。敗れることで成長することもあろう」


    　窓から身を乗り出し、後方を追走してくる馬車を見ながら、プリシラは言った。


    　もちろんそれを狙ねらったわけではないだろうが、あの告白とその失敗が結果として、山田がクラスの輪に自然と入っていく切っ掛けになったことは間違いない。


    　もちろん山田としては百パーセント嬉しい結果ではないわけだが、それでも、ようやく山田がクラスの輪の中に一歩を踏み出せたということは、素直に祝福したい。


    　しかし、俺にはあんまり人のことを祝っている余裕はなかった。


    　俺は再び、先ほどの光景を思い出す。


    　立て続けになされた告白のうち、ひとつを片づけた綾あやちゃんは、俺のほうへと向き直った。


    　自分の心臓が鳴る音が聞こえた。


    「浩こう介すけ──。ありがとう。でも──」


    　でも？


    　十年ちょっとにわたる国語教育が、そのあとに続く言葉を予測してしまう。


    「でも、返事はちょっと待ってもらってもいいかな。この世界を去る前に、きっと返事するから」


    　回想終わり、っつーか、ああああ、この生殺し感！


    　確かに首の皮一枚繋つながったけど！


    　山やま田だはスパッとその場で断られたんだから、完全に脈がなきゃ、同じようにスパッと断られてるよな？　でも、でもでも、逆にずっと俺の告白を待ってたとかなら、即ＯＫするよな？


    　あっれー、どうなんだろこれ。一応幻の中でだけど、俺はそのうち告白するよっていう空気出してたよな？　それ、伝わってなかった？　俺のひとり相ず撲もう？　ってかこの異世界に来る前、修学旅行のバスを降りたとき、自由時間に二人で行動しようって誘ってたよな？　落雷からの異世界でうやむやになってたけど、綾ちゃんくらい勘のいい女子が、全然気づかなかった～的なことある？　ないよね？　でも伝わってた上で返事は待ってってことは、脈が完全にないわけじゃないにしても、即決ＯＫってほどではないってこと？　揺れてるの？　揺蕩たゆたってるの？


    「ふーむ。頭の中が煮えておるようじゃのう」


    　プリシラが人差し指で俺のこめかみをツンと突ついた。


    「勇者様に背中を押されたとはいえ、ま、沢さわ木きにしては勇気を振り絞ったではないか」


    「あ、ああ……」


    「残念会では何が食べたい？　これまでのよしみもある、沢木の好きなものを用意するぞよ」


    「ああ……」


    「妾わらわの話、聞いておるのか？」


    「ああ……」


    「乳首に電極挟んで電流マックスで流していいかや？」


    「ああ……」


    「よし、でんじろう先生！　電極を！」


    　と、プリシラが眼の前に電極を持ってきたところでようやく気づいた。


    「や、やめろ、電流はやめろ」


    「ったく、テンポが悪いのう。勇気を出したはいいが、ポンコツになってしまったではないか」


    「ドウセ心のどこかで、自分は幼なじみ特権があるカラ……とか考えているんでしょうガ、最近のラブコメは幼なじみエンドとは限らないデース！」


    　マイケルが余計なむかつくことを言い、その頭を若わか王おう子じがはたいた。


    「ま、今更考えたってどうなるってもんでもないだろ。首の皮一枚繋つながってんだからいいじゃんよ。それに、ちゃんと期限切ってもらってんだろ。何か月もグダグダ引き延ばして自然消滅狙ねらわれるわけでもなしよー」


    　若王子は明らかに当てつけるように、ニヤニヤしながら言う。が、確かに俺には何も言いかえす資格はない。


    「さて、解説の若王子さん。今後の展開予想はどうじゃろか？」


    「私的には、スパッとフラれて、沢さわ木きが『俺は元の世界には還かえらない！』とか言い出す展開なんじゃないかと思ってんだけど」


    「むむ、勇者ならともかく、こんなもん置いて行かれても困るぞよ。旅先で散らかしたものはちゃーんと片づけて帰ってもらわねばのう。魔王ちゃんとてこんなもん、誘惑して仲間に引き入れたところで魔王城の便所掃除にも使えぬぞよ」


    「その時はプリシラが俺を国家公認のツッコミ師として雇ってくれるんだろ」


    「なめておるのか。ツッコミだけで安定した給料を持っていく公務員がおったら国民の暴動がおきるぞよ。むしろ国民からツッコまれるぞよ。後の世に『国民から総ツッコミ、なんでやねん革命で王権崩壊』と記されたくはないぞよ。『バカヤロー解散』並みにバカっぽいぞよ」


    「こないだと話が違う……！」


    　プリシラは俺の額ひたいをデコピンすると、若王子へと顔を向けた。


    「ところで若王子よ、旅先で散らかしたものを片づけるといえば、おぬしもじゃぞ。聖徒会とやらの始末、ほんとうに万全なんじゃろな」


    「だいじょーぶだいじょーぶ」


    　何でも、いつの間に取り入ったのか、若王子がプリシラパパと協議した結果、聖徒会が開発した技術・文化の提供と租税の上納を見返りに、旧魔王城を拠点とした一定の経済圏を維持することが認められたのだという。いずれは、バルザック市長の治める商都のように発展するかもしれない。


    「あ、そうじゃ。おぬしがドサクサにぽろっと口にした『異世界征服マニュアル』とやら、ちょっと妾わらわに見せてみよ。おぬしは実績があるだけに、本当に世界を征服しかねぬ方法が書いてあるやもしれぬ。魔王ちゃんの手に渡ったら、妾の子孫がえらいメに遭うぞよ。じゃが、逆に妾のような立場のものが読めば、世界を平和に保たもつための手引きにもなろう。防犯のスペシャリストは空あき巣じゃからの」


    　プリシラが掌てのひらをひょいと若王子の前に差し出した。すると若王子はその掌を見つめながら、不敵に笑った。


    「ククク……。欲しけりゃ探せェ！　この世のどこかにそれを置いてきた！」


    「んなっ！　最後まで人様の世界に火種を残してゆくでない！」


    「せっかく異世界に来たんだから、私も伝説に残りたいじゃん。『かつて異世界より現れ、この世界に数多くの変革をもたらし、そしてまたいずこかへと還かえっていった伝説の英雄にして美少女・ワカオージ。そんな伝説の英雄美少女が残した世界を変革するための書物が、この世界のどこかに隠されているという……』」


    「残したければマル秘お宝写真とかにせよ！　そんな危険物を置いてゆくでない！」


    「ふふ、安心しろ。マル秘お宝写真も当たりとして混ぜてある！」


    「当たり？　混ぜてある……じゃと？」


    「フフフ、聖徒会メンバーをこの異世界各地に散らせていたのは、クラスメート捜索のためだけじゃァない。いずれもとの世界に還ることも見越して、異世界各地にお土産みやげを残していってやったのさ！　後の世に『若わか王おう子じの遺産』と呼ばれる秘宝の数は延べ百。大当たりの『異世界征服マニュアル』を筆頭に、『各種スポーツルールブック』『日本の一発ギャグ集成』『東京地下鉄路線図』『漫画の描き方』『ライトノベルの書き方』『急なお客様のときに夕べの余り物で作れるカンタンおかずレシピ』『サルでもわかる特殊相対性理論』などなど、世界を変えるための力をめいっぱいバラ撒まいてきてやったぞ！　どこかの街角の井戸の底に！　ダンジョンの奥深くに！　絶海の孤島に！　世界を変える力の断片を置いてきてやった！　さあ、その手で世界を変えたくば探せェ！」


    「こ、こやつ！　やっぱり若王子が、勇者より魔王より厄やつ介かいじゃった！」


    「……プリシラ、ひとつ言っておいてやる。若王子の性格上、ものすごいダンジョンの一番奥の宝箱に、『カンタンおかずレシピ』が置いてあると思う」


    「う、うぬ……」


    「あと、城壁都市の土俵の下とホームベースの下があやしい。若王子の性格上、無数の人間の視線が頻ひん繁ぱんに注がれる場所にこそ、そういうレアアイテムを隠すはずだ。何十年何百年と経たったとき、何かの拍子にそれが発見される光景を想像してニヤニヤする性格だからな」


    「そ、それはどうかな～？」


    　さらに、俺が思う若王子の性格なら、『異世界征服マニュアル』は、たぶんまだ手元にあるはずだ。そして、プリシラの城のどこか──身近な場所に隠すんじゃないかと思う。


    　だけどそのことは、俺は言わなかった。


    　いつか大人になったプリシラが──ひょっとしたら、その子孫が、それを発見したときの光景を想像し、俺はひとりでほくそ笑んだ。
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    　王都に凱がい旋せんした俺たちを、意外な人物が待っていた。


    　プリシラである。


    　さしものプリシラも、城門の前で自分自身に出迎えられて、眼を丸くして固まっていた。


    　プリシラを出迎える、清せい楚そなドレスに身を包んだプリシラもまた、眼を丸くしていた。


    「そうだ、すっかり忘れてた」


    　もともと最初は『うつしみの杖』で姿を変えた川かわ中なか島じまがプリシラの替え玉をつとめていたのだ。それが、神託の巫み女こ総選挙に国王の名みよう代だいとしてやって来ていた偽プリシラこと川中島たちも修学旅行に合流することになり、そこで佐さ々さ木きが配下として連れてきていたゴブリンの中から演技派を選び、今度はそのゴブリンＰを替え玉に仕立てていたのだ。


    　つまり、ジャージプリシラの前に合わせ鏡のように立っているのは、ゴブリン扮ふんする偽プリシラということになる。


    　プリシラも、ゴブリンプリシラも、さすがに一瞬の硬直ののち、成り行きを思い出して事態を把握したらしい。


    　だが、一人だけ事態を飲み込めない人物がいた。


    　ゴブリンプリシラの傍かたわらで俺たちを出迎えた、大臣である。


    「ぷ、プリシラ様が二人……？」


    「あ、いや、これはですね、その──」


    「この偽物を牢獄へぶちこめい！」


    「ちょ、ちょっと待つんじゃ大臣、そのゴブリンは妾わらわのために──」


    　大臣がさっと号令をかけると、衛兵達が一斉にジャージプリシラを取り囲んだ。


    「え？」


    「ささ、プリシラ王女、ここは危険です、はやく城内へ」


    　ドレスを着たゴブリンプリシラを庇かばうように前に出て、大臣は衛兵達へ目配せをする。


    「プリシラ様の名を騙かたる不届き者め、ここで会ったが百年目」


    「おいおいおい、そんな暴れん坊将軍コントみたいなことはせずともよい。大臣よ、ちゃあんとおぬしにもお土産みやげを買ってきたんじゃぞ。えっとの、たとえば竜の棲すむ山の村で買ったクソダサＴシャツとか……」


    　荷物を漁あさろうとするプリシラの手を、衛兵が掴つかんで拘こう束そくする。


    「ちょ、あほっ！　まじか！　こんなプリティーな王女が地上に二人とおるかっ！」


    「大臣様。こいつはゴブリンが化けているのです」


    　大臣の前に歩み出て、宝たから田だはジャージプリシラを指差した。


    「おお、やはりそうですか」


    「なに、地下牢へ二、三日放り込んでいれば正体を現すでしょう」


    「おいっ、ハイファンタジー！　きさまっ！」


    　プリシラは羽は交がい締じめにされたまま、ジタバタともがく。それにしても、よくよく羽交い締めにされるプリンセスだ。


    「安心しろゴブリン。この城の地下牢はなかなか快適だぞ。暗くて冷たくてジメジメしている」


    　宝たから田だは嬉しそうにプリシラに笑顔を向ける。


    「馬車に乗せてやった恩を忘れたのかや！」


    「ささ、客人神まろうどの皆様は城内へ。つい先日帰国された王陛下とお妃きさき様がお待ちですぞ」


    「大臣っ！　きさま、さては全部わかってやっておるな！」


    「いやあ、神託都市から帰ってきてからというもの、あれだけ反抗的だった王女様が、すっかりおしとやかな淑女となられた。私の至誠が通じたのでしょうなあ」


    　わざとらしい台詞せりふを言いながら、大臣はプリシラに背を向けて城内へと戻っていく。が、その途中で振り返った。


    「そうそう、客人神の皆様。ちょうど、あなた様がたと旅先で会われたという方々が、皆様方の帰還を見送りに来ておられます。旅の疲れもありましょうが、ぜひあとでお顔合わせをなさいませ」


    　大臣はそう言いのこすと、スキップ気味に意気揚々と城内へと戻っていった。
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    　暴れん坊将軍コントを経て、俺たちとプリシラは、無事城内へと入ることができた。


    　各自一旦、荷物を置いてから広間に集合ということになり、それぞれみんな、割り当てられた部屋へと向かう。


    　と、そんな中、俺はちょっとプリシラと相談したいことがあり、その姿を捜していた。


    「プリシラ様、よろしいのですか」


    「何がじゃ」


    　ちょうどその名を呼ぶ声が聞こえたので、そちらに向かうと、城内から外へとせり出したベランダのようなところで、大臣とプリシラが何やら会話をしているようだった。


    「私があの者ども全員うっかり投獄してしまうということも、できぬではありませぬぞ。一国の王女を拐かどわかし、ゴブリンを替え玉に据え、王位の簒奪を企んだ大逆人どもです」


    「はぁん？」


    　大臣が何を言いだしたのか理解できず、プリシラは間抜けな声を漏もらした。


    　俺も何を言いだしたのか理解できなかったが、姿を隠したまま、それに聞き耳を立てる。


    「そう思い込んだ、私の独断でやるのです。罪を取り調べているうちに、日につ蝕しよくの日が過ぎてしまう。罪が晴れて無罪放免となるも、もとの世界には還かえれない。となれば、王国としては責任をもって彼らの入植を認めるよりない」


    　大臣はそんな計画を淡々と告げ、プリシラは反応せずにそれを聞いていた。


    　やがて、プリシラは、ふうっと溜ため息いきを吐ついた。


    「やれやれ。大臣よ、おぬしは見えておらぬのう」


    　賛同するわけでもなく、叱りつけるでもなく、苦笑を浮かべてそう言うプリシラの意図が読めなかったのか、大臣は不思議そうな顔でプリシラを見返した。


    　手て摺すりに身を預け、プリシラは異世界の空を見上げた。


    「世界を救いたてホヤホヤの勇者と、老いたりとはいえ千年前のレジェンド勇者。それにハイファンタジー、ぽんこつ剣客、無む双そうの女力士、未来のメジャーリーガー、ゴブリンつかいに半ドラゴンまでおる。取り押さえようとして容易たやすく押さえられるものかのう」


    　大臣はふむふむ、とプリシラの言葉を聞いている。


    「それに、おぬしは若わか王おう子じ暁あきらという者を知らぬ。あやつはこの世界に来て一年と経たたぬうちに、北方に自みずからの勢力圏を築いておった。あんなやつを国の中に置いておけば、数年後にまるっと王国ごと乗っ取られてしまうぞよ」


    「ふむ。それはいいことを聞きました。今後のために、その手管だけでも聞いておきたいものですな」


    　大臣の言葉を受け、プリシラはにやりと笑った。


    「そういえば若王子が記したという、『異世界征服マニュアル』とやらが、この世界のどこかに隠されているそうじゃぞ。それを手に入れて、おぬしも玉座を──いや、世界征服を狙ねらうてみるかや。魔王が斃たおれてのちは、人間同士の争いが起きる。それもまた歴史のならいじゃ。妾わらわにとっても良い刺激になるぞよ」


    　挑発するようにプリシラが言うと、大臣はふと顔を逸そらした。遠い空に向かって、独白するように言う。


    「私も宰相まで登り詰めた男。人並み以上の野心もございます。プリシラ様が旅に出る前であれば、それも考えないではありませんでしたが」


    　大臣は言葉を切って、夜の闇やみの向こうに溶けゆく地平線に眼をやった。自然と口元に浮かぶ笑みを、顎あごを撫なでて誤ご魔ま化かす。


    「今のあなた様に勝てる気はいたしません。やはり旅になど──修学旅行になど行かせるのではなかった。若者はちょっと眼を離すと、経験値をもりもり積んでしまう」


    「──大臣よ。気をつかわせたの」


    　王女と大臣は、互いに視線を交錯させて、苦笑を浮かべた。


    　大臣はプリシラから視線を切って、夜空を見上げた。


    「ところで、客人神まろうどがもたらしたという、あの──野球、でしたか。既に王都にも伝わっておりますが、あれはいいものですな。枯れた野心を仮託するに丁度いい。私もひとつチームを持つことにしました。野球とビールがあれば、世界はそれほど捨てたものでもないようです」


    「ふむ。なるほど、スポーツ、それもよかろうな。そうじゃ、相す撲もうもよいぞよ」


    　プリシラは微ほほ笑えみ、大臣も微笑をもって応じた。


    「それはそれとして、こやつを牢獄へぶちこめい！　衛兵ちゃんカモン！」


    　プリシラは唐突に衛兵を呼びつけた。たちまち、衛兵たちがベランダへと殺到する。当然、俺も見つかったのだが、衛兵たちは俺をスルーして大臣を取り囲んだ。


    「妾わらわに対し、叛はん意いをチラリと漏もらしおったぞよ。略して叛チラしおったぞよ」


    「ぬおっ」


    「地下牢でゆっくりとプリシラ王女の成長を噛かみ締しめるがよいぞよ。ま、二、三日くらいで許してやろう」


    「ふ、ふふ、枯れた野心がもりもり頭をもたげてきましたぞ」


    「おお、いいことじゃのう」


    　プリシラは嬉しそうに言う。


    　俺たちがいなくなっても、ちゃんとプリシラとやり合える人間がいることを嬉しく思いながら、俺はプリシラのもとへと向かった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　先に帰国していたという王様と王妃様が手て筈はずを整えてくれていたのだろう、城の大広間では、俺たちのための祝宴が催もよおされるはこびになっていた。既にご馳ち走そうが所狭しと並び、湯気を立てている。


    「いやー、やっぱり自分ちが一番じゃな！　ってな台詞せりふを一度でいいから言ってみたかったんじゃ、夢が叶かなったぞよ！」


    　居城に凱がい旋せんした王女プリシラは広間を見渡して言う。もっとも、格好は相変わらずのジャージである。


    「およ！　おい、沢さわ木き！」


    　プリシラは広間に何かを見つけたのか、俺の袖そでを引いた。


    「ああ──」


    　俺も、プリシラとほぼ同時に気づいていた。大臣が言っていたのは、そういうことだったのだ。プリシラに手を引かれながら、俺たちはその人たちと再会することになった。


    「ああ、神のお導きですね。ダーツを投げたら王都に刺さったものですから」


    　そう言って笑いかけてくれたのは、神託都市の巫み女こ、レムリアさんだ。


    　ゴブリンたちや、商都のバルザック市長の姿もある。


    　さらに、城壁都市の市長に加え、オーク、フェアリー、コボルトの三種族から代表者がやって来ていた。オークの代表者は、俺と相す撲もうを取ったあのオークだった。


    「おお、おお、皆の者、よく来てくれたのう！」


    　再会を喜ぶ和なごやかな空気の中で、俺は、その二人に気付いた。


    　広間の片隅で、顔を見合わせている、中年の男性と、二十歳前後に見える女性。


    　片方は俺たちの担任の先生で、もう片方は──千年竜の化け身しんだった。


    「ずいぶん、老けましたね」


    「あなたは、ちっとも変わらない」


    「はい。伊だ達てに千年竜と呼ばれてはいません。もっとも、千年前は千年ぶん若かったんですけどね。ふふ、でもあなたもお元気そうで。──思えば、私との特訓で体外に出ちゃいけないタイプのモツがお腹なかからチラ見えした時も、あなたは元気でした」


    「体外に出ても大丈夫なタイプのモツはないと思いますが……。というかあの時は死にかけたのですが……」


    「ふふ……私も昔はちょっと気性が荒かったですから……」


    　テトラさんと先生は、千年ぶりの旧交を温めていた。


    「千年の時の流れになお朽ちぬ──絆きずなとはいいもんじゃのう……」


    　プリシラがしみじみと呟つぶやいたときだった。


    「プリシラ！」


    「ぬわっ！」


    　いきなり横合いから飛びつくように抱きつかれて、プリシラは声を上げた。


    「く、曲くせ者もの!?」


    「あはははは、プリシラだ、プリシラ！　ひっさしぶりー！」


    　その人物はまるで子犬がじゃれつくように──と言っても、身長はプリシラよりも高いのだが──プリシラを抱き締めて、きゃっきゃと喜ぶ。


    「ちょ、ちょ、落ち着け落ち着け、誰じゃ誰じゃ」


    「あたしだよあたし！」


    　しかし、プリシラには覚えがないらしい。当然、俺にも覚えはない。


    「妾わらわはそんな、貴様のような、体重三十八キロＦカップみたいなアホの男子高校生が画用紙に描いたような体型をしたエルフに覚えは──」


    　背が高く、美しい少女──耳の尖とがった、エルフの少女。


    「あたしだって、マイアだよ！」


    「……？」


    　プリシラは一瞬首を傾かしげ、そしてはっとしたように眼を見開いた。マイア、それは、エルフィニアで俺たちが出会ったエルフの少女だった。けれど、彼女はもっと幼かったはずだ。


    「いや──そうか、あの島は時の流れが外界と違うんじゃったな。じゃが、マイアよ、おぬしがここにおるということは──」


    　マイアはようやく、プリシラを抱き締める腕を解いた。


    「そう！　エルフィニアは結界を解いて、外界との交易を始めることにしたの！　んで、あたしが初代の外交官兼、黒船の船長になって、昨日辿たどり着いたの！　約束したでしょ、大人になってプリシラの国に行くって！　あたし、あれから何年もずーっと勉強したんだから！」


    「う、うむ。なるほど。マジで黒船でやってくるとはの。じゃが、正直妾わらわにとってはまだ一か月ちょいくらい前の出来事なんじゃよな」


    「だが、これからは同じ時の流れの中を生きることになる。その覚悟が、ようやく決まった」


    　そう言って姿を現したのは、エルフィニアの大統領、アメリアさんだった。


    「大統領は、まったくお変わりなく……」


    「ふふ、見た目はそうでも、これからはマイアたちの時代さ。私はこの選択が正しかったのかどうか、ゆっくりと見守ることにするよ」


    　大統領は様々な人々が──オークやフェアリー、コボルトまでが混じった広間を見渡した。


    「なあ、プリシラ」


    　俺はプリシラの肩を叩たたき、目配せをした。プリシラも、俺の意図を察したらしい。


    「アメリア大統領、あなたに、会わせたい人がいるんです」


    「私に？」


    「うむ。昔、大統領にに会ったことがある人じゃ」


    「知っているだろう。エルフィニアが外界と交流を持っていたのは、もう千年も前のことだ。だから──」


    「いいからいいから」


    　プリシラは広間の片隅へと、大統領の手を引いていった。


    「そういえば、あなたの腕が根元からもっきりといったとき──ああっ」


    　先に声をあげたのは、テトラさんだった。どうやら彼女も、エルフィニアには同行していたらしい。


    　そして、先生も、アメリアさんに顔を向けた。


    「少年」


    　エルフの大統領はぽつりとそれだけを言い、目の端に涙を浮かべた。


    「はい、少年でした」


    　かつての勇者は、そう応こたえた。


    　そんな光景を見届けると、プリシラは俺の背中を叩いた。


    「さて、では沢さわ木きよ。そろそろおっぱじめるかの。さっき打ち合わせた通りに、の」


    「──ああ、そうだな。最後の祭だ」


    　プリシラは俺の眼の前に手を掲げた。


    　俺は自分の右手をそこに叩き付け、パン、と高い音を鳴らした。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「親愛なる全国民の皆様およびゲストの皆様、今晩は。プリンセス兼総合司会兼プロデューサーのプリシラです。ついにこの日がやって参りました。家宝を質しちに入れてでも観たいこのプラチナイベント！」


    　広間の一段高いステージ上になったところに立って、プリシラは一同を見回す。


    　プリシラパパにプリシラママ、さらにお土産みやげのクソダサＴシャツを着た大臣をはじめとした家臣団たちが、壇上を見上げていた。いつぞや、宝たから田だがそのネーミングに難癖を付けた衛兵のひろゆき氏もこちらを見上げている。今思えば、彼の名前の由来は先生の名前なのだろう。


    「さて、まずは、ゲストを紹介するぞよ！　明日にはサヨナラ、客人神まろうどのものども！」


    　プリシラの声に従って、二年一組全員と、先生がステージの上に上がっていく。


    「中でも、つい先日魔王を討伐した勇者様！　山やま田だよ、前に！」


    　プリシラに促うながされて、山田は少し照れたような表情で、一歩前に出る。


    「いよっ、勇者様！」


    　プリシラパパのかけ声とともに、万雷の拍手が沸き起こって広間を包んでいく。


    「その他にも、遠く伝説の島・エルフィニアよりよりお越しいただいたエルフの皆さん！　神託都市の巫み女こ・レムリアさん！　ドラゴンが出るという村からは、山岳ツアーガイドのテトラさん！　どう見ても悪代官フェイスのバルザック市長！　城壁都市よりオーク、フェアリー、コボルトの三種族と、あと市長！　何でこっちの市長は名前がないんじゃろか！　でもってゴブリン御一行様！」


    　──あと、魔王ちゃんも見たいならどっかで見ておれ。


    　プリシラは、小声でそう呟つぶやいた。


    「なお、このプログラムは我が王家と、『安心と信頼のゴブリンじるし、ゴブリン総合食品』、『豚骨ラーメンチェーン・麺神』、『あなたの美容と健康に寄り添うフェアリー製薬』『土建、建築総合請負・オーク組』『世界開発総合コンサルティング・あなたと共に世界を変える聖徒会』の提供でお送りするぞよ」


    　提供スポンサーの名前を読み上げると、プリシラは俺に目配せをした。


    　俺は、小さく頷うなずいて、プリシラの隣に並ぶ。


    「えっと、プリシラと共に、この会の司会を務めさせていただきます、二年一組の修学旅行委員、沢さわ木き浩こう介すけです」


    「よっ、潤滑油！」


    　すぐ側そばで、若わか王おう子じが声をあげた。


    「よーし、んではおっぱじめるぞよ！」


    　プリシラは、拳こぶしを高く突つき上げた。


    「百年に一度の大メインクライマックス！　ありがとう、そしてさようなら客人神まろうど！　大隠し芸大会！　オールスター大感謝祭の開幕じゃあ！」


    　そう、さっきプリシラと相談していたのは、これだ。


    　もともと山やま田だにいろいろとアプローチしていく中で、思い出したのだ。俺たちがこの異世界に来る直前、俺はクラスの出し物として、隠し芸大会の企画をしていた。元の世界に戻る前に、この世界でそれをやってしまおう──そう考えて、プリシラに提案したのだ。


    「さあさ、飲んで食って笑って語らって！　この世界最後の夜を大いに楽しんでくれい！」


    　プリシラの開幕の言葉とともに、異世界最後の夜がはじまった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　楽しい時間は、またたく間に過ぎていく。


    　宗むな像かた力つとむのひとり筋肉ミュージカル。お笑いコンビ『どぐら☆まぐら』の漫才。


    　川かわ中なか島じま真ま弓ゆみの形態模写＆モノマネ。柊ひいらぎ小さ百ゆ合りの土俵入り＆十人掛け。


    　天てん堂どうまほろのマジックショー。はぐれメタルのエアギター。


    　でんじろう先生のハレンチ科学実験教室。猪い之の頭かしらむつきの猫カフェ。


    　そして、満を持しての、全裸のファンタジスタ木き村むら新しん太た郎ろうの全裸芸。


    　クラスメートたちがそれぞれの得意技や隠し芸を次々に披ひ露ろうしてゆき、そのたびに大歓声が巻き起こってゆく。


    　泣き、驚き、笑い──。楽しい時は、夢のように過ぎていく。そして、全てのプログラムが終了の時をむかえた。


    「さて、今こ宵よいも名な残ごり惜しいが、何ごとにも終わりというものはやってくる。この宴うたげもその例外ではない」


    　静まりかえった広間に、プリシラの声が響く。


    「最後の隠し芸──っちゅーか、別に芸ではないんじゃがの。ひとつプログラムが残っておる」


    「え？」


    　俺はポケットに入れておいた進行予定表を確認するが、もう予定されていた全ての出し物は終了していた。


    「沢さわ木きよ、おぬしまだ何もしておらぬじゃろ」


    「え、俺？　いや、だって俺は司会だし」


    　それに、宝たから田だや山田なんかも、別に芸をせずに見てただけだし。


    「けっかはっぴょ～！」


    　唐突にプリシラが広間に向かって叫ぶと、人混みを割って、一人の少女が真まっ直すぐこちらへ歩いて来た。


    「あ──」


    　そうだった。それが残っていた。


    「じゃ、返事、するね」


    　綾あやちゃんがステージに上がって、俺の前に立った。


    「あ、でも、さすがにここではちょっと」


    　綾ちゃんは少し気恥ずかしそうに、壇上から広間を見回した。


    「浩こう介すけ、外いこ」


    「あ、うん」


    　え～、というブーイング混じりの声を背に、俺は綾ちゃんと二人で、広間を出て行った。


    　広間を出て行ったところで、背中にわっと歓声が上がるのを感じた。


    「おっとここで結果発表を待つ間にアンコール公演！　全裸マジック筋肉モノマネ相ず撲もうホームラン……なんかもう全部入りじゃ！　おい、ハイファンタジー、最後なんじゃ、すましてないで貴様も何かやれっ！　おい、ちょ、宮中で剣を抜くでない、のわあっ！」


    　そんなプリシラの声を聞いて、俺と綾ちゃんは顔を見合わせ、小さく笑い合った。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「そっか、ここで私たち、プリシラと出会ったんだ」


    　綾ちゃんは足を止めて、あたりを見回す。


    　ここは、俺たちが流星となって落ちてきて、プリシラと出会った城の中庭だった。


    「そうだ、確かここに倒れてたんだよな」


    　中庭の一点を、俺は指差す。


    「ねえ、浩介。どうしてあのとき、私の手を握にぎってたの？」


    「え？　いや、何でだろ。覚えてないけど、咄とつ嗟さに──」


    「咄嗟か。ふふ」


    　小さく笑い、月を背負って、綾ちゃんは立った。


    　俺は深呼吸しながら、その唇が動くのを待つ。


    「小さいころ、私たちは同じものを見てたよね。同じ目線の高さで、同じ世界を見てた。幼稚園までの道のり、近所の人たち、よく行くコンビニ。幼稚園を卒業するくらいまでは、私、この男の子と結婚するんだろうなって、疑いもなくそう思ってた」


    　遠くの空で雲がゆっくりと月光を遮さえぎり、そして再びゆっくりと、月の姿を晒さらしてゆく。


    「それに、今じゃ潤滑油とか言ってるけど、小さな頃は人見知りで、ずっと私の後ろに隠れてた。それが、小学三年生くらいの時かな、浩介が、女と遊ぶのは嫌だって言って、男子の友達のところへ走って行く後ろ姿、今でも覚えてる」


    「あ、いや──」


    　綾あやちゃんは声を立てて小さく笑った。


    「その時、すごく寂さびしくて悔しかったけど──でも、どこかで、こういうものなんだろうなって思ったの。同じ世界を見てたはずなのに、少しずつ、私たちは別の世界を生きていく。もちろんその時は、こうやって言葉にできるほどはっきりと思ったわけじゃないけどね」


    　綾ちゃんはわずかに、俺から視線を逸そらした。


    「若わか王おう子じさんと付き合ってるって噂うわさを聞いたときも、ああ、そうなんだ、って。ちょっと驚いて、ちょっと寂しくて、でも、やるじゃん、って思った。取られたとかそういう気持ちじゃなくて──何て言うのかな。私のよく知ってたはずの男の子は、私の知らないところで大きくなって、自分の世界を生きてるんだなって。その時、私、気づいたの。あ、私はもう、浩こう介すけのこと好きじゃないんだって」


    「──」


    　俺は、何も言えない。自分の心臓の音が、僅わずかに大きくなった気がした。


    「幼稚園のときは、世界で一番好きだった。小学校低学年のときはどうだろう、高学年のときが一番疎遠だった？　中学に入ったら、また話してくれるようになったよね。高校でクラスも同じになって、若王子さんとの噂を聞いたとき、私は、浩介のことがいつまで好きだったのかも、もう、思い出せなくなっちゃってた」


    　綾あやちゃんは、ずっと俺から眼を逸そらさない。


    　だから、俺も逸らせない。
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    「でも、この世界に来てから、また、私の世界の浩こう介すけはちょっと変わっていった。思ってたよりへこたれないし、思ってたより頑張るし、思ってたよりツッコミのバリエーションが多彩だし、思ってたより人望──人望でいいのかな？　うん、思ってたより、みんなから愛されてる。たぶん、浩介が自分で思ってるよりは、ちょっと、ね」


    　綾ちゃんは右手の親指と人差し指をくっつけて、数センチだけ、す、と離した。


    　そして、両手を体の後ろで組むと、俺を正面から見た。


    　俺はその視線を、まっすぐ受け止める。


    「たぶん、この異世界での旅が始まる前に告白されてたら──迷っただろうけど、でも、断ってたと思う。だけど、この旅の中で──私はまた、浩介のこと、けっこう好きになってた」


    　そして、彼女は、言った。


    「私でよかったら、これからも、よろしく」


    　俺はゆっくりとその女の子に歩み寄りそして──。


    　その手を強く、握にぎり締めた。


    「何だ、手なんだ」


    「あ、いや、まあ──咄とつ嗟さに」


    「ま、いいけど」


    　そうして俺たちは、異世界の月を背に、騒がしい俺たちの仲間が待つ世界へと、一歩ずつゆっくり、戻っていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「──ばかもの！　残念会用の特大くす玉が無駄になったではないか！」


    　手を繋つないで帰ってきた俺たちを見るなり、プリシラは右ストレートを俺の胸に叩たたき付けた。


    「ありがとうプリシラ、世界ってこんなに美しいんだね」


    　俺は素直な感想をプリシラに返す。


    「きもっ！　何じゃきさま」


    「おい筋肉！　こいつも脱がしちまえ！」


    　若わか王おう子じが宗むな像かたに命ずる。


    「サワキヌガス、ミンナヨロコブ」


    「ちょっと待て、何で宗像がカタカナ喋しやべりになってるんだよ！」


    「余っていたエリクサーがもったいなかったんで、ちょっとの」


    　しかもよく見ると、男子はほとんど上半身裸になっていた。俺がいない間に何があったのか。


    　山やま田だも上半身裸で、しかし、俺に対して拍手を送ってくれていた。


    　大臣は二に階かい堂どうと柊ひいらぎにサインを求めているし、一いつ色しきは普通にドラゴンになっている。


    　宝たから田だは剣で広間の壁にガリガリと、『宝田舞まい参上』と大きく刻きざみつけており、それを王妃様がニコニコと笑いながら見ていた。


    　広間の反対側では国王様が「頼むっ、お前だけでもこの世界に残っちゃくれねェか！」と、土下座しそうな勢いで木き村むらを口説いていた。そういえば体育会系ヤンキー気質の国王様は、全裸芸のドストライクゾーンだ。


    「にゃーん」


    　混こん沌とんの中で、脈絡なく、川かわ中なか島じまが猫の鳴き真ま似ねをはじめた。ねこかわいい。


    　和泉いずみと仲村渠なかんだかりがいつの間にか水着姿になって張り合っている。師匠かわいい、ギャルかわいい。


    　でも、彼女が一番かわいい。


    　何もかもがぐちゃぐちゃになった混沌の中で、俺は手の中の、一回りちいさな掌てのひらを握にぎり締めた。


    　こうして、異世界の最後の夜は更けていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「これが本当に、異世界で最後の夜か」


    　俺はそう独りごちて、部屋のドアを閉めた。ベッドに腰掛けると、開け放たれたままの、月光の差し込む窓へ顔を向ける。あのときもこんな月が出ていた。


    　あの夜、プリシラがこの部屋にやって来て──そして、俺たちの旅が始まったのだ。


    「ったく、王女のくせに、深しん夜やに男の部屋に忍び込んで」


    「妾わらわの城の部屋は妾の部屋じゃ、そこに入って何が悪い」


    「いや、そういう問題じゃ──って、おい」


    　俺が返事を返すと同時に、窓の端から月がにゅっと顔を出した。天からの月光を受けて金色に輝くもう一つの月──プリシラの頭だ。


    「んしょ、っと」


    　プリシラは窓枠をよじ登り、俺のベッドの上にどすんと着地した。


    「何だよ。夜よ這ばいか。悪いけど俺、彼女いるんで」


    　俺はドヤ顔で言ってやった。


    「うーむ、調子に乗りおって。旅行でテンション上がった気の紛まぎれかもしれぬぞよ。元の世界に帰って地に足が付いたら、旅先で買った意味不明なキーホルダーなどいらなくなることはよくあるじゃろ」


    「俺をキーホルダーと一緒にするな」


    「ま、バッドエンドよりはハッピーエンドで送り出した方が、送り出す方としては気分が良い。後世に伝える伝説にもそう残してやろうぞ」


    「ありがとよ」


    　ハッピーエンド。俺はその言葉を胸の中で反はん芻すうする。


    　プリシラが言うとおり、もう俺たちの旅は終わりなのだ。


    「で、何だプリシラ」


    「まだ、修学旅行は終わっておらぬぞよ」


    　俺の隣に腰かけ、プリシラは言う。


    　その意を汲くみかねて、俺はプリシラの横顔へと顔を向けた。


    「修学旅行、最後の夜じゃ。教師の眼を忍んで部屋に集まり、朝まで騒ぎ、夜があけたらみんな泥のような眼をして帰途につく。それこそが修学旅行ではないかや」


    　ベッドにかけた足をブラブラさせ、ドアのほうを見ながらプリシラは言った。


    　確かにそうだ。最後までぐちゃぐちゃに騒いで終わるのが、俺たちらしい。


    「そうだな。じゃあ、みんなを呼んでくるか！」


    　俺がベッドから腰を上げようとすると、プリシラはそれを掌てのひらで制し、パンパンと音を立てて両手を打ち鳴らした。


    　と同時に、バンと音を立ててドアが開き、怒ど涛とうの勢いで、クラスメートたちが室内へと流れ込んでくる。


    「あっ……こんな時間に二人きりで……浮気者！」


    　綾あやちゃんは左手を口に当て、右手で俺を指差して叫んだ。


    「綾ちゃん、そういうのほんとやめて。心臓に悪い」


    「委員長よ、こやつはの、最初に妾わらわが忍んで来た時も、真顔で『俺、好きな子いるから……』とかぬかしおったんじゃ」


    「あ、プリシラさん。そういうのはもっと言って」


    　そんなやりとりを交わしている間にも、どんどんとクラスメートたちが入ってくる。


    　さすがに三十人もぎゅうぎゅう詰めだと、足の踏み場もない。宗むな像かたなんかは既に肉塊となって、みんなの足場になっていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　気づけば、窓からうっすらと朝日が差し込み、夜が明けていた。


    　ただただ喋しやべり続けた最後の夜はあっと言うまで、旅の疲れもあってか、いつの間にかほぼ全員が、その場で眠りについてしまっていた。


    「だから……ジャガイモの……品種……ううん……」


    　宝たから田だは寝言でもまだファンタジー世界の考証を続けているらしい。


    　なにがどうなってそんな体勢になったのか、そんな宝田の下から、もぞもぞとプリシラが這はい出てきた。


    「およ……んむ、まだ起きておるのは沢さわ木きだけかや」


    　プリシラは部屋を見回して言う。ただでさえぎゅうぎゅう詰めの部屋に、みんなが眠るものだから、いくつもの体が折り重なっている。


    「そうじゃ、妾わらわにはまだやり残したことがあったぞよ！」


    　プリシラはいきなり眼を見開いて、体をシャキッとさせた。


    「やり残したこと？」


    「うむ、忘れぬうちに、若わか王おう子じと宝田の顔にヒゲでも描いておかねば。おそらくはこれが最後のチャンスであろう……。まずは妾の世界を掻かき回した若王子のあんぽんたんに……」


    　油性ペンを手に、ウキウキ顔で創作意欲を高ぶらせるプリシラ。その視線の先に、若王子がすやすやと寝息を立てている。それも何がどうなったのか、若王子と綾あやちゃんが互いの体を支えながら、抱き合うようにして眠っている。


    「さーて、カイゼルがいいかの、それともチョビ髭ひげがいいかの」


    「やめてやれ。最後にみんなで集合写真撮るんだから」


    「ちぇ」


    　プリシラは名な残ごり惜しそうに、ペンに蓋ふたをした。


    「にしても……ったく、足の踏み場もないとはこのことじゃの」


    「だから……当時のヨーロッパでは……小麦の生産量が……んぎゅ……」


    　プリシラは宝田を踏み台にして俺のベッドへと上がってきた。狭いベッドに体育座りになっていた俺の背中に体を預けるようにして、反対向きに体育座りをする。


    　俺とプリシラは、背中合わせで、ベッドの上に座っていた。


    「のう、覚えておるか。妾がこの部屋に忍んで来たときのことを」


    　背中越しに、プリシラが言う。


    「──そりゃ覚えてるよ」


    　俺も、背中越しに、プリシラに答える。


    「妾の美しさにテンパっておったのう」


    「わかったよ。最後だから否定はしない」


    「およ、それはそれで何か拍子抜けじゃの」


    　そんなプリシラの反応に、俺は忍び笑いを漏もらした。


    「そうだ、もともとはプリシラの提案だったんだよな。修学旅行に出ようってのは」


    「うむ。我ながら天才的な提案であったの」


    「そんで、オーディションをやったんだっけ」


    「おおっ、そういえばそうじゃったの。確か、だかりんや川かわ中なか島じまらが城に残ったはずじゃ。だかりんを置いていくなど、今思えば有り得ぬ選択」


    「今思えばというなら、坂さか上がみが一緒に行くって言ったのは驚きだったよ」


    「坂上先生も、今では完全にクラスに溶け込んだのう」


    「んで、徒歩で城を出たら死にかけたんだよな」


    「うむ。旅の恐ろしさを思い知ったぞよ」


    「でも、宝たから田だが助けてくれたんだよな」


    「あやつは毎回、タイミングよく現れたのう。実はいつも隠れてタイミングを計っておったのでは」


    「だとしたら、みんなもっと宝田を好きになるよ」


    「浮気者めが。委員長に言うてやろ」


    「いや、だから、そういうんじゃなくって」


    　今度はプリシラが、くくく、と笑い声を漏もらした。


    「まあよい。んで、商都からドラゴンの山に向かったんじゃよな」


    「ああ。まさか一いつ色しきがドラゴンになってるなんてな」


    「伝説の千年竜に会えるなど、思いもしなかったぞよ」


    「そして、次に神託の巫み女こ選抜総選挙だ。でも、プリシラにとってはラーメンのほうが思い出深いか？」


    「おお、あれはまじで感動的であったのう。そうじゃ、旅の中で唯ゆい一いつ心残りがあるとすれば、和泉いずみのぬるぬる水着相ず撲もうをこの眼で見られなんだことじゃ」


    「和泉って自分で言ってるのはどうかと思うけど、確かにクールビューティーな剣客キャラではあったんだよな。どこでキャラが壊れたんだか」


    「いや、地が出てきただけじゃと思うぞよ？」


    「かもな、確かに師匠の言ったとおりクラスメートのことでも意外とわからないこともあるもんだ。んで、神託に従って船出したんだ」


    「……っと」


    　背中にかかるプリシラの体重が、一瞬だけ重みを増した。


    「何だプリシラ、眠いのか」


    「んにゃ、大丈夫じゃ。んでんで、次は何じゃったかの。海に出て……そうじゃ、宝田がクラーケンを鎮めるための竪琴を手に入れておきながら、それを弾ひけぬという大チョンボのせいでまたしても全滅しかけたんじゃよな。だかりんがたまたま竪琴を弾けたからよかったものの」


    「俺は、船に乗ったのが初めてだったから感動したよ。潮風を浴びながらの船旅なんて。それに、伝説の一角クジラも見た」


    「おお、あれは実に幻想的で美しく、神話の挿絵のようですらあったのう……。背中に乗っていた全裸の者を脳内Photoshopで編集すればの」


    「だけど、海に落ちた木き村むらを捜しに行ったからこそ、エルフィニアに辿たどり着けたんだ」


    「ふむ。改めて思えば、宝たから田だにだかりんに全裸にと、それぞれ別行動しておった誰か一人でも欠けておれば辿りつけなんだわけじゃものな。それを思えば、まさに神託に導かれたようなものじゃ」


    「んで、次が城壁都市か」


    「野球に相す撲もう、あれらは妾わらわの世界でもスポーツとして根づかせてみせるぞよ。それに、運動会、楽しかったのう。しっかし、まさか沢さわ木きがオークと相撲を取ろうとはの」


    「お前が宗むな像かたにドーピングしたからだろ。でも、あれは、良い経験だったよ」


    「ふん、勝ってはおらぬではないか。──まあ、おぬしにしては頑張ったほうじゃの。あれも告白の成功に一役買ったのではないかや？　となると、妾とマッスルのおかげじゃのう」


    「ありがとよ。そして、いよいよ魔王城に向かったんだ」


    「待て待て、その直前の爆弾発言を忘れてはいかん。委員長が、若わか王おう子じは沢木の元カレだとか言いだして」


    「そ、その話はもういいじゃないか」


    「ほーんとに何もなかったのかや？」


    「ないって、何もないってば」


    「ふーむ。おぬしは信頼できぬ語り手じゃからのう」


    「お前の旅行記のほうが信用できねーよ。俺たちが帰ったあとに何て書かれるか心配だよ」


    「ふふん、歴史とは記述した者が勝ちなんじゃ」


    「ったく。んで、魔王城に着いたと思ったら幻の中の学校にいたんだ」


    「妾もまさか、おぬしらの学校に通えるとは思わなんだぞよ」


    「プリシラの制服姿ってなんか新鮮だったな。いや、冷静に考えればジャージ姿の王女様ってのも変なんだけど」


    「坂さか上がみ先生にもらった大切なジャージじゃからの。いずれは国宝じゃな。眼鏡めがねっ娘が着用していた体操服を秘宝館に収めねば」


    「わざとそういう言い方してるだろ」


    「んで、幻を脱出したと思ったら、千年前の勇者様に魔王ちゃんまで合流して『はじまりの街』へ。カジノでえらいメにあったぞよ」


    「プリシラ、お前、女王になってもギャンブルには手を出すなよ。お前はギャンブルやっちゃダメなタイプだ」


    「うむ。胴元となって吸い取るほうに回ることにするぞよ。……で、勇者・山やま田だじゃな」


    「ああ。あいつがこれからクラスの中でどうなってくのか、楽しみだよ」


    「うーむ、おぬしは暫しばらくの間は、あんまり構かまわぬほうがよいのではないかや？」


    「何で──あ、そうか、そうかも……」


    　綾あやちゃんはすうすうと寝息を立てていた。


    「ま、このクラスのことじゃ。山やま田だの居場所も、すぐにできようぞ」


    　そんな山田は、木き村むらの下敷じきになって眠っていた。木村の格好は敢えて語るまい。


    「魔王ちゃんも……長生きすれば、また会えるかものう。自みずからサークルクラッシャーぶる振る舞いさえ直せば、あやつの居場所とて、世界のどこかにはできよう」


    「──なあ、魔王が言ってたよな。客人神まろうどは、この世界に変革をもたらすために、世界自身が求めたものなんだって」


    「ま、あやつの仮説じゃがの」


    「仮にそうだとして──勇者や若わか王おう子じは言うまでもない。他にもカステラだったり、ラーメンだったり、野球だったり、相す撲もうだったり、蒸気機関だったり──みんな、それぞれ少しずつ、この世界を変えていった。……なら俺はいったい、この世界の何を変えられたんだろう」


    　僅わずかな沈黙を挟んで、プリシラは言った。


    「それは、妾わらわの心じゃ。──とでも言うて欲しそうな顔をしおって。妾はアゴの割れた警部ではないぞよ」


    「お前、ポジション的にはクラリスだろ。それに、背中合わせなんだから顔は見えてねーだろ」


    「おぬしの顔のパターンなどもうだいたいわかるわ」


    「にしたって、最後なんだからサービスでいいこと言ってくれてもいいのに」


    「──世界と世界が触れ合って、何も変わらぬほうがどうかしておる。おぬしも変わった、妾も変わった。それだけのことじゃ」


    「そうか、そうだな」


    　再び、沈黙の間が降りた。みんなの寝息に混じって、背中越しに、プリシラの心臓の音が聞こえてくるような気がした。


    「なあ、プリシラ」


    「んぬ？」


    「──」


    　俺は言いかけて、しかし、言葉が胸につかえた。


    「何じゃ、はよう言え。さすがに妾も眠い。いつ寝落ちしてしまうかわからぬぞよ」


    「うん、あのな──」


    「焦あせらすでない。委員長に告白する以上に勇気が必要なことでもあるまい」


    　プリシラは肘ひじで俺の脇わき腹ばらをこすった。


    　窓から差し込む朝日を横顔に受けながら、俺はプリシラに言った。


    「プリシラ。修学旅行、楽しかったよな」


    「──」


    「……プリシラ？」


    「──っ」


    「何だ、寝たのか？」


    　俺が自分の肩越しにプリシラの様子を窺うかがおうとしたとき、ほんの一瞬、背中にかかっていたプリシラの体重が消え失うせた。一瞬の間を空あけ、再び、プリシラが俺に背中をどんとぶつけるように体重を預けてきた。


    「楽しかった」


    　呟つぶやくように、言った。


    　プリシラが大きく息を吸う音が聞こえた。


    「めっちゃめちゃ、楽しかったぞよ！」


    　声を張り上げて、言った。


    　背中越しに聞いたその声は、心なしか震ふるえていたように思う。


    　笑ってるのか？　泣いてるのか？


    　それとも、その両方か？


    「俺も、お前と旅ができて、楽しかったよ。ありがとう、プリシラ。お前に会えてよかった」


    「──うむ。……妾わらわもじゃ」


    　背中越しのプリシラの顔を瞼まぶたの裏に想像しながら、俺はゆっくりと、眠りの中へと落ちていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「おう、じゃァいいかお前ら！　笑って笑ってェ！」


    　プリシラパパが──国王が、声を張り上げる。


    　俺たち二年一組一同──そしてプリシラは、三列に整列して、プリシラパパの手元を見つめる。


    「はい、ちーず！　えと、これでいいのかしら？」


    　プリシラママの──王妃様の合図とともに、シャッターが切られた。


    「おし、じゃあ次な」


    　国王が撮り終えたデジカメを大臣に渡すと、大臣が次のスマホを国王に渡す。最後の記念写真ということもあって、綾あやちゃんのデジカメだけでなく、全員が国王にスマホを手渡し、人数分の写真を撮ることになっていた。


    「で、次で最後か。ん、これァ、ちっと型が違うみてえだな。これがガラケーってやつか？」


    　さすがはプリシラパパ、日本文化への理解がはやい。でも、それはガラケーじゃなかった。


    「それは、私のものです」


    　列の端に立っていた先生が言った。


    「おお、初代の勇者様の──」


    　国王がいま手にしているそのカメラは、エルフィニアの宝箱で見つけた、千年前の勇者の忘れ物のひとつ、俺たちの持つデジカメやスマホではなく、いわゆるレンズ付きフィルムだった。この異世界で千年の時を経たものとはいえ、時空が外界と遮断されたエルフィニアの結界の中にあったおかげか、特に何の問題もなく作動するようだった。


    「置いてゆきましょうか。いずれ、現像する術すべも発明されると思いますが」


    　先生はプリシラに言った。先生の持つレンズ付きフィルムには千年前の冒険が記録されているはずだ。プリシラのご先祖様の写真ともなれば、国宝になるはずだ。


    「……んにゃ。それは、先生の思い出じゃろ。先生だけの宝物じゃ」


    　そう言って先生の申し出を断ったプリシラの前に、横から一枚の写真が差し出された。


    「だったら、これはお前のぶんだ。これは受け取っとけよ」


    　インスタントカメラで撮ったものらしい、全員が笑顔で写ったその写真を、若わか王おう子じがプリシラへ押しつけるように手渡した。


    「そうか、デジカメの写真じゃプリシラには渡せないもんな」


    「妾わらわに──」


    　プリシラは写真を受け取ると、照れくさそうにしつつも、それをぎゅっと胸に抱く。


    「……若王子め、酷ひどいぞよ。こんなものがあったら、忘れられぬではないか」


    　そっぽを向いて、小さく呟つぶやいた。


    「写真がなければ、沢さわ木きとて思い出の中で多少は美化されるやもしれぬのに、この間抜けヅラが残ってしまったばっかりに……。可か哀わい想そうな沢木……」


    「しんみりした表情で最後までディスをぶっこんできやがって」


    「ふん、じゃがまあ、丸まる山やまの銅像を建てるときの参考資料にはなるぞよ」


    「そういやいつだか銅像を建てるとか言ってたが、マジで建てるのか」


    「宝たから田だのアクションフィギュアもよりホンモノに近いものが作れるのう」


    「ちゃんと権利料払ってやれよ」


    「皆さん、名な残ごり惜しいですが、そろそろお時間ですよ～」


    　王妃様が声をあげた。


    　ふと空を見上げると、月と太陽の端が触れ合いつつあった。


    　みんな互いに顔を見合わせつつ、自分の荷物を持って、魔方陣の中へと向かう。


    　俺も自分の旅行バッグを肩に担かついだとき、尻に衝撃を感じて少しつんのめった。


    　振り返ると、片足を上げたポーズでプリシラが立っていた。


    「じゃあの」


    「ああ、またな」


    「──」


    　しまった、と俺は思った。反射的に返してしまった挨あい拶さつの残酷さに、俺は気づいた。


    　棒立ちになっている俺に、プリシラは言う。


    「最後までちんたらするでない、はよう行け。新幹線に乗り遅れるのとはわけがちがうぞよ」


    「あ、ああ」


    　俺は鞄かばんを背負い直し、みんなのもとに駆けていく。


    　二年一組の全員が、魔方陣の内側へと収まりきった。この内側にあるものが、もとの世界へと戻っていけるのだという。


    「これからもいっぱい、いっぱい勉強してくださいね」


    　魔方陣の中から、坂さか上がみが言った。


    「うむ。坂上先生に教わったこと、決して忘れぬぞよ。一生勉強じゃ」


    　坂上は泣き顔を無む理り矢や理りに歪ゆがめ、笑顔を作ってプリシラに応こたえた。


    「プリっち、カッコカワイイ女王様になってよね」


    「王女様の替え玉になれて、楽しかったですよ～」


    　仲村渠なかんだかりと川かわ中なか島じまが、プリシラに言った。


    「うむ。だかりんや川中島に負けぬくらい、キュートな女王になってみせるぞよ」


    「私を手本として、クールビューティな女王を目指すんだぞ」


    「うむ。基本ポンコツじゃったが、たまにカッコいい和泉いずみのズルさは真ま似ねするぞよ」


    「筋肉ファーストの国作りをする立派な女王になってくれ」


    「いつか大鉄道網をこの国に敷しいてくださいね」


    　宗むな像かたはムキムキしながら、鉄くろがねは敬礼しながら言った。


    「うむうむ。筋肉ファーストのほうは聞き流すが、肉塊も鉄ちゃんも理解できぬ異文化を教えてくれて、楽しかったぞよ」


    「常に自分の限界に挑み続ける、意識の高い女王様になってくれよな！」


    「限界ギリギリの見極めが大事だぜ！　全裸芸も、そして政治も！」


    「だが励はげむばかりでなく、時には豚のように怠たい惰だに、そして時には徹底的に遊ぶことも大切だぞ。豚野郎にも分け隔てなく優しく、よく学びよく遊ぶ、偉大な女王様になってくれ」


    「うむ、妾わらわは全国の豚野郎からも全裸野郎からも讃たたえられる、プレイ上手の立派な女王様になってみせるぞよ！」


    　若干誤解を生みそうな内容だったが、プリシラは一いつ色しきと木き村むら、丸まる山やまにそう誓ってみせた。


    「……十年後だったら、別れが惜しかったかもな」


    「十年後でなくて惜しかったの。もとの世界に還かえったら女を泣かすでないぞ」


    　藤ふじ崎さきも、少し涙を目に浮かべていた。


    「ゴブリンたちとカステラをよろしくお願いします」


    「ラーメンを国民食に！」


    　次に声をあげたのは、闇やみのＣＥＯ佐さ々さ木きと、ラーメン伝道師漆うるし原ばらだ。


    「うむ。おぬしらのことは忘れても、カステラとラーメンのことは忘れぬ！」


    「拙せつ者しやも、もう違法ダウンロードはやめマス！」


    「当たり前じゃ。ま、改心したということにしておいてやろう」


    　何がどうなってその結論に至ったのかわからないが、マイケルも改心したらしい。


    　次は天てん堂どうがプリシラに手を差し出した。プリシラは黙って、笑顔でその手を握り返す。


    　天堂が手を離すと、何も無かったはずの掌てのひらの中に、ハートのクイーンがあった。


    「おぬし、マジシャンに復帰してもよいのではないかや？」


    「ま、考えてみよっかな。どんなイリュージョンよりすごい体験、いろいろしたしね」


    「野球チーム、ちゃんと十二球団作るんだぜ」


    「相す撲もうのことも、宜しく頼みます」


    「うむ。いくさよりはスポーツのほうがずっとよい、妾わらわにまかせよ」


    　二に階かい堂どうと柊ひいらぎの言葉に、プリシラは深く頷うなずいた。


    「聖徒会の有う象ぞう無む象ぞうども。そして勇者様よ。今回は充分にキャラを掘り下げる機会に恵まれなんだが、世界には人の数だけ、それに相応ふさわしい雛ひな壇だんがある。これからも個性に磨きをかけよ！」


    　聖徒会メンバー、そして勇者・山やま田だも、笑顔でプリシラの激励に応こたえた。


    「私の生徒──そして、この世界と──魔王のこと、ありがとうございました」


    「先生が救ってくれた世界じゃからの。これからも大切にするぞよ」


    　千年前の勇者とプリシラは、互いに優しい笑みをおくりあった。


    「ま、私に負けねーくらい、この世界を変えてみせな」


    「フン、言われんでもやってやるわい」


    　若わか王おう子じとプリシラは睨にらみ合い、そして破顔した。


    「──」


    　プリシラと眼が合うと、宝たから田だはふいと顔を逸そらした。


    「……百年後のヤツがいちゃもんつける余地がないくらい、いい世界にしなさいよ」


    「うむ、任せておけい。どんなハイファンタジーが来ようと負けぬくらいの、な」


    「ねえ、プリシラ」


    　綾あやちゃんが、プリシラに笑いかける。


    「あの時の賭かけ──ほら、カジノで勝った人の言うことを、負けた人が聞くってやつ」


    「お、おお、そういえばドサクサでうやむやになっておったのう。じゃが、妾と沢さわ木きがともにすっからかんで二人負けじゃ」


    「浩こう介すけは、浮気しないこと。プリシラは──立派な女王様になって、それから、私たちのことを──忘れないでね」


    　その最後は、涙声で震ふるえていた。


    「二つも言うとは、やはり委員長はちゃっかりしておるのう」


    「──っ、っく」


    　嗚お咽えつが聞こえて振り返ると、坂さか上がみが眼鏡めがねを外し、流れる涙を袖そでで拭ぬぐっている。


    　綾あやちゃんも、和泉いずみも、仲村渠なかんだかりも、宗むな像かたも、藤ふじ崎さきも、佐さ々さ木きも──若わか王おう子じや宝たから田だでさえもが、その眼を潤ませていた。


    　プリシラは、泣かない。俺たちを見送るように、眼の前に立っている。


    「プリシラ──」


    　俺は、そいつの名を呼んだ。


    　プリシラは俺の言葉に引かれたように、ゆっくりと魔方陣の中へと歩み寄ってくる。


    　それを見たプリシラパパとプリシラママが揃そろって何かを言いかけたが、しかし、その言葉は飲み込まれてしまったようだった。


    　一歩、二歩、三歩、プリシラは俺たちのもとへ近づいて来る。


    　誰も、それを止めることはできなかった。


    　空では、今まさに、月と太陽が重なりつつある。


    　プリシラの足が、魔方陣の中へと入ってきた。


    　気づけば俺は、プリシラのほうへ手を差し伸べてしまっていた。


    　その意味をわかっていながら、誰もそれを止めようとはしない。


    　プリシラも、わかっていたはずだ。


    　この円の中に、プリシラが憧れ続けた世界への扉がある。


    　──いや、この中には、この先には、俺たちがいる。


    　プリシラは、俺の手を見つめ──しかし、それを、握にぎり返さなかった。


    　差し出された掌てのひらを見つめたまま、微笑した。


    「本来交わらぬものが、ほんのひととき交わる、百年に一度の奇跡。妾わらわにとっては、夢のような時間じゃった」


    　プリシラは俺の手から視線を上げ、正面から俺を見た。


    「じゃがの、妾は、奇跡を奇跡で終わらせるつもりはない。夢を夢で終わらせるつもりはない」


    　プリシラは俺の掌ではなく、手首を握ると、顔の高さまで掲げ直した。


    「──そうか、プリシラ。そうだよな、さすがプリシラだ」


    　そうだ、お前は、自分の世界を自分で変えていくやつだ。


    　一度目は奇跡でも、二度目は──。


    「いつか、いつかきっと、今度は奇跡に頼らず、妾がおぬしらの世界にゆく！　じゃから、待っておれ！」


    　そう叫ぶとともに、掲げた俺の手に、自分の掌てのひらを叩たたき付けた。


    　異世界の空の下に、その音は高く高く鳴り響いた。


    　そして、プリシラは素早く飛び下がる。


    　プリシラの足が地面に着くと同時に、世界がたちまち薄暗くなっていった。天高いところで月と太陽が重なった瞬間、足下の魔方陣が凄すさまじい白光を放ちはじめ、薄うす闇やみを切り裂いていく。


    　目も眩くらむような光の中、俺が最後に見たのは──。


    　別れのその瞬間まで、気高く、誇り高く意地を張る、金髪ジャージの王女様の、目も眩むような笑顔だった。


    　でも、ほんのちょっぴり目の端に涙を浮かべていたのを、俺は気づいてたからな。


    「じゃあ、またの」


    「ああ、またな」


    



    　──さよなら、異世界。


    　──さよなら、プリシラ。


    　──またな。


    



    　別れの言葉も、俺たちの意識も、瞬またたく間に白い闇の中に溶けていった。
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    　　　エピローグ


    



    「浩こう介すけ、今日、いっしょに帰らない？」


    　教室の前で、綾あやちゃんにそう声をかけられた。三年生になった今ではもう別のクラスなので、わざわざ俺の教室まで誘いに来てくれるのだ。


    「よ、喜んで！」


    「……その『喜んで！』っていうの、恥ずかしいから止めてよ。居酒屋の店員さんじゃないんだから」


    「あ、うん。ごめん」


    「いや、謝んなくてもいいんだけど……。じゃ、私はちょっと生徒会のほうに寄ってかなきゃいけないから、校門のところで待ってて」


    　あの幻の中での共闘が切っ掛けになったのか、綾ちゃんは若わか王おう子じの誘いに乗って、正式な所属ではないものの、生徒会に出入りするようになった。


    　日本に還かえってきてからというもの、若王子が更に精力的に余計なことをはじめたことによって、副会長の小こ早ばや川かわが過労でパンク寸前になっていたのを見かねたというところもあったのかもしれない。


    　あの二人が一緒に何かをしているというのは、俺としてはとても複雑な気分なのだが、しかしそれを止めることもできない。


    　俺は鞄かばんを手に取ると、教室を出て、廊下を歩く。


    　今でもふと、隣にあいつがいないことに、違和感を感じることがある。


    　異世界では、たぶん綾ちゃんよりも、あいつが長い時間、隣にいたから。


    　でも、きっとこれから、その違和感も薄れていくのだろう。


    



    　俺たちが異世界から還ってきてから、半年が過ぎた。


    　あれから季節は巡り、冬が来て、春が来て、俺たちは三年生に進級した。


    　同じクラスのままのやつもいれば、ほかのクラスに別れてしまったやつもいて、修学旅行をともにした二年一組は、もうどこにもない。


    　けれども、あの時のみんなが、まだ同じ校舎を歩いている。


    　そいつらと教室で顔を合わせるたびに、校舎内ですれ違うたびに、俺はあの異世界でのことを思い出す。だからといって、思い出話に花を咲かせるなんてことはしない。


    　異世界での出来事は、なんとなく口にしづらい雰ふん囲い気きがあった。


    　それに、楽しかった異世界のことばかりを思い出していてもしょうがない。


    　俺たちは、この世界で生きていかなきゃならない。


    　立派な女王様を目指して頑張っているはずの、あいつに笑われないように。


    「そのためには、まずは勉強かな」


    　俺は、そう独りごちた。


    　まずは綾あやちゃんと同じ大学に入るために、日々受験勉強に勤いそしまなければならないのだ。


    　坂さか上がみは今でも勉強を教えてくれるが、綾ちゃんとのこともあって、マンツーマンというわけではなく、五、六人、のグループでということになる。ついでに筋トレと素振りも続けているが、素振りのほうは、こちらも和泉いずみ師匠のほうが遠慮してくれている。


    　彼女がいると、同じようにとはいかない。こうやって世界は少しずつ変わっていくのだなと思う。そんなことを考えながら歩いていると、廊下の先に、一人の女生徒の姿を見つけた。


    「──よう、宝たから田だ」


    「……フン」


    　宝田は相変わらずというか──いや、あの異世界に行くまでは会話らしい会話さえなかったから、これでもだいぶ変わったのかもしれない。


    「沢さわ木き、待ちなさい。ちょうどよかったわ」


    　宝田は俺を呼び止めると、鞄かばんの中から紙かみ束たばを取り出して、俺に突つきつけた。学校のプリントではないようだったが──。


    「……えっと、これは？」


    「見ればわかるでしょう」


    「ま、まさか」


    　でも、俺にはもう綾ちゃんという恋人が──。


    「小説！」


    　俺の不ふ埒らちな考えを読み取ったのか、宝田は苛いら立だったように言った。


    「あ、そうすね。はい」


    　ざっとめくると、確かに小説だ。よく考えたら、この文量がラブレターだったら嬉しいを通り越して正直怖い。


    「いや、小説……じゃないわ。……旅行記ね」


    「旅行記──」


    　宝田が俺に渡す旅行記と言えば、内容は決まっている。


    「……あいつも、旅行記を書いてたんでしょ。まあどれだけ本当のことを書いてたかは知らないけど、せっかく体験したことだから、私も忘れないようにと思って自分の旅のことを書き留めておいたのよ。……勿もつ体たいないから、どこかの新人賞にでも出そうかと思って。そういう意味では小説なのかもしれない、けど……」


    「え、でも、どうして俺に──」


    「私がどういう旅をしてたか知りたいって、あんたが言ってたからよ！」


    　そう言うと、鞄かばんを掴つかみ、俺を押しのけるようにして教室を出て行った。


    　勢いよく廊下を歩いてゆき、しかし、途中で足を止めて振り返った。


    「ねえ、沢さわ木き。あんた、覚えてるわよね。あの異世界のこと」


    「──ああ。覚えてる、忘れるもんか」


    「……そう、そうよね。幻なんかじゃない、夢なんかじゃない」


    　宝たから田だは廊下のガラス越しに、遠い空へと視線を移した。


    「ときどき、あれは私の妄想だったんじゃないかって思ってしまうことがある。ファンタジー世界のことばっかり考えてた私が、修学旅行のバスの中で見た白昼夢だったんじゃないかって」


    「でも、宝田だけじゃない。俺だって覚えてる」


    「そう──そうよね」


    「それに、あの世界に行ったから変わったこともいろいろあるだろ」


    「例えば？」


    「例えば──俺と宝田が、こうして喋しやべるようになったこととか」


    　宝田はわずかに眼を見開いて、しかし、すぐに顔を逸そらした。


    「あの世界は今も確かにどこかにあって、あいつはあっちでのほほんと生きてるのよね」


    「ああ、きっとな」


    　俺も、その空の向こうにあるはずの世界を思う。


    「……受け取ったらさっさと行きなさい。彼女と待ち合わせしてるんでしょ」


    「あ、はい」


    　そうして、俺たちは別れていった。


    　俺は、あの異世界で紡つむがれた物語の断片を、大切に鞄へとしまった。


    　こんな機会でもなければ、俺たちは、あの異世界での話をほとんどしない。


    　まるで、あの異世界での修学旅行が、夢の中のことだったかのように。


    　だって、話をしてしまえば、思い出してしまうから。


    　あの、ジャージを着た、金髪の、日本のサブカルにやたらと詳しい妙な王女様のことを。


    「──っ、くそ、宝田のせいで思い出しちゃったじゃないか」


    　鼻の奥が熱くなるのを感じて、俺は思わず学校の天井を見上げた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　あの異世界から帰って以来、山やま田だがクラスにすんなり溶け込んだかというと、そうでもない。


    　というより、綾あやちゃんとの一件もあって、クラスの中では俺が一番、山田に近づきづらい空気があった。それでも遠くから山田をそれとなく見ていたのだが、異世界での高い戦闘力や身体能力は魔力とやらによるものだったらしく、山田は普通のどこにでもいるただの男子高校生に戻っていた。ちなみに、一いつ色しきもまた、魔力のないこの世界ではドラゴン化の力を失っていた。山やま田だはもうドラゴンを倒すどころか、体育の授業でも真ん中くらいの実力だ。だけど──先生がそうであったように、俺達がそうであるように、あの異世界の経験がなかったことにはならない。


    　あの異世界で、あいつは確かに勇者だった。だから、これから先、またきっと勇者になれる。


    　たまに視界の端に映る山田の姿は、一人じゃなかった。


    　だから、それで良かったんだと思う。


    「そういえば、この前の放課後、宝たから田ださんが山田君と話してるのを見たな」


    　校門の前で合流しての帰途、綾あやちゃんがそんなことを言った。


    「山田と？」


    「向こうの世界で似たような経験をした者どうし、話も合うんじゃない？」


    「俺たちの宝田さんが……あっ、いや、だからそういうんじゃないです」


    「だから？」


    「いや──」


    「人間関係の潤滑油はいいんだけど、誰とでも仲良しなのも、彼女としてはちょっと不安なところもあるのよね」


    　綾ちゃんはふうっと溜ため息いきを吐ついた。


    　それはそれで、幸せだったりする。


    「そうだ、今度のゴールデンウィークだけど──」


    　俺がそう切り出そうとしたとき、


    「あの、もし！　そこのお方！」


    　妙な呼び方で呼び止められて、俺と綾ちゃんは振り返った。


    　そこに、金髪の少女が立っていた。


    　俺は思わず眼をこすった。


    　その姿が、あまりにも──。


    「あ、あの、えと、私わたくし、プリスと申します」


    　少女はそう、自分の名を名乗った。


    「プリス──」


    　それは、否応なしに、あいつのことを思い出させる名前だった。


    　名前の響きだけじゃない。その少女の顔も、プリシラに瓜二つで──でも、少し大人びている。プリシラがあと何歳か成長したら、こんな感じなのではないかと思えるような容姿をしていた。けれど、どことなく、纏まとっている雰ふん囲い気きが違う。貴族的というのか、その立ち姿からも気品が漂ってくる。それに、喋しやべり方も違った。あいつはもっと乱暴で、ざっくばらんで、そのくせ「～ぞよ」とか「～じゃ」とか、妙な喋り方で──。


    　あいつの関係者が、この日本にいるはずはない。


    「えっと、プリスさん、何ですか？」


    　道に迷った海外旅行中の少女が、道でも尋たずねたいのだろうと、応じようとしたときだった。


    「ひょっとして、あなた様は、客人神まろうどの方々ではありませんか。我が国に残る写真に写っていた方とお見受けしましたが」


    　その少女の言葉に、俺の頭は激しく混乱する。


    　でも、まさか。


    　そんな言葉が頭の中を埋め尽くしていくが、それを上書きするように、その少女は言った。


    「私わたくし、皆様が異世界と呼んでいた場所から参りました。皆様にわかりやすく言いますと──プリシラは、私のお婆ばあさまにあたります」


    　そう言って、プリスさんは笑顔をつくった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「皆様方が私の世界を去られてのち、プリシラお婆さまは、世界間の移動についての研究を始められたそうです。それはやがて、国家を挙げての一大事業となっていきました。むろん、その研究ばかりをやられていたわけではなく、お婆さまは正式に女王として即位なさり、立派に国を治め、全国民から愛され──ええ、お婆さまは、最期まで皆様方と再会することを望んでおられました。私はそんなお婆さまの遺志と研究を引き継つぎ、日につ蝕しよくによって発生する大規模な魔力を使用せずとも、世界間の移動を可能にする方法を発明したのです」


    　そう言って、プリスは細い指先で目尻を押さえた。


    「にわかには信じがたいけど──」


    　でも、何よりそのプリシラそっくりな容姿が、その言葉に説得力を持たせていた。


    「プリスさんが孫ってことは──そうか、あいつ、結婚できたんだな……」


    　プリシラが恋愛をして結婚をするなんてこと、不思議とまったく想像ができなかった。あいつの婿むこになった人は、いったいどんな人なんだろうか。


    「それで、ええと、あなた様のお名前は確か──」


    　俺は、プリスさんに、自分の名を呼んでもらいたいと思った。


    　まだ半年くらいしか経たっていないのに、ひどく懐なつかしい、あの響きで。


    「えっと……私もお名前ははっきりとは覚えていないのですが、エセ九州弁で喋しやべるお方ですね？　桜さくら島じまさん……でしたっけ？」


    「ちげーよ！　ひどくない？　俺、何だかんだでけっこうプリシラと長いこと一緒にいたよ？　さすがにそこよりは優先順位高くてもよくない？　っていうかさっきから明らかに九州弁じゃないよね？」


    「す、すみません……」


    　プリスさんは悄しよう然ぜんとして頷うなずいた。


    「浩こう介すけ、プリスさんにとっては、私たちは百年前の人間なんだから。そこまで詳しく覚えてなくてもしかたがないわ」


    「そ、そうか。そうだよな……。沢さわ木きです、俺の名前は沢木浩介です」


    「おお、佐さ々さ木き様。私わたくしの大好物、カステラを我が世界にもたらし、世界の食を牛ぎゆう耳じるゴブリングループの初代総帥であったお方ですね」


    「いや確かに異世界にいたときも名前の響きが似てるとは言われたけど、そっちじゃない。ってかゴブリングループまだ続いてたのか。しかも発展してるっぽい……。俺の名前は沢木です、さ、わ、き」


    「沢木……あー、あーあーあー。あー。なるほどですねー」


    　プリスさんは、名前を知らない相手が馴なれ馴れしく話しかけてきたときに、うまく誤ご魔ま化かすテンションで相あい槌づちを打った。


    「ま、まあ、俺のことはさておき、プリシラのことを聞かせてくれよ。君のお婆ばあちゃんのことを」


    　俺が言うと、プリスさんは明るい笑顔を浮かべた。


    「はい。プリシラお婆さまは、偉大で、美しく、聡明で、世界で一番の偉大なる女王でありました。……あまり、驚いていらっしゃらないようですね」


    「あいつなら、それくらいのことはするさ」


    　そう言ったとき、俺は、自分の眼から熱いものがこぼれ落ちていったことに気づいた。


    「あ、あれ──」


    　──最期まで皆様方と再会することを望んでおられました。


    　さっきプリスが言ったその言葉が、意味は理解していたその言葉が、ゆっくりと俺の感情に追いついて、熱い涙となって流れていった。


    　プリスは、きょとんと眼を丸くしていた。


    「あ、あの……沢木……さん？　どうされたのですか……？」


    　プリシラはこの世界の──あの世界の、もうどこにもいないのだ。


    「バカ野郎、大バカ野郎、約束くらい守れよな──」


    　またな、そう言ったのに──。


    「あ、えと──」


    　プリスが困惑顔で、俺の顔に向けて何かを差し伸べてきた。


    　ハンカチかと思ったが、涙に滲にじむ眼でよく見てみると、プリスの親指と人差し指で摘つままれたそれは、小さな看板だった。そしてそこには、こんな文字が書かれていた。


    



    『ドッキリ大成功』


    



    「は？」


    　俺が声をあげたのとほぼ同時に、


    「ごめん、浩こう介すけ。私知ってた」


    　と、横合いから、俺の幼なじみであり晴れて恋人ともなった、綾あやちゃんが裏切りの言葉を口にした。


    「じゃあ、あなたは──あんた、お前は──」


    　俺はそいつの顔に焦点を結ぼうとするが、涙に滲にじんでうまくいかない。


    「沢さわ木きのあほ！　泣かれたら、こっちもどうリアクションしていいかわからんじゃろ！」


    　滲んで歪ゆがんだ景色の向こうで、あの異世界の王女様が俺を罵ば倒とうしていた。


    「プリシラ──！」


    「うむ！　世界の壁を超えて、プリシラちゃん参上じゃ！　背も伸びたしバディも成長したじゃろ」


    　そう言ってプリシラはその場でくるっと回ってみせた。


    「こっちの世界では半年ちょいということじゃが、妾わらわの世界ではあれから三年も経たったからのう」


    「三年──でも、こっちの世界とプリシラの世界の時間のズレは……」


    　こっちの世界で三年経つ間に、プリシラの世界では百年が経つ、というくらいに時間の流れが違っていたはずだ。


    「ほれ、おぬしらが還かえってゆく直前、エルフィニアからマイアたちが黒船で来てたじゃろ。あれから正式にエルフィニアと国交を結ぶことになっての。妾の国の魔法技術と、エルフィニアで独自に培つちかわれた魔法技術──とりわけ、あの島を外界から遮断しておったような時間と空間に関する技術がもたらされ、更には坂さか上がみ先生が残していった数学や物理の教科書に記された、おぬしらの世界の──つまりこの世界の科学技術。それらの三つが合わさることで、時空魔法に関する研究が飛躍的に進んだんじゃ！　むろん、この妾の全面指揮のもとでのう！　そんなわけで、いくつかの条件付きじゃがこの世界に──」


    「そんなことはどうでもいい！」


    「おぬしが聞いたんじゃろ──およ？」


    　俺は両手を広げて、プリシラへと伸ばした。


    「さ、沢木──」


    　俺はプリシラの少し赤らんだ頬ほおを左右からつまんで、思い切り引っ張った。


    「ふ、無ふ礼れい者ほの、王ほう女じよの顔はおを、うにににに……」


    「この野郎！　生き死にのジョークはシャレにならねーだろ！」


    　プリシラの目尻からも、大粒の涙がぽろりと零こぼれた。


    　それを合図のように、俺は頬ほおから指を離す。


    「いたた……。そうかそうか。確かにあの『最期まで』っちゅー言い方じゃと死んだっちゅーことになるのう。そこを意図したわけではないんじゃが、ちょっと台本にミスがあったの」


    「相変わらず企画が雑なんだよ！　っつーか、お前がこっちの世界に来たこと、誰まで知ってるんだ！」


    「私は知ってたぞ」


    　きっと近くに隠れて成り行きを見ていたのだろう、若わか王おう子じが現れて、プリシラと肩を組んだ。


    「つーか、昨日から私の家に泊まってんだよな」


    「うむ。若王子家のメシはうまい！」


    　肩を組んで、二人は顔を見合わせた。このタッグは、こっちの世界でも危険な予感しかしない。


    「じゃが、さっさと『若王子の遺産』の場所を全て吐けい。まだ三年かかって七つしか見つかっておらぬぞよ」


    「お、三年で七つも見つけたのか」


    「妾わらわが賞金を懸けたんじゃ。魔王が斃たおれてのちの、冒険者たちの仕事としても丁度良かったからの。まさかおぬしがそこまで見越しておったとは思わぬが」


    「見越してた見越してた。やっべー、私ってやっぱ天才じゃん」


    「古代遺跡で『カンタンおかずレシピ　おつまみ編』を、海底神殿で『カンタンおかずレシピ　魚編』を、天空塔のてっぺんで『カンタンおかずレシピ　鶏肉編』を、迷いの森の奥深くで『カンタンおかずレシピ　きのこ編』を……って、カンタンおかずレシピばっかりじゃ！　おかげで我が国の夕食レパートリーが充実して主婦の皆さんが大喜びじゃ！　そして各種高難易度ダンジョンに潜っていった冒険者の皆さんが半泣きじゃ！」


    「うーん。私の計画では百年くらいかけてじっくりとおかずレパートリーが増えていく予定だったんだけどな。時計の針が進むのが早すぎる。そのおかずはまだ異世界の人類が手にするには早すぎるぞ……」


    「何を神視点で言うとるんじゃ」


    　プリシラは呆あきれたように言う。


    「しっかし、この世界も聞いておったよりハードモードじゃのう。念のためにと持ってきておいた鉄くろがねの遺産、『東京駅百周年記念Ｓｕｉｃａ』と『東京地下鉄路線図』がなければ、この世界に来た時点で詰んでおったぞよ……。あやうく埼玉県を脱出できずに朽ち果てるところじゃ。何がどこで役立つかわからぬもんじゃの……」


    「埼玉にやって来てたのか」


    「日本に場所を絞れただけでも大したものなんじゃがの」


    　まあ、海の上でなかっただけだいぶマシか。


    「おぬしらと最初に旅をしたとき、うかつに徒歩で進んで全滅しかけたじゃろ。あの時の気分を再び味わうところじゃった。Ｓｕｉｃａがなければ徒歩で東京を彷徨さまようところじゃったし、飲み物も手に入れられなんだ。マップがなければＴＯＫＹＯ地下鉄ダンジョンで迷って倒れておったところじゃ」


    「確かにチャージ済みのＳｕｉｃａは万能アイテムだよな……。それに、日本人でもダンジョンと呼ぶくらい、日本の地下鉄の乗り換えはややこしい」


    「てか、日本って思ってたのと全然違うぞよ！　電車ってもっとムチムチとしてウネウネっとしたものかと思っておったし、忍者もお侍さんもタモさんもおらぬぞよ！」


    「タモさんはそんなに頻ひん繁ぱんにブラタモリしてないからな……」


    「にしても、もうちょっと日本ってこう……」


    　そう言うプリシラの背後に、人影が立った。


    「む、殺気！」


    　プリシラが勢いよく振り返った先に立っていたのは──。


    「はァ？　あんたが勝手に想像してた日本と違ったからって、そんな当たり屋みたいなこと言われても困るのよ！」


    　サディスティックな笑みを満面に浮かべて──そして、その眼にうっすらと涙を浮かべて、宝たから田だは人差し指でプリシラのおでこをツンと突ついた。たぶん、宝田はプリシラがこっちの世界に来ていたのを知らなかった組のほうだろう。


    「う、ぐぬぬ……！」


    「とりあえず日本侮ぶ辱じよく罪で通報しないと」


    　宝田はこれ見よがしにスマホを取り出し、操作をはじめる。


    「ちょ、やめるんじゃ！　せっかく日本に来たばっかりで投獄されるのはまっぴらじゃ！　そういう罪があるのを知らなかっただけなんじゃ！」


    　そんな二人のやりとりを見て、みんな笑い声を上げる。


    「そうじゃ、思ってたのと違うといえば、昨日の昼間にいいとも見たんじゃがの、妾わらわの思ってたタモリと全然違ったんじゃ……。サングラスもかけてないし……。タモリに幻滅したぞよ……」


    「プリシラ、それは別の番組だし別の人だ。タモリはきっとお前を裏切らないからタモリ倶く楽ら部ぶを見よう」


    「お、まじかや！　妾はタモリがトークゲストを迎えたときの『神斬った？』っていう決め台詞ぜりふが聞きたかったんじゃ！」


    「その無駄にかっこいい決め台詞は微妙に勘違いしてると思う」


    「うむむ、まだまだ日本のテレビを見て学ばねばのう！　……おお、木き村むらよ。頻繁にやられると飽きてた裸芸も、久しく見ておらぬと懐なつかしいぞよ。ぜひやって欲しいぞよ！　さあ、さあ！」


    　木き村むらの姿を見つけるなり、プリシラは詰め寄る。


    「え……いや……それはちょっと……。フツーに路上だし……」


    「なーにを今更モジモジ恥ずかしがっておるんじゃ。妾わらわの世界では、天下の往来をナチュラルに全裸で闊かつ歩ぽしておったくせに」


    「いや……この世界のポリスはそんなに甘くないんで……ガチなやつなんで……」


    「勘弁してやれプリシラ。こっちの世界は路上の裸に甘くないんだ」


    「別に妾の世界が甘かったわけではないんじゃがの。……ん、おぬし誰じゃ？」


    　駆け寄ってきた女生徒を、プリシラは怪け訝げんな顔で見る。


    「あ、あの、コンタクトにしてみたんですけど……」


    「コンタクト……？　──ああっ！」


    　かつて坂さか上がみ先生と呼んでいた少女の変わり果てた姿に、プリシラは膝ひざを折った。


    　変わり果てたと言っても、コンタクトにしただけなのだが。


    「う、ううっ……。掛け替えのないものが失われてしまった……。なぜ誰も止めなかったんじゃ……！　掛け替えのない……眼鏡めがねだけに！　眼鏡だけに掛け替えのないものが……！」


    「途中で微妙に掛かってることに気づいてリフレインするな」


    「掛かっておる……！　眼鏡だけに……！」


    「うるせーな」


    　そんなことをやっている間に、坂上は眼鏡を取りだして掛けた。


    「ううっ、変わらないものがここにあった！」


    「はいはい、よしよし」


    　坂上とプリシラは、ぎゅっと抱き合った。


    「そうだ、プリシラ、他には誰と会って誰と会ってないんだ？」


    「んーとの、丸まる山やまにはファミコンからＰＳ４までを貸してもらったんじゃ。これから日本ゲーム史三十年の進化を一気に体験するんじゃ！」


    「お前、せっかくこっちの世界に来たのにゲームばっかやってんじゃねーよ」


    「旅行先でやるテレビゲームがまた格別なんじゃよな」


    「修学旅行生みたいなこと言って……」


    「あ、そうそう。修学旅行といえばの、妾もあっちで王立学校を作ったんじゃ！　むろん、妾が初代の生徒会長じゃ！　身分にかかわりなく、また種族にかかわりなく、誰でも入学できる学校なんじゃ。人間も、フェアリーも、ドワーフも、オークも！　そして身分や種族にかかわりなく、妾のご機嫌を損そこねたら投獄するんじゃ。妾以外、全員平等」


    「独裁学校じゃねーか！」


    「ほほう、妾の学校では今の発言は投獄ものじゃぞ」


    　プリシラはにやりと笑った。


    「ま、とにかく、いずれまた、魔王ちゃんが復活して妾わらわたちに仇あだなすじゃろうからの。その時のために、こっちは一枚岩にしておかぬとのう」


    　プリシラはそう言って胸を張る。


    　俺たちがもたらしたものを切っ掛けに、こいつは本当に世界を変えつつあるのだ。


    「つーかよく考えたら、プリシラが結婚できたってのが不自然な話だったんだよな」


    「プリスちゃんの美貌にドキッとしおったくせに」


    　プリス、もといプリシラは俺の鼻先に顔を突つき出してニヤリとする。


    「プリシラだと知って損したよ！」


    「お、んではドキッとしたのは否定せんのじゃな」


    「うるせえ」


    「にしても、咄とつ嗟さに考えたにしてはいい名じゃよな。ほんとにいつか妾の孫ができたら付けてやろうっと」


    「お前が結婚できるかどうかが最大の問題だよ」


    「ふはははは。近隣諸国の王族貴族から、見合いの申し込みが引きを切らぬわ。それより人のことは偉そうに言うが、委員長とはあれからどうなんじゃ。まだ続いておるのかや？　子孫の計画は？」


    「ば、バカ！　ぷ、プラトニックで慎重なお付き合いをだな」


    「うーむ。腰抜けめ」


    「ひと月前にけっこう深刻な危機があってだな。沢さわ木きが和泉いずみの水着画像を隠し持っていたことがバレて──」


    「わ、バカ、若わか王おう子じ！」


    「ま、その情報を委員長に教えたのは私だけどな！　フフフ、人間どもよ、争え……憎み合え……」


    「魔王づくな！」


    「こら貴様ら、ラブコメはあとにせよ」


    　プリシラは言って、俺の袖そでを引っ張った。この感触も、懐なつかしい。


    「さあ、行くぞよ！　こんどは妾の異世界修学旅行に付き合ってもらうぞよ！　妾の異世界修学旅行は、まだ始まったばっかりじゃ！　おぬしらが妾の世界でやったように、妾もこの世界を楽しみ尽くしてやるぞよ！」


    「でも、俺たちもう受験生だし」


    「なーにを言うとるんじゃ！　王女には受験などない！」


    「いや、お前にはなくてもだな……」


    「ほーん。じゃあ仕方ないのう。沢木以外の全員でいまから遊びにいきま～す」


    「ウソウソ！　行く、俺も行くって！」


    　慌てて言う俺を見て、綾ちゃんがクスクスと小さく笑った。


    「あ、そうそう。ところで妾わらわがもとの世界に還かえるためには、むっちゃ複雑な条件をいくつかクリアしつつ、アイテムを揃そろえねばならんのじゃが、それには当然協力してくれるんじゃろ？」


    「条件？」


    「えっとのう、あ、そうじゃ、妾の世界に還るために、まずはタモさんに会わねば。あとプレステＶＲじゃろ、味み噌そラーメンじゃろ、んで、カラオケボックスとかいうところで儀式を。あ、ボウリング場とかいうところにも行ってみたいぞよ」


    「行ってみたいとか言ってる時点で嘘うそじゃねーか」


    「ふむ、その的確なツッコミ、やっぱりそうでなくてはの」


    　プリシラは嬉しそうに笑い、俺の袖そでを引いて走り出した。つられるように、俺も走り出す。


    「さ、行くぞよ！　もとの世界に還るまでが、修学旅行じゃからの！」


    　そう言って、異世界の王女は、広い広い世界へと、全力で駆け出していった。


    



    　これからも。いつまでも。


    　俺たちの旅は、続く。

  


  
    



    　　　あとがき


    



    　あとがきを読み終わるまでが『異世界修学旅行』です！　ってことで、最終巻のあとがきなので、主要キャラクターの誕生秘話などをお届けしようかと思います。ネタバレ等もありますので、先にあとがきを開いた方はまず本編のほうをどうぞ。


    【プリシラ】書店に『異世界』とタイトルに入る本が沢山並んでいたので、このブームに乗ってみっか！　と思ったのがこの物語のスタート地点だったのですが、実は異世界ファンタジーというものを数えるほどしか、しかも古いものしか読んだことがありませんでした。しかし、こいつがポンと誕生したとき「あ、この物語いけるな（物語れるな）」という感触がありました。「日本って結構いい国だよ、特に学校とか文化とか」ってなことが漠然とこの物語の主題としてあり、それを物語として引っ張る役として『日本のサブカルに詳しい異世界の王女』が誕生した──と後から分析はできるんですが、そんな理屈とは関係なく、いつの間にか勝手に頭の中にいました。最初から勝手でマイペースなやつでした。その誕生とほぼ同時にこの物語のラストを書いていて、それが本書の冒頭にあるシーンでした。プリシラは浩こう介すけたちと再会しないまま、思い出を胸にその後の人生を力強く生きていった──はずだったんですが、作者の予定より大きくプリシラが成長したようです。イラストに関しては毎回ほぼお任せ状態で素晴らしいイラストを上げていただいてたんですが、中でもプリシラは初見で、あ、これプリシラだな、という感じでした。あいつはこれからもマイペースに世界を満喫してると思います。


    【沢さわ木き浩介】最初は単なる狂言回しだったんですが、意外と作者の思惑を超えて動いてくれました。五巻の相す撲もうなどは「え、お前がやるの？　予定と違うんだけど……まあいいや、頑張れよ」てな感じでした。綾あやちゃんともどうなるか決めてなかったんですが、ああなりました。毎回行き先だけ決めてあとはキャラにお任せ！　という感じだったので、書きながらラストが決まってないこともしょっちゅうだったんですが、いい旅をしてくれたんじゃないかと思います。


    【陣じん内ない綾】浩介の成長を見守る役として、また、浩介とプリシラが恋仲にならないように、という意図で生み出されたキャラでした。もうちょっと彼女のキャラを掘り下げてあげたかったですが、それを作者にもさせないうまい立ち回りをするというキャラでもありました。


    【宝たから田だ舞まい】昔読んだ『小説の書き方』的な本の中に、「ファンタジーだからこそ現実に基づいた考証をしっかりせねばならない」てなことが書いてあり、そこから生まれたキャラでした。その後「ファンタジー警察」なる言葉があることを知りました。もともと浩介たちとは一巻以降別行動をさせるつもりだったんですが、ちょくちょく毎巻顔を出すキャラになりました。作者の意図を超えたという意味では、彼女が一番かもしれません。


    【坂さか上がみ雪ゆき乃の】元々賢いので一巻でほぼ成長しきってしまいました。新聞連載のほうで大活躍。


    【和泉いずみ刀とう香か】作者の意図を超えてぽんこつ化。でもそれもまたよし、と思ったキャラです。


    【木き村むら新しん太た郎ろう】何で登場したのかも何で全裸なのかも覚えてません。名前の由来は元都知事。


    【若わか王おう子じ暁あきら】性別もキャラもかなり初期の段階で決まってました。物語を動かす力が大きなキャラだけに、こいつが合流したら物語は終わりに向かっちゃうな、というキャラでもありました。その後、居い候そうろうのプリシラとケンカしながら仲良くやってると思います。


    【山やま田だ】プリシラよりも誰よりも先に、『異世界修学旅行』という物語の中に立っていたキャラでした。イメージ元としては『ビルマの竪たて琴ごと』の水みず島しま上等兵。彼ひとり対クラス全員、という図が思い浮かび、そこから『クラス全員が異世界へ』という構図が思い浮かびました。そこにプリシラが現れたことで一気に『異世界修学旅行』という物語が起たち上がりました。


    【魔王】七巻の頭で退場していくはずが、締め切り四週間後にいきなり女子高生化して登場。結果的には良かったと思いますが、しわ寄せがスケジュール進行に。さすが魔王。悪いやつだ。


    　さて、全員分語ってあげたいところですが、紙幅が尽きてきたので、最後に謝辞を。初代担当の江え橋ばしさん。二代目担当の田た端ばたさん。ガガガ文庫編集部の皆様。イラストレーターのしらびさん。本作が読者の手元に届くまでに携たずさわってくださった全ての人々。そして誰より、読者であるあなたに最大の感謝を。また次の作品で会えれば、嬉しく思います。


    （次の作品というか、読売中高生新聞で連載していた『異世界修学旅行ＤＸ』がそのうち単行本になるはずなので、よかったら是ぜ非ひ！　それではまた！）


    
      岡おか本もとタクヤ

    

  


  
    岡本タクヤ
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    東京都在住。修学旅行の行き先は北海道でした。只今、次回作を構想中。
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